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第一章　〜秘密の戯れは恋の予兆？〜








　すれ違う男性からの視線をひしひしと感じる中、新しん堂どうまゆりは駆け足でホームへ向かっていた。

　決して出社時間に遅れそうになっているわけではない。一刻も早く彼らの視線から逃れたいだけである。

　もっとも通勤ラッシュでなくとも、まゆりは街へ出るたびに多くの男性から注目を浴びている。

　――やはり駆け足などせず、普通に歩いた方が目立たないのだろうか。

　だが、そうしたところで何も変わらないのは、経験上自分自身が一番よくわかっている。

　まゆりはできるだけ視線を意識しないようにしつつ、胸元を隠すようにしてひたすら駅の構内を進んでいく。

　ホームに着いたところで電車が入ってきて、すかさず女性専用車両に乗り込んだ。

　男性の視線が消えただけで気が楽になり、まゆりは安堵した様子で深くため息をついた。

　電車に揺られている間、今日配信された電子書籍に夢中になっていた。

　読んでいるのは人気ＴＬレーベルのヒストリカルロマンス。車内でこうして時間を潰すのが、毎朝のまゆりの日課だった。

　大した時間ではないが、読んでいる最中は作品に没頭し電車の混雑も気にならないので、まゆりにとっては至福の一時でもある。

　現代ものヒストリカル系問わず、ＴＬ作品はどれも夢とときめきと感動に溢れていて素晴らしい。現実世界の恋愛では、その三つを体験するなどなかなかないだろう。

　もっともまゆりは、現実での恋愛に興味をなくして久しいが。

　ＴＬ作品の見目麗しいヒーローは好きだが、現実の男性と関わるのは苦手で普段から必要最低限の会話しかしていない。

　そうなった原因は、華奢な体に似つかわしくない豊満な膨らみで、嫌な経験をしたことにある。

　小学四年生の時から他の女子より胸の成長が早く、中学に上がる頃には大人物のブラジャーを着けなければいけないほどだった。そのせいで男子にからかわれ、時には卑猥な言葉を投げかけられたこともあった。

　一応、自分をからかった男子は謝ってくれたものの、当時十三歳だったまゆりが負った心の傷はそう簡単に癒えるものではない。

　以来、まゆりは自身の体型にコンプレックスを抱き、元々大人しい性格はより内向的になっていった。同時に男性に対して苦手意識を覚え、恋愛や結婚の話題を避けるようになった。

　そんなある日、まゆりは何気なく立ち寄った書店で、一冊のＴＬコミックスに出会った。

　その表紙絵の男女がとても美麗で、手に取って眺めているうちに読んでみたいと興味が湧き、試しに買ってみることにした。

　胸がときめく美しい世界観にすぐさまハマり、大学に入る頃には濃厚な官能シーンのあるＴＬ小説にものめり込んでいった。

　――こんな素敵な世界があるのなら、一生そこに入り浸っていても構わない。

　ＴＬ作品の世界ならば、体型について揶揄されることもないし、傷つけられる恐れもない。

　こうしてまゆりは、ますます恋愛の道から遠ざかっていった。

　それでも年々、性欲が盛んに増していったものの、週に三、四日はアダルトグッズを使って満たしていたので問題なかった。

　二十代半ばを過ぎても、恋愛に興味を示さないまゆりを母は心配し、事あるごとに見合いを勧めてきたが全て断った。

　今は未婚の女性も増えている時代なので、絶対に結婚する必要などない。むしろこのままでもいいと割り切っている。

　しかしここ最近は、少し物足りないような気がしてならない。特に官能シーンを読んでいると、見目麗しい男性に甘く淫らに触れられている姿を、つい自身に置き換えて妄想していることが多い。

　これまで胸が高鳴ることは度々あったものの、そんな風に自分が抱かれる様を思い浮かべることはなかった。

（もしかして私、欲求不満になっている……？）

　だが、ドキドキすることは何度かあっても、現実の男性に抱かれたいと思ったことは一度もない。そもそも、今のまゆりには気になる異性すらいないのだから。

　きっと気のせいだろうと言い聞かせると、まゆりは意識を再びＴＬ作品の世界へ戻した。

　何駅か通過したところで、車掌のアナウンスが会社の最寄り駅の名前を告げた。朝の読書時間の終わりである。

　電車を降りればまた男性に、大きく膨らんだ胸元をジロジロ見られるに違いない。

（私だって、好きでこんな体型になったわけじゃないのに……）

　この体型のせいで、いつも服や下着選びに苦労している。こちらの事情など何も知らず、豊満なバストだけ見て勝手に喜んでいる男性陣が、少しばかり腹立たしい。

　まゆりは憂鬱な気分を抱えながら、電車を降りて改札口へと向かう。

　階段が見えてきたところで突然、誰かがまゆりの肩をポンと叩いてくる。

　驚いて後ろを振り返ると、同じ部署に所属している同期の細ほそ野の樹いつきが立っていた。

「おはよう、新堂さん」

　樹は軽く手を挙げて、さわやかに微笑みかけてくる。

　部署が同じなので必要最低限の会話をすることがあっても、こうして笑顔で声をかけられたのは今日が初めてだった。

　一体どうしたのだろうかと、まゆりはおずおずと樹の顔を見上げた。

　こうして改めて真正面で向かい合うと、自分よりもずっと背が高い。

　小学生の頃から水泳を続けてきたという噂があり、その成果もあってか均整の取れた体型をしている。

　おまけに端正かつ中性的な顔立ちは、笑顔のせいか思わず見惚れてしまうほど美しく、ＴＬ作品に登場するヒーローかと見紛うほどである。

（細野君が、こういう表情を見せることがあるなんて……）

　勤務中の樹は仕事を真面目に黙々とこなし、雑談している社員がいると割と強めの口調で注意するので、まゆりの中では厳しい人だという印象が強い。なので、こんな風に穏やかな笑顔を見せるのが少し意外に感じられた。

　初めてのことに驚くあまり、まゆりは挨拶を返すのが遅れてしまい、慌てて居住まいを正す。

「お、おはよう、細野君……」

　それからどうにか挨拶を返すも、なぜか声が不自然なまでに上擦っていた。おまけに自分でも驚くぐらい、心臓がバクバクと激しい音を立てている。

（私ったら、何でこんなにドキドキしているの？）

　学生時代の小論文発表や会社の面接でも、ここまで緊張したことはない。自分の身に何が起きているのか、まゆりには全く理解不能だった。

　急に黙り込んでしまった彼女を見て、不快な思いをさせたと勘違いしたのだろう。樹は心底ばつが悪そうに謝罪してくる。

「ごめん、いきなり触られて嫌だったよね？　俺がどうかしてたよ……」

「ううん、そういうわけじゃないの。ちょっとびっくりしただけだから、そんなに謝らないで」

　よもやここまで恐縮されるとは思わず、逆にこちらが悪いことをしてしまったような気分になる。

　この気まずい空気をどうにかしようと、まゆりはとっさに話題を変えることにした。

「ところで細野君って確か、自転車通勤だったよね？」

　社会人になった今も、体力を落とさないために自転車通勤をしていると、部署の誰かが話しているのを聞いたことがある。

　そんな樹が今日みたいな晴天時に電車通勤など、何かあったのだろうかと気になり尋ねてみた。

　すると彼は困ったように苦笑して、言いにくそうに返答する。

「実はちょっとタイヤをパンクさせちゃって……。考え事しながら乗っていたもんだから、金属片が落ちていたのに気付かなかったんだ」

「それは大変だったね。でも、細野君に怪我がなくて良かった」

「ああ、それだけが不幸中の幸いだったよ」

　言葉とは裏腹に樹は、なぜか浮かない顔をしていた。

　何か癇に障ることを言ってしまったのだろうかと、まゆりが訝しげな表情を浮かべていると彼に突然手首を掴まれる。

　たったそれだけで、まゆりの鼓動は大きく跳ね上がり、体も急に熱くなっていった。

「ちょっと、細野君!?」

「ほら、行こう。遅刻でもしたら大変だ」

　言うが早いか樹はそのまま歩き始めた。

「行くって、このまま会社まで一緒に？」

　時間的にはまだ余裕がある。それなのにやや急ぎ足で歩くものだから、まゆりは戸惑いを隠せない。また、急に無表情になったものだから、やはり自分の発言で不快な思いをさせたのではと不安になってしまう。

「そうだよ。同じ会社で働いてるんだし、こうして一緒に行けば他の男が寄ってこないで済むからね」

「それってどういう――」

　まゆりは再度訊き返してみるも、樹は何も答えてくれない。

（一体、何がどうなっているの？）

　朝から訳のわからないことの連続で、まゆりの頭の中は疑問符だらけだった。

　

　

　オフィスに着いて鞄をデスクに置くなり、樹は早足でラウンジコーナーへと向かった。

　周囲に誰もいないのを確かめてから、勝ち誇ったように笑ってガッツポーズをする。

　――今日は自分にとって最高の朝になった。

　自転車のタイヤをパンクさせて、慣れない電車通勤をする羽目になったが、おかげで真っ先にまゆりに声をかけることができた。まさに怪我の功名というやつである。

　それだけでも充分嬉しかったが、彼女から「細野君に怪我がなくて良かった」と優しく言われ、不覚にも胸が高鳴ってしまった。

　あの瞬間、以前から抱いていたまゆりへの好意は一段と募り、時と場所をわきまえず告白したい衝動に駆られた。それをごまかすために不愛想を装い、やや強引に会社まで連れてきてしまった。

　ちょっと配慮に欠けた言動だったかもしれないと懸念したが、手を払いのけられなかったので嫌われてはいなさそうだ。

　入社式で初めて見た時から、樹はまゆりに恋心を抱いていた。

　最初は小柄で愛らしく、実年齢よりも幼く見える顔立ちや、豊満で魅力的な胸に目を奪われた。

　肩までの長さの髪は染めておらず、服装もブラウスに紺やベージュのデニムパンツという出で立ちが多い。一見すると地味な印象を受けるが、樹の目には清楚な感じに映った。

　人と話すところをあまり見ないので、とても大人しい性格だという印象を抱いていたが、話しかければきちんと答えてくれた。読書が好きなようで、休憩時間は一人で本を読んでいる姿をよく見かけた。

　複数で集まってお喋りをする女子がどうも苦手だったので、樹は容姿だけでなく性格面においてもまゆりに好感を持った。

　だから自分が所属する企画部に異動してきた時は、これからはずっとまゆりの顔を見られるのだと嬉しくなり、気付けば会社に行くのが楽しみになっていた。

　そうして同じ部署になり、改めてそばでまゆりを目にするようになってから、樹はますます彼女に惹かれていった。

　会話をする際、上目遣いでこちらを見るまゆりの姿や表情は小動物のようにかわいらしく、仕事を真面目にひたむきにこなす姿勢も実にいじらしい。

　そんな可憐で健気なまゆりを見るたびに、男として守ってやりたいという庇護欲と、自分のものにしたいという不埒な欲望が込み上げてしまう。

　もっとも、まゆりから一度も恋愛に関する話を聞いたことがないので、好意を持たれているかどうかは微妙なところだが。

　何せこちらがさり気なくアプローチをかけても、彼女は一向に気付く気配を見せてくれなかった。

　しかも、まゆりに恋焦がれている男は自分だけではない。

　多くの男の心を射止めておきながら、まだ誰にも好意を向けていないまゆりは、同期の間では高嶺の花と言われている。

　進展があったとはいえ、自身の恋路は前途多難であることに変わりはない。この現状がもどかしく、今日も樹はやきもきしてしまう。

　ちょうどその時、上司にして大学時代の先輩でもある木こ暮ぐれ文ふみ也やがやって来る。

　背丈は樹よりも少し高い。樹同様、木暮も水泳を続けているため、細身ながら筋肉質な体型をしている。

　とても気さくな性格で多くの人に慕われており、大学時代も入社したての頃もよく面倒を見てくれた。

　木暮は会社に着くといつも、ラウンジコーナーに設置してあるコーヒーサーバーでコーヒーを淹れている。今朝もそのためにここへ来たのだと察する。

「木暮さん、おはようございます」

「おはよう、樹」

　挨拶を交わしたのち、木暮は意味ありげな笑みを向けてくる。

「他の奴から聞いたぞ。お前、今朝は新堂さんと一緒だったんだって？　一体、いつそんな関係に発展したんだ？」

「いや、違うんです」

　ひとまず木暮の勘違いを解こうと、樹は駅でまゆりに話したのと同じ事情を説明した。

「珍しいな。仕事ではほとんどミスしないお前が、そんなドジをやらかすなんて」

「いや、俺ってけっこう抜けてますよ」

　一部の女子社員からは、容姿も仕事ぶりも完璧な男と噂されているようだが、樹自身はそう思ったことなど一度もない。

　まゆりの前では完璧でかっこいい男でいたいから、どんな大変な仕事でも率先してやるようになり、身だしなみも常日頃から気を付けているだけである。

　本当の樹は飢えた獣のように、まゆりを求めては淫らな欲望を抱いている。今だって、どうやって彼女を落とそうかと、頭の片隅で考えているほどだ。

　そのことが表情に出ていたのか、木暮はその場でいきなり吹き出した。

「お前、ひょっとしてパンクさせた時も、新堂さんのこと考えていたんじゃないのか？」

「違います！　本当にちょっとぼんやりしてただけですよ……！」

　ここまで的確に心を読まれたのが恥ずかしくて、樹はばつが悪そうに顔をしかめる。

　そんな樹を見た木暮は、ますます可笑しそうに笑った。

「図星かよ。お前って本当に、新堂さんに首ったけだな」

「ああ、もう！　他人事だと思って……！」

　恋に真剣になっているのにからかわれるのは癪だが、相手は先輩なのであまり強いことは言えない。だからまゆりの話題が出るたびに、こうして揶揄される羽目になっている。

（まあ、木暮さんが恋敵でないだけまだマシか……）

　さすがの樹も、大学時代から世話になっている相手とは、恋の鞘当てをしたくはなかった。

　もっとも、初めて本気で好きになった女性を、他の男に譲るつもりは毛頭ないが。

　こうなったら絶対に、まゆりの心を掴んでみせるのだと、樹は改めて決意するのだった。

　

　

　あの日以来、樹は積極的にまゆりに接してくるようになった。

　普段は他の女子と話さず、話しかけられても必要最低限で済ませることの多い樹が、自分に対しては頻繁に話しかけてくるのである。

　自転車はとっくに直ったらしいのに未だに電車通勤を続けており、まゆりが電車を降りると大抵ホームか改札口付近で待っていてくれた。

　そしてさわやかな笑顔を見せては、会社まで一緒に行くのが習慣になっていた。しかもその時は必ず自然に手をつないでくる。

　樹に触れられても、不快感が全く込み上げてこない。その上、彼と話していても緊張することがなくなり、いつの間にか一緒に会社まで行くのが楽しみになりつつあった。

　そんな風に、男性と普通に会話できて手も触れ合えるようになったので、まゆりはわずかな期間での自身の変化に驚きを隠せない。

　――やはりあの出来事が関係しているのだろうか？

　少し前にかつての部署の上司から、君がいなくなって寂しいと抱き寄せられそうになったことがある。

　まゆりはすかさず手を払いのけて拒絶したが、向こうは「一緒に仕事をした仲なのにつれないなぁ」と、薄気味悪い笑みを浮かべて迫ってきた。

　そんな窮地へ助けに駆けつけてくれたのが樹だった。

　目上の人間相手にも怯まず、樹は毅然とした態度で「今後、彼女に近づいたら許さない」とその上司に警告した。

　彼が去って行った後、怯えて震えていたまゆりの頭を撫でてくれた。それだけで恐怖がたちまち消えて、代わりに心が安堵感に満たされていった。

　それから樹は柔和な微笑みで、「何があっても、俺は必ず君を助ける」と、意味深な言葉を告げてきた。

　その言葉を裏付けるように事件以降の彼は前にも増して、まゆりを気にかけてくれるようになった。

　元上司から守ってくれた時をはじめ、慰めたり優しく接したりしてくれる樹は、本当にＴＬ作品に登場するヒーローのようだった。まゆりはそんな彼に対してときめきを抱き、かっこよくて素敵であると心の底から感じた。

　樹の見た目が良いというのもあるかもしれないが、まゆりが異性に対しそういった評価をしたのはその時が初めてである。

「はぁ……」

　仕事中だというのに、つい感嘆のため息をついては、夢見心地で樹に優しくされた時のことを思い出してしまう。

　だが、まゆりはすぐさまハッとなって我に返る。

（いけない、ちゃんと集中しないと……！）

　つい惚けてしまったせいで、仕事のペースは完全に落ちていた。この調子ではいつまで経っても終わらない。

　慌てて気を取り直したところで、一緒に残業していた樹が声をかけてくる。

「これ食べる？」

　そう言って彼が差し出してきたのは、一口大のチョコレートだった。

「ありがとう」

　まゆりはチョコレートをもらうと、包みを剥がしてすぐに食べる。

　口の中に広がるふんわりとした甘さを味わったのち、残りの仕事を片付けるべく再びパソコンに向かう。

　明日から三連休ということもあってか、どこの部署でも定時で退社する人が多かった。普段は一番遅くまで仕事をしている部長も、今日はいつもより早めに帰っていった。

　本当は他の人に倣って帰っても良かったが、連休明けに仕事を残しておくのが何となく嫌だったので、残業をしてでも終わらせようと思い立ったのである。

　すると樹も最後まで付き合うと申し出たので、こうして二人きりで遅くまで仕事をすることになった。

　一緒に残業してくれている樹のためにも、早く仕事を終わらせようとまゆりは更にペースを上げていく。

　仕事に一段落着いた頃には、すでに夜の九時を過ぎていた。

　こんな時間まで会社にいたのは初めてだ。今から帰るとなると、家に着くのは十時ぐらいになるかもしれない。

　これで明日も出勤となれば辛いが、幸いゆっくり寝ていられるので気が楽だった。

　樹の方もちょうど仕事が終わったようで、目が合うなり「帰ろうか」と声をかけてくる。

「うん、ちょっと待っててね。今、シャットダウンするから」

　まゆりはパソコンの電源を落とし、画面が暗くなるのを確認すると帰宅準備を始めた。

　ところがその際、うっかりバッグを落としてしまい、中身を全てぶちまけてしまったのだ。

　スマホやスケジュール手帳、コスメポーチなどに紛れて愛用のピンク色のバイブが転がっているのを見た瞬間、まゆりは頭の中が真っ白になった。

　昨日、両親が急に部屋を訪ねてきたので、見つかったらまずいととっさにバッグの中に隠していたのだが、うっかり出すのを忘れてしまっていた。

　――こんな恥ずかしいものを見られるわけにはいかない！

　それだけは絶対に避けなければと、まゆりは急いで落ちたものを拾っては、乱雑にバッグの中へ入れていく。

「大丈夫、新堂さん？　拾うの手伝うよ」

「ううん、一人で拾えるから――あっ……！」

　声をかけられたことで動揺して手を滑らせ、よりによって一番見られたくなかった物――バイブを再び床に落としてしまう。しかも運が悪いことに、勢いよく落としたせいで樹の足元に転がっていった。

（どうしよう……!!）

　――誰にも知られたくないことがバレてしまった。

　こんな状況、変態だと思われても否定できない。恥ずかしさのあまり死にそうだ。おまけに手の震えが止まらず、心臓がバクバクと激しく音を立てている。

　揶揄するような言葉を投げかけられるのではと不安になり、いっそのこと泣いてしまおうかとも考えた。

「これ、バイブだよな……？」

　樹はバイブを拾うなり、それとまゆりとを交互に見つめて尋ねてくる。

　彼の表情は怖いぐらい真顔だった。これは間違いなくまゆりを軽蔑しているだろう。

　なぜバッグに入れていたことを忘れていたのだろうかと、深い後悔に襲われると同時に部屋を訪ねてきた両親を恨めしく思った。

　――とにかく、どうにかしてごまかさなければ……！

　頭の中が未だにパニック状態だが、どうにか平静を装って恐る恐る口を開いた。

「えっと、実はそれ……友達のものなの……。うちに泊まりに来た時に忘れていっちゃって、返しに行こうと思ってたんだけど、なかなか都合がつかなくて……」

　あまりにも苦しい言い訳だが他に思いつかず、まゆりは引き攣った笑みを浮かべて言葉を紡いでいく。

　すると樹は小さくため息をついて軽く肩をすくめた。

「別に隠すことないだろう。アダルトグッズを使うのは、何も悪いことじゃないんだから」

「え……？」

　樹の口から思いも寄らぬ言葉が返ってきたので、今度はまゆりが面喰う番だった。

「私のこと……軽蔑してないの？」

「軽蔑？　どうして？」

「だって、アダルトグッズをバッグに入れていたら、それこそいやらしい女だと思うんじゃないかって……」

「それには何か事情があるんだろう？　そのことに関して詮索するつもりはないし、誰にも言ったりしない」

　どうやら樹は本当に、まゆりのバッグにバイブが入っていたことに関して、何とも思っていないらしい。

　予想外の展開に拍子抜けしつつも、変な目で見られずに済んで良かったと安堵する。

「ありがとう、細野君……。それと、そろそろ返してほしいんだけど……」

　軽蔑されなかったとはいえ、いつまでも異性の手の中にあるのは恥ずかしい。

　まゆりは返してもらおうと声をかけるが、樹は興味ありげにバイブを見つめていた。そればかりか、いつも淫芽に当てている部分を撫でては、「ここが気持ちよくさせているのか……」などとつぶやく有様である。

　その様子を見ているうちに、恥ずかしさは一気に頂点へと達していく。同時にバイブで感じている時の記憶が鮮明に蘇り、樹の目の前だというのに鋭敏な部分も熱を帯び始めた。

（嘘……やだ……。触れてもいないのに……何でこんなに反応してしまうの……？）

　まゆりが頬を赤らめて狼狽していると、樹が顔を上げて艶めいた眼差しを向けてくる。

　彼と目が合った瞬間、体の芯が熱くなり胸も激しく高鳴っていく。

「だけど、相手がおもちゃといえ許せないかな」

　樹はにこやかな笑みを浮かべつつも、刺をたっぷり含んだ口調でささやいてきた。

　――許せないとは一体、どういうことなのだろうか？

　そもそもなぜ樹が怒っているのか、まゆりには皆目見当がつかない。

「細野君、何で……そんなに怒ってるの？」

「別に怒ってなんかいないよ。嫉妬はしてるけどね」

　一体、何に嫉妬しているのか、ますますわからなくなっていく。

　まゆりが戸惑っていると、樹は笑顔のままゆっくり歩み寄ってくる。

　何だか妙な胸騒ぎがして、彼女はすぐさま立ち上がって後ずさるも、真後ろに設置されていた棚にぶつかってしまう。

　早く逃げなければとあたふたしているうちに、すぐ目の前まで樹がやって来て行く手を阻まれた。

　これで完全に逃げ道は断たれ、まゆりは不安に揺らいだ眼差しで樹を見上げた。

　樹は相変わらずの笑顔で、一体何を考えているのか全く読めない。

「これでどんな風に気持ちよくなっているのか、ちょっと見てみたいな」

　今まで聞いたことのない甘い声音で、彼は耳元でそっとささやいてきた。

　その声でまたしても体が熱くなり、酩酊したようにクラクラしてくる。

　だが、何よりも一番気になったのは、自分の感じる姿を見てみたいという樹の言葉である。

（細野君は一体、何を考えているの？）

　バイブを使っているのがバレたとはいえ、さすがに恥ずかしい姿まで見せるわけにはいかない。

　まゆりはすかさず拒否しようとするが、樹はこちらの意思などお構いなしにバイブのスイッチを入れて、デニムパンツの上から陰部に押し当ててきた。

「んッ――！」

　毎晩のように刺激しているせいか、布越しであっても気持ちよさは抜群で、力が抜けてその場にへたり込んでしまいそうになる。

　それでも樹に痴態を見せまいと、まゆりは声を押し殺して必死で堪えようとする。

　だが、抵抗する彼女をせせら笑うように、体は従順に反応し瞬く間に疼きを増していく。

「いつも当てているのはこの辺り？」

　樹は優しく問いかけながら、花芽のある辺りにバイブを移動させた。

「ん……あっ……！」

　その途端、甘い痺れが下肢全体を駆け抜けて、まゆりは快感に耐えられず喘いでしまう。

「あ……ぁ……」

　あえかな声を漏らして感じるまゆりの姿を、樹は喜色の眼差しで見つめてため息をついた。

「あ……」

　樹の視線を意識した瞬間、花唇全体に甘い痺れが駆け抜けて、全身もたちまち熱く火照っていく。

　その様子もしっかり見られているのだと思うと、余計に羞恥心が込み上げてきて鼓動がうるさいぐらいに響き渡った。

　何より今の自分が置かれている非現実的な状況が、まるでＴＬ作品の世界のようでますます興奮し下肢の中心が疼き始める。

　まゆりが頬を赤らめて目を潤ませていると、更に欲情を掻き立てられた樹が満面の笑みを見せる。

「何てかわいいんだ。俺も思わず興奮したよ」

　そう言って舌なめずりしたのち、樹は小さくて愛らしい唇にそっと口づけする。

「ん、ん……っ……」

　よもやこんな風にキスされる日が来るとは思わなかった。

　初めての口づけに困惑し、まゆりは頭の中が真っ白になる。

　なぜ樹が唐突にこのような行為に及んだのかは謎だが、それ以上に口づけされたことに対する嫌悪感を抱いていない自分が不思議でならない。

　そんなまゆりの疑問を打ち消すように、樹は優しくもじっくりと口腔を舐っていく。

「ふ……ぅ……ん……」

　それに伴ってまゆりの感度もすぐに上がり、バイブが当てられている部分がいつもより鋭敏に反応してしまう。

　樹に見られているせいもあるだろうが、足の間が早くも潤い始めており、それで余計に感じやすいというのもある。

（駄目……これ以上、感じたら……）

　ただでさえ密かな趣味がバレて恥ずかしい思いをしているのに、これ以上こんな痴態を晒し続けたくなどない。

　まゆりはわずかに残った理性で抗うが、淫靡な疼きは込み上げてくるばかりで、鋭敏になった花唇を容赦なく苛んでいく。

　その直後、樹はまるで狙っていたかのように、バイブをグリグリと動かしてくる。

「や……あ、あぁ……！　駄目……ッ……！」

　その動かし方が、自分で雌核を撫で回す時のものと同じで、まゆりは先程よりも悩ましげな嬌声を上げて腰を震わせた。

「へぇ、こういう動きが好きなんだ。じゃあ、これはどうかな？」

　樹は撫で回すように動かしながら、振動の強度を徐々に上げていく。

「ああぁッ！」

　普段は弱でも充分感じるので、強度を上げたことなどなかった。そのため、花芽を急に強く刺激された形となり、高圧電流のような絶頂感が背筋を駆け抜けた。

「んッ！　あぁッ！」

　それから程なくして、突き抜けるような快楽が込み上げてきて、まゆりは全身を小刻みに震わせて達した。

　それでも樹はバイブを止めようとせず、過敏になった秘部にぐいぐい押し当ててくる。

　達したばかりの体には刺激が強すぎて、下肢がわなわなと痙攣し立っているのも辛い。

「あっ、や……ぁ……！　細野……君、もう……止めて……」

　まゆりが上擦った声で懇願すると、樹はようやくバイブのスイッチを切ってくれた。

　その直後、彼は先程と同じく刺を含んだ声色で、「今のがそんなに気持ちよかった？」と耳打ちしてくる。

　返答に困ったまゆりは言葉に詰まり、おろおろと目を泳がせるしかなかった。

　心臓がバクバクと激しい音を立てている。その上、下肢の中心が未だにジンと熱く疼いている有様だ。

（私、一体どうしちゃったの……？）

　樹の前で痴態を晒して恥ずかしいのに、見られたことに快感を覚えている自分がいる。また、バイブを使ってここまで達したのも初めてだった。

　驚きと動揺から、まゆりがいつまでも黙り込んでいると、樹は不敵な笑みを向けてくる。

　元々かなりの美形だからか、その表情が何とも様になっており、まゆりは思わず見惚れてしまう。

「こんなおもちゃなんかより、俺の方がずっと君を気持ちよくさせられるよ。それに俺は、もっと新堂さんを悦ばせてあげたいんだ」

　絶対的な自信に満ちた樹の言葉に、まゆりの心と体はすぐさま反応した。

　――本当にバイブよりもずっと、気持ちよくしてもらえるのだろうか？

　その場面を想像した瞬間、自分でも驚くほど性欲に飢えているのだと思い知り、まゆりは顔から火が出そうになる。

　確かにここ最近は、愛用のバイブだけでは物足りなくなっていた。そのことも相まって、樹の言葉がとても魅力的な誘いに感じられ、更なる快感を求める自分がいるのに気付く。

　だが、こんなにも強い情欲に駆られるのは、今しがた樹に気持ちよく達かされたからかもしれない。

　一時的な欲望のためだけに、彼を利用するような真似をするのは気が引けた。

　ためらうまゆりに樹は優しく微笑みかけてくる。

「もちろん無理強いはしないよ。新堂さんが嫌だというなら、俺はこれ以上のことはしない。決めるのは君だ」

　こちらを試すような樹の言葉に、まゆりの心はますます揺れていく。

　そうしている間にも、下肢の疼きは治まるどころか強まり、淫らな願望も増す一方である。

　正直、この状態で家まで帰るのは辛い。仮に無事に帰れたとしても、このまま疼きが治まってくれるとは思えない。

　考えれば考えるほど、自分の方が気持ちよくさせられるという樹の言葉が、脳内で何度もこだまする。耳元でささやく声音も官能的で、まゆりは思わず彼に抱かれる場面を妄想してしまう。

　樹が艶めいた笑みを見せながら、淫靡な愛撫で気持ちよくしてくれる――考えただけで全身に甘い快感が駆け抜けて、込み上げてくる情欲も抑えられなくなる。

　これが他の男性なら、即座に断っているところである。相手が樹だから、こんなにも簡単に絆されてしまうに違いない。

（今夜だけならいいよね……？）

　悩んだ末にまゆりは、誘惑に負けて樹の申し出を受けることにした。

「……じゃあ、お願いしても……いい……？」

　異性に情欲を満たしてほしいと頼むなど、恥ずかしいことこの上ない。どこかに穴があればすぐにでも入りたかった。

　まゆりの返答を聞いた樹は、満面の笑みで甘くささやいてくる。

「君ならそう言うと思ったよ」

　こちらの内心を完全に見透かしていたような口調だ。まるで樹の思惑通りに事が運んでいる気がしてならない。

「気持ちよく昇天させてあげるからね」

　樹は屈託のない笑顔を浮かべて、まゆりに再び優しく口づけを落とした。

　

　

　会社を出た後、繁華街にあるラブホテルへ連れて来られた。

　甘い雰囲気を演出するためか、壁紙をはじめとする部屋の内装はピンク一色で、椅子やベッドもかわいらしいデザインのもので統一されている。

　ロマンチックではあるものの、経験のないまゆりには恥ずかしいことこの上ない。

（細野君は何ともないのかな？）

　その樹はというと、まゆりと入れ替わりでシャワーを浴びている最中である。

　とりあえずベッドの上で待っているが、その間も終始落ち着かない気分だった。

　――それにしても、今夜の彼は一体どうしてしまったのだろうか？

　まゆりの愛用しているバイブを見て嫉妬したかと思いきや、艶っぽい表情を見せて甘く誘惑してきた。あんな樹の姿、今まで一度も見たことがない。

　考えれば考えるほど、細野樹という人物のことがわからなくなる。

「お待たせ、新堂さん」

　ちょうどそこへ、風呂から上がった樹が声をかけてきて、まゆりはすかさず顔を上げた。

　今のまゆり同様、彼もバスローブを羽織っていた。襟ぐりから覗く胸板が色っぽくて、ついそこに目が行ってしまう。

　すると樹は艶めいた笑みを浮かべ、そっと頬を撫でてくる。

　その仕草にもときめいてしまい、触れられた場所がジンと熱くなった。

「その色っぽい眼差し、もしかして俺を誘っている？」

「まさか！　だって私、今まで恋愛なんてしたことないし、ましてやこんな風に男の人と触れ合ったことなんて――」

　まゆりが慌てて否定すると、樹はからかいめいた口調で「冗談だよ」と返す。

「もう、細野君の意地悪……」

「ごめんね。新堂さんがどういう反応をするか、ちょっと見てみたくて」

　樹は少しも悪びれる様子もなく、艶めいた笑みでじっとまゆりを見つめてくる。

　そんな魅惑的な表情を向けられると、からかわれたことへの不満はすっかり消え去り、代わりに陶酔に似たときめきを覚えてしまう。

「それにしても、普段はかわいらしい印象の方が強いのに、今の新堂さんはどういうわけかすごく色っぽく見えるよ」

「そんな大げさな……」

　突然、かわいらしいだの色っぽいだのと言われたものだから、まゆりはたちまち赤面する。

「大げさなんかじゃない、本当のことだよ。特に今の君は、かわいさの中に色気が含まれていて、見てるとすごくドキドキしてくる……」

　こんな風に、異性に容姿を褒められるのも初めてだ。まゆりはどう反応すればいいかわからず俯くが、樹にすぐさま顎を掴まれそのまま唇を重ねられた。

「ん……んっ……」

　わずかに開いた唇から舌が侵入し、じっくりと口の中を舐られていく。

　オフィスで交わしたものと違い、ＴＬ作品内の恋人同士が交わすような、淫靡さを孕んだ濃厚な口づけである。

　少し息苦しくて離れようとすると、すぐに唇をやんわりと甘噛みされ、逃がさないとばかりに口内を貪られた。

　時折、わざとリップ音を聞かせるように、樹は角度を変えて深く唇を重ねてくる。

「ふ……ぅ……ぅ……」

　柔らかい唇や濡れた舌の感触がはっきりと伝わり、それがますますまゆりの胸を高鳴らせる。

　髪を撫でていた手は徐々に下がり、バスローブの上から体のラインを撫でられた。その手つきがどことなくいやらしく、まゆりの欲情を掻き立てるのに充分だった。

　この先に進みたいと思う気持ちと、もう少し樹と口づけを交わしていたいという願望が、交互に押し寄せてくる。

　まゆりが夢中でキスを味わっていると、触れ合っていた唇が静かに離れていった。

　それがとても名残惜しく、たまらず縋るような目で樹を見つめてしまう。

　すると彼は幼子をあやすように、まゆりの頭をぽんぽんと軽く撫でる。

「そんな寂しそうな顔しないで。約束通り、今から気持ちよく昇天させてあげるから」

「うん。でも、さっきも言ったように私、こういうことは本当に初めてだから……」

　触れてほしいという気持ちは本当だが、それでも未経験のことなので不安はたくさんある。それに、膨らんだこの胸を見た樹から、気持ち悪いと思われやしないかと怖くなってくる。

　まゆりの不安が表情に出ていたのか、樹は安心させるように柔和に微笑んだ。

「ちゃんと優しくリードするから安心して」

「細野君……」

　こんな時でも気遣いを見せてくれる樹に、まゆりは知らず知らずのうちに惹かれていく。

　日頃から彼の優しい姿を見ているからこそ、安心して任せられると確信できたのだと思う。

「それじゃあ、始めるね。嫌だったら我慢しないですぐに言うんだよ」

「うん……」

　まゆりがうなずくのを確認すると、樹はついばむような口づけをしてベッドへ押し倒す。

　それから彼は紐をほどいて、ゆっくりとバスローブを脱がせていった。

　あんなにも抱かれるのを期待していたのに、いざ肌を見せるとなると緊張が高まる。

　樹の指示で、バスローブの下は何も身につけていなかった。そのため、乳房や淡い茂みに覆われた恥部がすぐさま露わになり、羞恥心がどっと押し寄せてくる。

　まゆりは慌てて胸元を隠そうとするも、樹によってすぐに阻止されてしまった。

「どうして隠そうとするの？」

「だって、胸だけこんなに大きいなんて、みっともないし恥ずかしいよ……」

「みっともなくなんかない、とても綺麗じゃないか」

　樹は乳房にそっと手を置くと、愛でるように優しく撫で回した。

「あ……」

　触れられた瞬間、恥ずかしさとは別の何かが込み上げてきて、胸の奥がジンと熱くなる。

　ずっといやらしい目で見られてきた胸を、こんな風に綺麗だと褒められたのは初めてだった。だからすぐには信じられず、まゆりは驚いてしばしの間目を瞠っていた。

「本当に……綺麗だって思ってくれてる……？」

　優しい樹のことだから、まゆりを傷つけまいと気遣ってくれているだけかもしれない。

　不安げな面持ちで尋ねてみると、彼はふわりと微笑みかけてくる。

「ああ、本当に思っているよ。君の胸は誰より綺麗だし素敵だ。だからもう二度と、みっともないだなんて卑下しないで」

　樹は優しく告げたのち、大きさや柔らかさを堪能するように、じっくりと乳房を揉みしだいてきた。

「あ……ん……」

　まだ羞恥心は残っていたものの、ずっとコンプレックスに思っていた膨らみを、樹に優しく愛撫されて嬉しい気持ちもあった。

　それだけでなく、こうして触れられると悦びに似た感情も湧いてきて、体が少しずつ甘い陶酔に満たされていくのがわかる。

「新堂さんの胸、柔らかくてとっても気持ちいい。まるで大きなマシュマロに触れているみたい」

　たわわな膨らみの感触が気に入ったようで、樹は何度もやわやわと揉んでは深い谷間に顔を埋める。

「あ……あぁ……」

　更に頬ずりまでされたことで体は熱く疼き、まゆりはたまらずあえかな声を上げてしまう。

「他の男に見せる前で、本当に良かったよ」

　手に収まりきらないほどの豊満な胸を捏ね回しながら、樹はごく低い声で独り言をつぶやいた。

「え？」

　一体どういう意味なのだろうかと、まゆりは怪訝に思って首を傾げる。

　しかし、樹はにこやかな笑顔を見せるだけで、何も答えてくれなかった。

　乳房を揉む手つきは次第に淫靡なものになり、更には指の間に乳首を挟まれて一緒にコリコリと刺激された。

「あぁ……」

　胸の先端から腰の辺りにかけて、ジンとした甘い痺れが走り、まゆりはたまらずあえかな声を漏らす。

　まゆりから素直な反応が返ってきたことで、樹は嬉々とした様子で目を輝かせていた。

「今の新堂さんの声、すごくかわいかった。もっと聞かせて」

「あぁん」

　柔らかい乳首を指の腹で転がされ、まゆりは小さく仰け反って鼻に抜けるような甘い声を上げる。

　樹は興奮した様子で軽く息を弾ませながら、膨らみ始めた薄紅色の尖端を弄り続けた。

「あ、あ……ぅ……」

　乳頭をそっと撫でられているだけなのに、ものすごく気持ちよくてたまらない。

「はぁ……」

　まゆりが頬を上気させて感嘆のため息をつくと、彼は陶然とした眼差しで見下ろしてくる。

　悦がる姿を見られて恥ずかしい一方で、その視線すらも徐々に快楽に思えて乳首もますます感じやすくなっていった。

「新堂さんのかわいい乳首、いやらしい形になったね」

　樹はからかうように、硬くしこった乳嘴を指先で軽く弾いた。

「ああッ……！」

　甘い刺激が電流のように駆け抜けて、まゆりは豊満な胸を揺らして淫らに喘ぐ。

　乳首を弄られるだけで、ここまで快感を得られるとは思わなかった。もっとしてほしいと、はしたない欲望を口に出してしまいそうになる。

「君の色っぽい姿をもっと見せて」

　樹は尖り切った乳首を摘んでは、引っ張ったり擦ったりしていく。

「ひ、あぁぁッ！」

　まゆりは一際甲高い声を上げて顎を仰け反らせた。

　指戯が激しくなるにつれて、乳首もますます過敏になっていた。オフィスで布越しに責められた秘芯も、微かに脈打っているのが伝わってくる。

（私の体、こんなにも感じやすくなっていたなんて……）

　まゆりが陶然となっていると、樹は淫靡な熱を孕んだ視線を向けてきた。

「すごく美味しそう……」

　紅色に熟した乳首を凝視したまま、彼は自身の唇をぺろりと舐める。

　官能的なその仕草に、まゆりは強く惹きつけられ目が離せなくなる。

　それから樹は間髪を入れずに、膨らんだ乳頭に口づけて優しく吸い立てていった。

「あ……ンッ！」

　指先でたっぷり弄られたせいか、軽く吸われるだけで感じてしまい、まゆりは喜悦の声を上げて何度も身悶える。

　口での愛撫もたまらなく快感で、下肢の中心がますます熱く疼くのがわかった。

　その後もちゅぱちゅぱと音を立てて吸われては、濡れた舌先で丹念に舐られていく。

「ひゃ……ぅ！」

　乳輪を這う舌の感触がくすぐったく、まゆりはたまらず悲鳴を上げて身を捩る。

　その一方で、背筋がゾクゾクするような快楽を覚え、同時に下肢の疼きも増していった。

　最初は優しく舐める程度だったが、徐々に淫らで大胆なものへと変化して、しゃぶるように執拗に吸われた。

「あぁぁッ！」

　まゆりは更に仰け反りを強めては、頬を上気させて快感に喘ぐ。

　彼女の喜悦の声を聞いて、樹はすっかり気持ちが高揚したようで、もう片方の乳房にも手を伸ばして尖端を再び弄る。

「あ、ああ～ぅ」

　指と舌で二つの乳頭を責め立てられ、まゆりはくぐもった甘い声を出して何度も身悶えた。

（もう、これだけでイッちゃいそう……）

　その証拠に、秘められた部分が先程よりも濡れており、淫靡な熱を帯びているのが伝わってくる。

　――早く下も触れられたい。

　だが、まゆりを焦らそうとしているのか、樹はなかなか淫処に手を伸ばそうとせず、ひたすら乳首を愛撫していた。

　優しい人かと思いきや、こうして意地悪な一面も見せられて、まゆりはやきもきする。その一方で、それも樹の魅力の一つに感じられて、ますます胸がときめいてしまう。

　初めて抱く感情に当惑しつつも、まゆりは絶え間なく訪れる快感に溺れていく。

　濡れた舌先で何度も舐られるうちに、下肢の中心の疼きが増して熱い塊がせり上がる予感がした。

「ン……あぁ……ッ！」

　乳首を甘噛みされたところで、彼女は切なく喘いで何度も身震いした。その動きに伴って乳房もふるふると揺れる。

　息を弾ませながらリネンに身を沈ませていると、樹が顔を上げて嬉々とした笑みを見せた。

「あれ？　そんなに激しくしたつもりはないんだけど、もしかしておっぱいだけでイケた？」

　あまりにも赤裸々な問いかけに、まゆりは恥ずかしさのあまり絶句する。

　――一体、彼はどこまで意地が悪いのだろうか？

　この上ない恥辱に耐えかねていると、樹は艶めいた眼差しを向けてクスッと笑う。

「まあ、言わなくても俺にはわかるよ。新堂さんがしっかり感じてくれてたってこと」

　樹はまゆりの胸元に軽くキスすると、太腿を抱えて両足を開かせようとする。

「や……っ」

　しっかり濡れているであろう秘部を見せるのが怖くて、まゆりはたまらず足の間を強く合わせて拒んだ。

「そんなに怖がらないで。こっちもちゃんと気持ちよくしてあげるから」

「で、でも――」

　愛蜜にまみれた花唇を見たら、さすがの樹でも引いてしまうかもしれない。想像するだけで胸が締めつけられ、この先へ進むのが怖かった。

　震えるまゆりに樹は優しく笑いかけ、髪をそっと撫でてくれた。

「新堂さんのここがどんな状態になっていても、俺は絶対に軽蔑したりしない。だから俺を信じて」

　どういうわけか、こうして樹の心地良い声を聞くだけで、不思議と彼を信じようという気持ちになる。

　まゆりは恥じらいながらも、足の力を抜いて秘唇を見せる決意をする。

「ありがとう、俺を信じてくれて」

　樹はそっと耳打ちしたのち、まゆりの秘められた花園を露わにした。

　彼の眼前に晒された瞬間、全身の火照りが一気に上昇していった。同時に秘唇が物欲しげに疼き、胸の奥も妖しくざわめく。

「俺の愛撫でたくさん感じてくれたんだね」

　樹はうっとりとした眼差しで、濡れた陰唇をじっと眺めた。

　あまりにも熱心に見つめられ、まゆりはひどく落ち着かなくていたたまれなくなる。

「細野君、あんまりじっと……見つめられると、すごく恥ずかしいんだけど……」

「そう言われると、余計に見つめたくなっちゃうよ」

　樹は意地悪く告げると、指先で割れ目をなぞっていった。

「あぁぁ――っ」

　触れられた瞬間、全身に強い快感が駆け抜けて、恥裂がビクビクと嬉しそうに戦慄いた。

　まゆりの反応を愉しむように、樹は何度も指を滑らせて蜜口を弄っていく。

「あぁん！」

　続いて上端にある敏感な突起も触れられ、まゆりは甲高い嬌声を上げて下肢を大きく引き攣らせた。

　普段、バイブで弄っている時よりも刺激が強い。よもや一撫でされただけで、こんなにも鋭敏に感じるとは思わなかった。

「クリトリスって、ぷっくり膨らんでいてかわいいね。もしかして、あのおもちゃで感じたせいでこうなったの？」

　樹は悪戯っぽくささやくと、指先で淫芽をクリクリと捏ね回していく。

「あ、あぁ……んんっ……」

　まゆりは悩ましげに喘ぎながら身悶えた。

　恥ずかしい言葉を告げられたせいか、一段と感度が上がったような気がする。

　巧みな指戯に感じ入っていると、蜜口に指を挿入されて中を掻き乱された。

「あっ……！　はぁっ……駄目、そんなに――」

　まゆりは嫌々とかぶりを振って、淫靡な愛撫から逃れようとする。

「ここをこんなに濡らしておいて、駄目なわけないじゃない。その証拠に、かわいいクリトリスも嬉しそうにヒクヒクしてるよ」

「ひゃぁあんっ！」

　樹に鋭敏な部分を容赦なくなぶられ、ひときわ強い快感が全身を駆け抜けていく。

　彼の長い指が動くたびに、蜜唇から新たな滴りが溢れてくる。肉芽も充血して膨らみを増し、その身を小刻みに震わせていた。

　樹は恍惚の微笑みを浮かべて、悦に入った様子で雌芯を責め立てていった。

「あっ、あっ、あぁぁ！」

　まゆりの嬌声は一段と甲高くなり、体の仰け反りもより大きくなる。同じように下肢の中心も疼きを増して、淫蜜を止め処なく溢れさせた。

　まるで全身が性感帯と化したようで、ほんのわずかな刺激で達してしまいそうになる。

「ねえ、新堂さん。俺に愛撫されるのとあのおもちゃに弄られるの、どっちが気持ちいい？」

　樹は淫靡な指戯を繰り返しながら、またしてもこちらが恥ずかしくなるような質問を投げかけてきた。

「わ、私の答えを……聞かなくても、細野君には……わかるんでしょう……？」

　翻弄されっぱなしなのも癪なので、まゆりは意地を張って拗ねた口調で言葉を返す。

　すると樹は嗜虐心を滲ませて、雌核を激しくなぶってくる。

「あぁ、いやぁ……ン……ッ！」

「君の口からぜひ聞きたいんだ。教えてくれたら約束通り、気持ちよく昇天させてあげるから」

　官能的な声音でささやかれた刹那、甘い陶酔に似たときめきが生じ淫靡な期待を抱いてしまう。

「ほ、細野君に……してもらう方が……気持ちいい……」

　こうして言葉にするのは恥ずかしいが、樹の甘美な誘惑には抗えずまゆりは上擦った声でそう答えた。

　まゆりの返答に満足したようで、樹は至極嬉しそうな笑顔を見せた。

「そう言ってもらえて嬉しいよ」

　それから彼は、可憐な尖りを熱心に擦りつけては、膣道を拡げるように優しくほぐしていく。

「あっ……ああッ……！」

　熟れた花唇は更に疼きを増し、愛蜜が決壊したように次々と溢れてくる。

　まゆりは何度も身悶えては、悩ましげに喘いで頬を上気させていた。

「新堂さんが感じている姿、すごく色っぽくてそそられるよ」

　快楽に溺れるまゆりを見て、樹は劣情を掻き立てられたようで、指戯が一段と激しさを増していった。

「やぁぁッ！　そんなに……されたら、壊れちゃう……！」

　まゆりは体を大きく揺さぶらせて絶叫を上げる。

　初めての情交でこんなにも苛烈になぶられたら、絶頂に達するどころか体が持たなくなりそうだ。

　だが、樹は愛撫をやめようとせず、まゆりが感じる部分を容赦なく弄り続ける。

「はぁぁぁん！」

　性器全体が熱く火照っている。蜜腔はビクビクと戦慄いており、雌核も膨らんで淫らに脈動していた。

　堰を切ったように快感が突き上げてきて、今にも昇天してしまいそうである。

　不意に、樹が息を弾ませながら、あえかな声でつぶやく。

「あぁ、ヤバイな……」

　樹の言葉を耳にした瞬間、まゆりは思わず彼の股間に目を向ける。

　バスローブの上からでも、その部分が盛り上がっているのがはっきりわかった。

　――まだ見ぬ男の象徴は、一体どんな形になっているのだろうか？

　ふしだらな妄想を巡らせていると、樹は不意に嗜虐的な笑みを浮かべた。

「こんな時にいやらしい目で見られたら、ますます抑えが効かなくなるじゃないか……」

　その直後、彼は抽送に似た動きで淫襞を掻き乱し、肉芽も指の腹でせわしなく転がしていく。

「あっ、あぁ――ッ！　駄目……！　もう、イッちゃう……！」

　まゆりは全身をわなわなと震わせて、憚りのないことを口走る。

「それじゃあ、好きなだけイっていいよ」

　嗜虐心に満ちた声音で告げたのち、樹はまゆりを絶頂へ導くようになぶっていく。

「ひ、あぁぁぁ！」

　官能のうねりが一気に押し寄せてきて、全身を突き抜けるような甘い痺れが奔る。

　今までにないぐらい、花唇全体がヒクヒクと戦慄いている。その上、大量の愛蜜にまみれているせいで、淫靡な輝きを放っているように見えた。

　しとどに濡れた秘花を見て、樹は感嘆のため息をついた。

「すっかりトロトロになったね」

　彼は嬉しそうに声を弾ませながら、クチュクチュと音を立てるように中を撹拌する。

「は、あぁぁ……！」

　淫猥な水音によって、まゆりの劣情はますます掻き立てられ、鋭敏な部分の感度もより一層上がっていった。

「クリトリスも快感を覚えたら、こんなに膨らむんだ」

　樹は興味深げにつぶやくと、膨らみを増した淫芽を強く押して擦り立てていく。

「あぁぁんッ！」

　その直後、まゆりは下肢を大きく引き攣らせて、膣口から官能の滴りをどっと噴き出した。

　絶頂に達して惚けるまゆりを、樹は愛しげに見下ろしていた。

「見惚れるほど、すごく綺麗だったよ」

　優しくささやいてキスしたのち、彼はすっかり熟れた蜜洞からそっと指を引き抜く。その際、未だに脈打つ雌核を軽く一撫でする。

「ああッ！」

　達したばかりの体には刺激が強すぎて、まゆりは再び体を仰け反らせて喘いだ。

「もう、不意打ちみたいなこと……しないでよ……」

「ごめん、かわいいからつい触りたくなっちゃって」

　樹は悪戯っぽく笑いながら、指に付着した淫蜜を舐めとっていく。

　自身の体液を、何のためらいもなく舐めるものだから、まゆりは恥ずかしさのあまり正視できなくなる。

「どうしたの？　そんなに顔を赤くして」

　まゆりをからかっているのか、あるいは本当にわかっていないのか、樹は首を傾げて問いかけてくる。

「ううん、何でもないの……」

「ふうん、そう」

　樹は疑っている様子だったが、それ以上のことは追及せず自身のバスローブを脱ぎ捨てた。

「あ……」

　水泳で鍛えられた体は、細身ながらも筋肉が程よくついている。

　まゆりは均整の取れた裸体に見惚れるが、中でも最も目が釘付けになったのは股間の印である。

　下肢の中心にある男の象徴は、その雄姿を見せつけるように猛々しく屹立していた。

　立派にそり勃った硬茎を見た瞬間、まゆりの下腹部が再び熱く疼く。

　彼女の淫靡な眼差しに気付いた樹は、何かを思いついたように悪戯っぽく微笑んだ。

「新堂さんの感じる姿にそそられて、こんなに勃っちゃったんだ」

　彼は自身の肉棒をそっと掴み、まゆりの目の前で軽くさすってみせる。

　小刻みに震える雄茎を見て、まゆりは頬を赤らめると同時に欲情を煽られた。

　恥じらう彼女に樹はそっと耳打ちしてくる。

「これが欲しい？」

　樹の言うこれとは、隆起した男根を指しているのだとわかる。

　まゆりが再び屹立したものに目を向けると、子宮の奥が熱を帯びて疼きが増した。まるで体が樹を望んでいるかのようだ。

（でも、恋人同士でもないのに……欲望に任せて体をつなげてしまっていいのかな……？）

　自ら気持ちよくなりたいと望んだ筈なのに、今更ながらこの先へ進むことに対して背徳感を抱き、まゆりは理性と欲望の間で葛藤する。

「もちろん、無理しなくていいよ。新堂さんがここまでにしたいのなら、俺は大人しく引き下がるから」

　本当はすぐに達したいのだろうが、樹は決して自身の情欲に流されようとせず、あくまでもまゆりの意思を尊重してくれた。

（でも、細野君がこのまま抱いてくれるなら……）

　ずっとＴＬ作品やバイブで性欲を満たしていたが、樹に快感を与えられた今は最後まで抱かれたいという気持ちが芽生えていた。

　――ただ自分の欲望を満たしたいためだけに、簡単に処女を捨てていいのだろうか？

　だが、オフィスでの甘い誘惑で樹に心を絆された今、素直に欲求に従って体をつなげたいと思う自分もいた。

　そうやって考えれば考えるほど、彼に最後まで抱かれたいという気持ちが強まってくる。

　理性と欲求の狭間で心が揺れる中、まゆりは意を決して自身の望みを口にする。

「……最後まで、細野君に……してほしい……」

　まゆりの返事を聞いた樹は、心の底から安堵した様子で微笑んだ。

「こんなこと、俺以外の奴には絶対にお願いしたら駄目だよ」

　彼は柔らかくも強い口調でささやくと、先程立ち寄ったコンビニで買った避妊具を装着する。

　硬い切っ先が膣口に触れた瞬間、下肢がわずかに引き攣ると同時に緊張が走る。

　まゆりが不安げな面持ちになっていると、樹は穏やかな眼差しで見つめてきた。

「怖い？」

「ちょっとだけ……」

「大丈夫、できるだけ痛くないようにするから」

「うん……」

　色々と不安はあったものの、まゆりは樹を全面的に信じてうなずく。

「それじゃあ、挿れるよ」

　樹はまゆりをそっと抱き寄せると、自身の昂りをゆっくり押し進めていった。

　いよいよ彼と一つになるのだと、期待と緊張が同時に込み上げてくる。

「ン……あぁッ……！」

　最初は樹を心配かけまいと、できるだけ声を上げないように努めた。しかし、初めて入ってくる雄肉の圧迫感に耐えられず、まゆりは苦悶の声で喘いでしまう。

　すると樹は一旦挿入をやめて、まゆりの背中を撫でさすってくれる。

「辛いならやめようか？」

　まゆりをからかってきた時とは違い、彼は顔を覗き込んで優しく問いかけてくる。

「私なら……平気……。だから、このまま……続けて……」

「わかった。でも、本当に無理だったら言うんだよ」

　樹はまゆりの額に口づけしたのち、彼女を気遣うように隘路を拡げていく。

「あ……ぅ……」

　一旦は和らいだ圧迫感が、再び襲いかかってくる。

　長く太いものによって、中をめいっぱい拡げられる感覚に、体が悲鳴を上げていた。

　痛みと衝撃に涙が込み上げてくるが、まゆりは必死に耐えようと樹の体に強くしがみつく。

「新堂さん、大丈夫？」

「ん……ッ、何とか……」

　その一言を答えるので精一杯だった。

　まゆりが荒い呼吸を繰り返していると、樹は慰めるような手つきで何度も髪を撫でては、口づけの雨を降らせていく。

　その後も少し進めては止まり、また進めては止めるを繰り返された。

　その動きで、樹が自分を気遣ってくれているのがわかり、まゆりは嬉しさから一筋の涙をこぼす。

「もしかして、まだ痛い？」

　まゆりが苦痛から泣いていると思ったようで、樹は不安げな面持ちで問いかけてくる。

「ううん、違うの。細野君が私のこと、気遣ってくれているのが……嬉しくて……」

「そんなの当たり前だろう」

　樹は溢れる涙を拭うように、眦にも優しい口づけを落としていった。

　獰猛な屹立が更に奥へと侵入してくる。その熱さや硬さを感じた瞬間、淫襞はビクビクと慄いた。

「は……ぁ……、は……ぁ……」

　胸を上下させて荒い呼吸を繰り返していると、樹が包み込むようにまゆりを抱き留めてくれる。

「まだ痛みはある？」

「ううん、もう……大丈夫……」

　下腹部の圧迫感は相変わらず続いていたが、それ以上に脈動する男根の感覚でいっぱいだった。

　こうして樹を感じるだけで淫靡な疼きが込み上げてきて、膣壁までもが早く感じたいとばかりに蠢いている。

「新堂さんの中……ものすごく熱くうねっている。俺のこと、そんなに待ち侘びていたんだ？」

「もう……そうやってからかうの、やめてよ……」

　つい先程までの優しさが嘘のように、樹から意地悪な言葉をささやかれ、まゆりは頬を赤らめてたまらず彼の胸板を叩いた。

「恥ずかしがることないだろう。俺は君とこうして、一つになることができて嬉しいんだから」

　冗談とも本気ともつかないことを、樹は魅惑的な笑顔でさらりと言ってのける。

　しかしこれもまた、樹なりの気遣いなのだろう。こうして冗談めいたことを言うことで、こちらの不安を拭おうとしてくれているに違いない。

　そのさり気ない優しさが、まゆりの胸に沁みてジンと熱くなる。

　それから樹は表情を変えないまま、「そろそろ動くね」と告げて優しく抽送を開始する。

「あ……ん……」

　最奥を雁首で擦られた刹那、下腹部全体に甘い衝撃が奔り、同時に媚肉がヒクヒクと蠢いた。

　樹は一旦ゆっくり引き抜くと、再び子宮口を優しく突いてくる。

　こうして時間をかけて、自身の体に慣れさせようとしてくれているのが伝わり、まゆりはまた嬉しくなって胸をときめかせる。

　しばらくゆるゆると律動を繰り返したのち、樹は少しずつ腰の動きを速めていった。

「あ、あ、あぁん……！」

　熱い切っ先が奥に当たるたびに快感が生じ、まゆりは嬌声を上げて激しく身悶える。

　その動きに合わせて乳房も大きく揺れ、樹の欲望を掻き立てたことに彼女は気付かない。

「は、あ……ぁ……細野……君……」

　まゆりは樹を求めるように、煽情的な声音で彼の名前を呼ぶ。

「あぁ、もう……。今の君は……ただでさえ色っぽいのに……。そんな艶めいた声で誘われたら、ますますそそられるじゃないか……」

　樹は喘ぎ混じりの声でつぶやきつつも、欲情を懸命に抑えて自身の猛りを膣襞に擦りつけていった。

「あ……あ……」

　焦らすようなその動きがもどかしくも気持ちよく、まゆりは何度も下肢全体を戦慄かせる。

　性器同士がぶつかり、粘着質な水音が響き渡る。そこへ彼女の艶めいた嬌声が混じり、部屋は更に淫靡な雰囲気で満たされていく。

　まゆりは樹を更に求めるように、自らもたどたどしく腰を動かした。

　彼は雁首まで引き抜いたのち、まゆりの欲求に応えるように獰猛に穿ってくる。

「ひゃああぁっ！」

　灼熱の楔で何度も奥を突かれ、そのたびに全身に甘い快感と悦びが生じる。

　熟れた媚肉は歓喜に震えてヒクつき、結合部から愛蜜を滴らせながら雄肉を締めつけた。

「ああ……。俺のもの、こんなに締めつけて……」

　かなり余裕がなくなっているのか、樹の声色は切羽詰まっている様子だった。

　やや掠れた声音も官能的で、まゆりはうっとりと聞き入ってしまう。

　すると樹はなぜか困ったように苦笑いを浮かべる。

「全く、連続で俺を煽ってくるなんて、君はいけない子だ……」

　樹は雁首を擦りつけながら、たわわな実りを再び揉みしだいていった。

「あぁぁんッ、いやぁ……！　そんなにたくさん……しないで……！」

　まゆりは憚りのない声を上げて身を捩るが、それが却って樹を煽る形となってしまう。

「そんなかわいい声でしないでと言われたら、余計にしたくなっちゃうんだけど」

　樹は乳房をやわやわと揉みほぐす傍ら、ツンと上を向いた乳首も指先で弄っていく。

「あっ、ああっ！」

　まゆりは喉を仰け反らせては、絶え間なくガクガクと身震いした。

　乳頭を刺激されたことで、媚肉はより熱くうねって淫靡に疼いている。

　微弱電流のような快感が、全身を絶え間なく駆け抜けていく。今にも昇天してしまいそうな勢いだ。

「もしかして、もうイキそう？」

　樹の問いかけに、まゆりはビクンと体を跳ねさせる。

　――一体、なぜこちらの考えが読めたのだろうか？

　まゆりが首を傾げていると、樹は可笑しそうにクスクスと笑った。

「何でわかったのって顔してるけど、君ってすごくわかりやすいんだよ」

　彼はからかいめいた口調で告げると、まゆりを絶頂に導くように容赦なく突き上げてくる。

「あぁぁん！」

　灼けつくような熱い切っ先を子宮口に押し当てられ、膣壁がビクビクと戦慄いて雄茎をきつく締めつける。剛直も隘路の中で更にそそり勃ち、硬く漲って張り詰めていた。

「一緒に気持ちよく果てよう」

　樹は熱っぽい息を吐いたのち、自身を最奥に擦り付けた状態でぐいぐいと腰を押し進めた。

「あぁぁぁッ！」

　まゆりの嬌声は一段と甲高くなり、下肢を大きく引き攣らせて媚肉を引き締める。

「く……うっ……」

　続いて樹も小さく呻いたのち、欲望の猛りを大きく脈打たせて絶頂に果てた。

　薄膜越しに彼が射精するのを感じながら、まゆりは恍惚の表情で熱いため息をつく。

　飛沫が全て吐き出された後も、媚肉は物欲しげに収縮を繰り返していた。

　樹は呼吸を整えたのち、隘路から雄茎をゆっくり引き抜いていく。

　膣洞が空になった途端、寂しさに似た感情が込み上げてきて、まゆりは切なげに眉を下げる。

　初めて知った甘く蕩けるような官能の愉悦――それをもっとこの身と心に刻まれたかった。

　しかし、恋人でもない相手にそんな図々しいお願いができるほど、まゆりも厚顔無恥ではない。

（でも、あんなに気持ちいいなら、もっと続けたい……）

　先程の愛撫や抽送を思い出しただけで、体の奥に燻る官能の余韻が呼び覚まされ、下腹部が再び疼き始める。

　処女を失ったばかりで何て淫らなのだろうかと、まゆりは羞恥心から顔を赤らめた。

　こちらの考えを読み取ったのか、樹は髪を撫でてはふんわりと微笑んでくる。

「もっと続けたいんだね？　俺も同じだからその気持ちわかるよ。だけど、新堂さんにこれ以上の無理はさせたくないから、今夜はここまでにするよ」

　樹は優しい声音でそうささやくと、愛らしい唇に柔らかいキスを落とす。

　彼の唇が触れた刹那、まゆりの胸はときめきや幸福感で満ちていく。

（何だろう、この感じ……）

　初めて抱く感情の正体が何なのか、この時のまゆりにはまだわからなかった。

　

　

　日付が変わる時間帯になっても、樹はすっかり神経が冴えてしまい眠ることができなかった。

　ようやくまゆりに触れることができた上に、今まで知らなかった彼女の様々な姿を見られたのだ。嬉し過ぎて眠れる筈がない。

　すやすやと熟睡するまゆりを見ながら、樹は今夜の出来事を振り返る。

　持っていたバイブを目にした瞬間、すかさずまゆりが快楽に溺れる姿を妄想した。同時にそのバイブに対して嫉妬心まで抱いてしまった。

　自分が彼女を感じさせたいという思いから、「こんなおもちゃなんかより、俺の方がずっと君を気持ちよくさせられる」などと宣言した。

　樹も情交は初めてだったので、きちんとまゆりを感じさせてあげられるか不安だったが、予想以上にたくさん達かせることができた。

　抱いている時のまゆりは、今まで見たことないほど色気に満ちており、何度か思いがけず達してしまいそうになった。

　彼女の艶気を帯びた姿を思い出しただけで、下肢の中心が熱くなって男根がビクンと半勃ちになる。

（どんだけ飢えてるんだよ、俺……）

　達したばかりでみっともなく勃たせてしまい、樹は呆れて苦笑いを浮かべる。

　――こんな痴態を見せるわけにはいかない。

　つまらない意地かもしれないが、まゆりの前ではできるだけかっこいい男でありたかった。

　樹はベッドからそっと抜け出すと、浴室に駆け込んで自身の昂りに左手を宛がう。その際、まゆりの煽情的な姿を脳裏に浮かべて扱くのを忘れなかった。

「は……あぁ……」

　妄想のおかげか雄茎はみるみるうちに隆起し、鈴口から透明な先走りを滴らせていた。

　更に硬くそそり勃つにつれて、樹は自身の手をまゆりに見立てて自慰行為を続ける。

「まゆり、もっと……して……」

　樹はため息と共に喘ぎ混じりの声を漏らす。

　自慰行為をする際はいつも、名字ではなく名前の方で呼んでしまう。

　部屋で寝ている本人に聞こえたらまずいと思うのに、樹にはもう抑えることができなかった。

　肉竿を撫でさすりながら、膨れ上がった亀頭にも触れていく。

　手の中の雄肉は、一段と大きさを増して身震いする。先端もヒクヒクと小刻みに蠢きながら、次々と先走りを溢れさせていった。

　――自慰行為に耽っている姿を見たら、彼女はどんな反応を示すだろうか？

　まゆりはバイブを使っている自分を軽蔑しないのかと尋ねてきたが、それは樹も同じである。

　バイブで気持ちよくなっているのを見て嫉妬したが、樹も家ではこっそり乳房を模したアダルトグッズで性欲を満たしていた。しかもそれをまゆりの胸に見立てては、揉んだり乳首を吸ったり、挙句は自身の男根を挟んで擦りつけたりしている。

　今夜、まゆりの見事な巨乳に触れられた時は、思わず感嘆の声を上げた。同時に、彼女に最初に触れた男が自分で良かったと、心の底から安堵した。

　あれほどの極上の柔らかさだ。あの魅惑的な深い谷間に包まれたら、気持ちよさのあまりあっという間に達してしまうに違いない。

　豊乳にぱふぱふと揉まれる場面を妄想しただけで、快感が下肢の中心にどっと押し寄せて全身が総毛立つ。

　樹は切羽詰まった様子で、せわしなく手を動かして扱いていった。

　熱く滾った肉茎は赤黒く怒張し、幹の部分には青筋が浮き上がっている。

　今にも射精しそうな強い快感に襲われながら、樹は剛直を握る左手に力を入れて擦りつけていく。

　部屋で眠るまゆりに気付かれるかもしれない状況の中、樹は手を止めることなく猛ったものを刺激した。

「あぁ……まゆり、まゆり……」

　求めるように彼女の名前を繰り返しつぶやく。

　その刹那、下腹部に熱が一気に集中するのを感じた。射精の前触れである。

「く……うぅ……！」

　一際強い快感がせり上がってきたところで、樹は腰を痙攣させて欲望を解放する。

　猛った男根は大きく身震いし、熱い白濁を大量に迸らせた。

　樹は官能の余韻に浸る一方で、自身の性欲の強さに呆れてしまう。

（一晩で三回もイクなんて……）

　実を言うと、情交を始める前にも浴室で一回抜いていた。まゆりに気付かれないように努めていたが、バイブで達した彼女を見て不覚にも勃たせてしまったのだ。

（木暮さんの言っていた通り、俺は完全にまゆりに首ったけだな……）

　それから樹は抜いたことがバレないよう、飛び散った精液をシャワーでしっかり流し、呼吸を整えてから寝室へ戻る。

　そっとベッドへ入ろうとすると、まゆりが毛布の中でモゾモゾと動いて起き出した。

「細野君、どうしたの？　眠れないの？」

　眠たげな声で尋ねてくる姿もかわいくて、樹は思わず抱きしめたくなる。

　だが、そんなことをすれば襲ってしまいそうな気がして、まゆりに触れたい衝動をグッと堪えて何でもない風を装う。

「いや、大丈夫だよ。もう寝るから」

「そう、お休みなさい……」

　短く告げたのち、まゆりは再び眠りに落ちた。

　無防備な姿を晒すまゆりを見て、樹はますます彼女に対する独占欲を強めていく。

　――まゆりの美しく淫らな姿は、自分だけが知っていればいい。他の誰にも見せるものか。

　たとえ世界中の男を敵に回しても構わない。まゆりの全てを自分のものにしてみせる。

　欲望が再び鎌首をもたげるのを感じつつも、樹はそれを無視して目を閉じるがなかなか寝付けなかった。






第二章　〜切ない恋心〜








　その後もまゆりと樹の秘密の戯れは続いていた。

　まゆり自身は当初、一夜限りの関係になるものだと考えていた。

　樹とはただの同僚だからというのもあったが、一番の理由はこれ以上彼を利用したくなかったからである。

　ところが初めて体を重ねた晩の翌朝、樹の方から秘密の戯れを続けようと持ちかけられた。

「新堂さんが望むなら、これからも心身共に満たしてあげるよ。もちろん君にも都合があるだろうから、それはちゃんと尊重する。だから、してほしい時にショートメールで知らせて。そうしたら俺も都合を空けておくから」

　あまりにも唐突過ぎる提案に、まゆりはただ驚愕するしかなかった。

「ちょっと待ってよ、細野君！　そんな大事なことをあっさりと――」

「あっさりなんかじゃない、俺は本気で言っているんだ」

　言葉通り樹の声や表情は真剣そのものだったが、だからこそますます困惑した。おまけに、一体何を考えているのか相変わらずわからない。

　まゆりが呆然となっていると、樹は唐突に手を握ってくる。

「あ……」

　決して色っぽい触れ方ではないのに、なぜか体がジンと熱くなってたまらず声を上げてしまう。

「昨夜、君が気持ちよくなってくれる姿を見て、もっともっと悦ばせてあげたいって強く思ったんだ」

　樹は艶めいた眼差しで、じっとまゆりを見つめてくる。

　それだけで、彼に愛撫された時の感触や雄肉の熱さを思い出し、何も考えずにうなずきそうになった。

（ううん、駄目よ。いくら自分の欲望を満たしたいからって、簡単にお願いしたりなんかしちゃ……！）

　まゆりは寸でのところで思い留まり、しばらく考えさせてほしいと返した。

　だが、樹は待ってくれようとせず、その場での返答を求めてきた。

「あのおもちゃより、俺の愛撫の方が気持ちよかったんだよね？　だったら、何も迷う必要ないんじゃないの？」

　追い打ちをかけるように、優しくも刺のある声音でささやかれ、まゆりはまた誘惑に負けて提案に乗る形となった。

　我ながら情けないと思ったが、一度あの快感を味わってしまった以上、もうバイブでは満足できないような気がしたのだ。

　こうしてほぼ毎週、金曜日の夜になるとあのホテルへ行き、樹の巧みな指戯や熱い屹立で気持ちよく達している。

　淫靡な眼差しを向けられ、官能的な声音でささやかれるたびに、まゆりは快楽に溺れると同時に樹に対して特別な感情が芽生え始めていた。

　最初のうちは、体を重ねて気持ちよくなるだけで満足していた。それなのに、今はそれ以上のことを求めてしまう自分がいるのに気付く。

（もしかして私、細野君に恋してる……？）

　そんなまゆりの心情を知ってか知らずか、樹は前にも増して積極的に接してくるようになった。

　自分の趣味を知られたくなくて、昼休みはいつも一人で過ごしていたが、ここ最近は毎日ずっと樹とランチを共にしている。しかも料理をするのが趣味だからと、週に二、三日はまゆりの分まで弁当を作ってきてくれた。

　当初は申し訳ないと思ったが、自分の手料理よりも美味しいものだから、断りづらくなってありがたくいただいている。

　会社の行き帰りも一緒のことが多く、休日もデートに誘われるようになり、部署の人間を始め周囲からは付き合っているのではと噂された。

　中でも熱心に訊いてきたのは、まゆりの隣の席の後輩社員・清し水みず多た恵えである。

　明るく常に笑顔を絶やさない女子社員で、独特のほんわかした雰囲気を漂わせている。

　長所も短所もマイペースなところだと称しており、その日も二人で会議室の片付けをしている時に、何の前触れもなく話を切り出してきた。

「最近の新堂さんって、細野さんといい雰囲気ですよね」

「そう……かな……？」

　まゆりが曖昧に言葉を返すと、清水は屈託のない笑みで「そうですよ」とうなずいた。

「だって、昼休みはいつも一緒にご飯食べているじゃないですか。あと、金曜日になるとよくお二人でどこかへ行っているみたいですし。もしかして、本当はもう付き合っているとか？」

「何言っているの、細野君とはただの友達だから」

「でも――」

　納得していない様子の清水が何か言いかけたが、まゆりはこれ以上詮索されたくなくて即座に遮る。

「ほら、清水さん。今は仕事中なんだから、口よりもまず手を動かして」

「は～い」

　いつもの間延びした返事をしたのち、清水は黙々と片付けを再開する。

　その場ではとっさに否定したまゆりだったが、本当は樹を友人としてでなく異性として意識している自分に気付き始めていた。

（恋愛なんてとっくに諦めていたのに、どうして今になって……）

　コンプレックスのせいで内向的になってから、異性とまともに話すこともなくなった。

　それに恋愛に本気になって、失敗した時に傷つくのが嫌だった。そんな辛い思いをしなくて済むように、ＴＬ作品の世界にのめり込んでいったのである。

　だから樹と体だけの関係を続けていても、それ以上の深い仲にはならない方がいいと思っていた。

　その筈だったのに、樹に触れられたり優しくされたりするたびに、まゆりは彼に惹かれる気持ちを止められなくなる。

　――だが、樹の気持ちはどうなのだろうか？

　樹はいつも優しく接してくるが、だからといって好意を抱いているとは限らない。まゆりの体を気に入ったから、こうして付き合ってくれている可能性もある。

　それなら胸に抱いたこの想いを告げず、体だけの関係を続ける方が無難だろう。

（これ以上、深い関係になる必要なんてないのに……）

　そう思いたいのに、どうしても割り切れない自分がいる。

　この週は体調が悪いと言って、まゆりは樹と一夜を共にすることなく、まっすぐ帰途に就いた。

　

　

　樹との関係について一晩考えてみたが、結局答えは何も出てこなかった。むしろ彼の肌のぬくもりが恋しくてたまらず、余計に悶々とする羽目になってしまった。

（こんなにもやもやするんだったら、体調が悪いだなんて嘘をつくんじゃなかった……）

　樹に気持ちよくしてもらっていれば、もう少しすっきりした目覚めになっていたかもしれない。

　まゆりは大きく欠伸したのち、ベッド脇に置いてある時計を見やる。

　アラームをセットしていなかったので、時刻は平日の起床時間をとっくに過ぎていた。

　今日は十時から美容室に予約を入れている。徒歩で行ける場所なので、そんなに急ぐ必要はないが、そろそろ起きた方がいい時間である。

　昨夜の時点では、髪を切りに行きたい気分ではなかったので、キャンセルの電話を入れようかと考えた。

　だが、本当に体調不良ならともかく、個人的な悩みだけで断るのは失礼だと思い、予定通り行くことにした。

（それに、悩んでいる時こそ気分転換しないと……）

　まゆりは気持ちを切り替えて出かける準備を始める。

　ただ髪を切りに行くだけなのに、無意識のうちに樹を思い浮かべていたら、いつも以上に念入りに化粧をしていた。

　服装もピンクのボリューム袖のカットソー、白のモールカーディガンにチュールプリーツスカートと、どれも数える程度しか着たことのないものばかり選んだ。

　外出時は一応、それなりに身なりに気を付けている。しかし、ここまできちんとおしゃれをしたのは今日が初めてだった。

　そのため、美容室に入った際は店長に少しばかり驚かれた。

「そのコーディネート、すごく素敵ですね。もしかして、彼氏でもできたんですか？」

「いえ、別に彼氏というわけでは――」

　ついうっかり口を滑らせてしまい、まゆりはたちまち顔を真っ赤にする。

　あたふたするまゆりを見て、店長は可笑しそうにクスクスと笑った。

「その様子だと、気になる方がいるといった感じですね」

「ええ、まあ……」

　口を滑らせてしまった以上、ごまかしは利かないと判断したまゆりは、店長の言葉を素直に認める。

「女は恋をすると綺麗になりますからね。今日のまゆりさん、本当に綺麗ですよ」

「いえ、綺麗だなんてそんな――」

　綺麗なのはむしろ店長の方である。

　女性ながら背は百七十を超える長身。おまけに色っぽくスタイル抜群で、胸もお尻もとても綺麗な形をしている。

（私も彼女みたいに、かっこよくて素敵な美人になりたかったな……）

　他人の外見を羨んでも仕方がないのに、こうして彼女を見るたびについ考えずにはいられない。

　今回は肩までの長さにカットしてもらうのに加え、軽くウェーブをかけてもらった。

　カットだけなら一時間程度で終わるが、セットとなるとそれなりにかかるので、まゆりは店のタブレットを借りて時間を潰す。

　だが、気付けばいつの間にか、また樹のことを考えていた。

　――彼は今頃、何をしているのだろうか？

　会社で毎日のように顔を合わせているにも拘わらず、こうして会えない時間があるとつい気になってしまう。そして今もまた、樹のことを思い浮かべただけで、彼に会いたいという願望が募ってくる。

　まゆりが小さくため息をつくと、店長は遠慮がちに話しかけてきた。

「あの、差し出がましいかもしれませんが――」

「はい、何でしょうか？」

　ついかしこまって身構えると、店長は艶然と微笑みかけてくる。

「この後、例の方をランチに誘ってみたらどうですか？　お互いの連絡先は知っているんですよね？」

「同じ部署の人なので一応は知ってます。でも、急に電話したら却って迷惑になるのでは？」

「そんなことないと思いますけど。案外、向こうはまゆりさんからの連絡、待っているかもしれませんよ。私も旦那と付き合い始めたばかりの頃、何もない日に電話をもらえた時はすごく嬉しかったですし」

　頬をほんのり赤らめて語る店長の姿は、恋する乙女そのものだった。その表情がとてもまぶしく見えて、まゆりは思わず見惚れてしまう。

　カットが全て終わったところで、店長が確認のために鏡で髪全体を見せてくれる。

「とてもよく似合ってますよ」

「ありがとうございます」

　オーダーした時は思い切り変え過ぎたかと思ったが、こうして見るとなかなか悪くない。心なしか表情も明るくなった気がする。

　会計を済ませて美容室を出たところで、まゆりはふと立ち止まって自身の姿を鏡に映してみる。

　服装や化粧の効果も相まってか、今の自分はとても綺麗に見えた。

　――今のこの姿を彼に見てもらいたい。

　そう考えただけで、ますます樹に会いたいという気持ちが募ってくる。

「あの、すみません。ちょっとここで、電話をかけてもいいですか？」

「ええ、どうぞ」

　店長から快く許可をもらったところで、まゆりは樹の電話番号を表示して通話アイコンを押した。

　コール音が数回鳴ったのち、スピーカーから樹の声が聞こえてくる。

『もしもし、新堂さん？』

「あの、細野君。いきなり電話してごめんね。迷惑だったかな？」

　緊張しながら尋ねてみると、電話口の向こうで樹が微かに笑った気配がした。

『迷惑なんかじゃない、むしろ声が聞けて良かったよ。昨日はあまり元気がなかったようだから、大丈夫かなってずっと心配してたんだ』

「ありがとう、一晩休んで体調も良くなったから」

　樹に気にかけてもらえたのが嬉しくて、まゆりは自然と表情を綻ばせた。

　それから店長のアドバイスに従い、勇気を出して樹をランチに誘ってみる。

「ところで、今日は何か予定とか入ってる？　もし良かったら、今から一緒にランチでもどうかな？　美味しいイタリアンのお店を知っているんだけど……」

『新堂さんから誘ってもらえるなんて嬉しいよ！　それじゃあ、どこで待ち合わせする？』

　スピーカー越しでも、樹が心から喜んでいるのが伝わってきて、電話をかけて良かったと実感する。

　待ち合わせ場所を指定して通話を終えると、掃除をしながら様子を見守っていた店長が、「上手くいって良かったですね！」と大いに喜んでくれた。

　まゆりは再度礼を言って店を出ると、浮き立つ気持ちを胸に抱いて歩き始めた。

（細野君、何て言ってくれるかな？）

　期待と不安が同時に込み上げてきてドキドキしてしまう。

　昨夜までは、あんなにも樹との関係に悩んでいたまゆりだったが、今は彼に会うのが楽しみで仕方がない。

　一刻も早く綺麗になった自分を見てもらいたいのと、樹が電話をもらって嬉しそうにしていた声を聞いたからに違いない。

　十五分後、待ち合わせ場所の駅に着くと、彼はすでにベンチに座って待っていた。

「細野君、早かったね。もしかして待った？」

「いや、少し前に着いたところだよ」

　樹は立ち上がるとすぐに、まゆりの全身をじっと見つめてくる。

「実はさっき、髪を切りに行ってきたんだけど、似合ってる？」

「うん、すごく似合っているよ。かわいくて素敵だよ」

　嬉々とした声色や表情から、彼が綺麗になった自分を気に入ってくれているのがわかる。

「本当？　ありがとう、細野君」

　新しい髪型が予想以上に好評だったのに加え、服装も褒めてもらえてまゆりは頬を赤らめてはにかみ笑いを浮かべた。

　それから樹と二言三言交わしたのち、駅から少し歩いた場所にあるイタリアンレストランへ入る。

　十二時を少し過ぎたところだったので、店内は混んでいたもののすぐに席に通された。

　ここの料理は盛りが良く、まゆりはいつも前菜のサラダとパスタで満腹になるのだが、樹はメイン料理に加えてデザートのパフェまで平らげていた。

　社会人になった今も、週に数回プールに通っているとのことなので、食べる量も違うのだろう。

「ここ、けっこういい店だな。料理もデザートもすごく美味しかったよ。この店のこと、誰かに教えてもらったの？」

「敦あつ子こさん――美容室の店長さんが紹介してくれたの。彼女の実家がこの近くにあるらしくて」

「美味しい店を知っている上に、綺麗なヘアスタイルに仕上げてくれるなんて、すごくセンスの良い人なんだね。その美容室、香か菜なにも教えてやろうかな」

「え？　香菜って？」

　樹の口から他の女性の名前が途端、胸の奥からもやもやした感情が込み上げてくる。

「俺の妹だよ。前に言わなかったっけ？」

「そういえば、そうだったかもね……」

　飲み会か何かの時に、年の離れた妹がいると言っていたのを、何となくだが思い出した。

（細野君の女友達とかじゃなくて良かった……）

　まゆりが内心でホッとしていると、樹は悪戯っぽく笑ってからかうように尋ねてくる。

「もしかして、俺が妹の名前を出しただけで嫉妬した？」

「まさか！　香菜って誰だろうと思って、ちょっと気になっただけで――」

　慌てて否定するまゆりだったが、樹の言う通り確かに嫉妬心を抱いてしまった。

　案の定、彼には見抜かれていたようで、「新堂さんは嘘が下手だね」と意地悪くささやかれる。

　こうしてからかわれるのは未だに慣れず、まゆりはたちまちいたたまれなくなる。

「ねえ、このあと服でも買いに行こうよ」

「服？　どうして？」

　唐突にショッピングに誘われ、まゆりは怪訝そうに首を傾げた。

「もっと綺麗になった君を見たいんだ」

　こちらを魅了するような笑顔を向けられ、まゆりの胸は大きく高鳴りを増していく。

　もしかしたら樹の好みの服を知れるかもしれない。しかし何よりまゆり自身が、もっと彼と一緒にいたいという気持ちがある。

　こうして午後からは樹と共に、駅と直結している商業施設を見て回った。

　ブティックを巡っている間、なぜか樹の方が大いに張り切っており、おかげでまゆりは何着も試着させられた。

　普段は胸が目立たない服を中心に選んできたが、樹が提案してくれたのはどれも胸を綺麗に見せてくれるようなものだった。

　服選びに時間をかけたのは初めてなので、少し疲れはあったもののそれ以上に楽しかったという気持ちの方が大きい。

　今日は思い切って樹を誘って良かったと、まゆりは改めて実感する。

（敦子さんにも感謝しないと）

　買い物を終えてモールを出た後も、浮き立つ気分はずっと続いていた。

「今日は急に呼び出したのに、たくさん付き合ってくれてありがとう」

「礼を言うのは俺の方だよ。誘ってくれて本当にありがとう」

「それじゃあ、また来週」

　本当はこのまま別れるのは名残惜しい。しかし、これ以上自分に付き合わせるのは申し訳ないと、まゆりは大人しく帰ることにした。

　踵を返して駅に向かおうとすると、樹は手首を掴んで「待って」と引き留めてくる。

「あ……っ」

　触れられた刹那、急に胸が高鳴ると同時に口から艶っぽい声が漏れてしまう。

（普通に触れられただけなのに、私ったら何でこんなにドキドキしてるの……？）

　まゆりが呆然と立ち竦んでいると、樹は体が密着するほどそばへ寄ってきた。

「ちょっと、細野君!?　距離すごく近いんだけど！」

　あまりの近さにますます動悸が激しくなる。おまけに体の芯も熱く火照っていた。

　傍から見れば、カップルが人目を憚らず睦み合っていると思われているだろう。事実、道行く人達は当てられた様子でこちらを見ており、大学生ぐらいの若い男性に至っては小声で「羨ましい」とつぶやいていた。

　そんな数多の視線をよそに、樹はまゆりの肩を抱いて甘くささやきかけてくる。

「俺、まだまだ新堂さんと一緒にいたいんだ」

「え？」

　一緒にいたい――その言葉を耳にしただけで、まゆりの心は歓喜と幸福感で満たされていく。

　それから樹はにっこりと微笑みながら、「君はどうなの？」と訊き返してくる。

　想いを寄せている相手から、一緒にいたいと言われたのだ。返す言葉は一つしかない。

「私も、細野君と一緒にいたい」

「そう言ってもらえて良かった。もし嫌だって言われたら、ショックで立ち直れないところだったよ」

　冗談とも本気ともつかないことを言われ、まゆりはどう返せばいいかわからず曖昧に笑う。

「せっかくの休日なんだし、まだまだたくさん楽しまないとね」

　樹の表情や声色がいつになく艶っぽく、まゆりはまたしてもドキドキしてしまっていた。

　

　

　今日もまた、いつものラブホテルに向かうのかと思いきや、連れて来られたのは樹の住んでいるマンションだった。

「さあ、どうぞ入って」

「お邪魔します……」

　初めて異性の部屋に上がったまゆりは終始緊張し、出された紅茶にほとんど口をつけなかった。

　少しでも気を紛らわそうと、彼女は室内をざっと見渡してみる。

　綺麗好きなのか、部屋の中はきちんと整頓されており、とても広々と感じられた。

（それに引き換え私の部屋は……）

　一応、まゆりもこまめに掃除しているものの、一冊読み終わらないうちに次々とＴＬ小説やコミックスを買ってしまうため、本棚に入り切らず積み上げている。他にも、かわいい小物やぬいぐるみもたくさん置いており、部屋が物で溢れているといった感じである。

「あれ？　紅茶ほとんど飲んでないみたいだけど、もしかして緊張してる？」

　不意に樹が横に座ってきて、カップの中身を覗き込んでくる。

「ううん、そういうわけじゃないよ。ただ、すごく綺麗な部屋だなって感心してたら、つい飲むのを忘れて……」

　まゆりがごまかすように紅茶を飲むと、樹はからかうようにクスッと笑う。

「君がいつ来てもいいように、日頃から整理整頓を心がけているんだ」

「それ……本当……？」

　相変わらず、冗談なのか本気なのかわからない。

　まゆりの問いかけに答える代わりに、樹は彼女を抱き寄せて唇を重ねてくる。

「ん……ぅ……」

　それからすぐに舌が侵入し、口腔内を執拗に舐られていった。

　濃厚な口づけに夢中になっていると、不意に腰の辺りをそっと撫でられる。

「ん……んっ……」

　口づけの効果も相まってか、その手つきは淫靡なものに感じられた。おまけに下腹部の奥が早くも疼き始めている。

　昨夜は抱いてもらっていないので、体も心も樹の愛撫と猛々しい雄を求めているに違いない。

　樹も同じようにまゆりを欲していたらしい。濃厚な口づけを交わしながら、彼女が着ているカットソーをたくし上げてくる。

　胸元まで露わになったところで、樹は一旦唇を離して遠慮がちに、「このまま、してもいい？」と尋ねてきた。

　まゆりを抱きたいという欲望があっても、こちらの意思を尊重しようとする彼の姿勢に、またしても心を絆される。

「うん、いいよ。このまま……して……」

　樹に抱いてもらえる悦びから、まゆりは恥じらいつつも自身の気持ちに素直に従ってうなずいた。

　樹は満足げに微笑むと、まゆりの体から完全にカットソーを脱がせた。

　それから彼はすぐさま口づけを再開し、口腔をじっくり舐りながらスカートを脱がせていく。

　まゆりは肌が露わになるごとに、これから始まる甘美な時間に胸を高鳴らせた。

　一糸まとわぬ姿になったところで、乳房を優しくまさぐられる。それだけで、まゆりの体は早くも官能の疼きを帯びていった。

　――このまま身も心も蕩けるほど、たくさん触れて気持ちよくしてほしい。

　だが、胸の高鳴りが生じたところで樹は口づけをやめてしまい、たわわな膨らみからも手を離す。

　急に愛撫が終わってしまったことで、まゆりは言いようのない寂しさに襲われる。

「細野君、どうして……？」

「俺がいつも気持ちよくしてあげてるから、今日は君が俺を気持ちよくする番だよ」

　樹は口元を綻ばせると、下着ごとジーンズを下ろした。

「きゃっ！」

　まゆりは顔を真っ赤にしつつも、まだ勃ち上がっていない男根を注視してしまう。

「何度も見てるのに恥ずかしがるなんて、新堂さんは本当にかわいいね。ますますからかいたくなるよ」

　樹はまゆりの頬にチュッと口づけすると、彼女の手を掴んで自身の雄肉に触れさせた。

「あぁっ！」

　恥ずかしさが一気に急上昇し、まゆりはすぐさま手を引っ込める。

「何もそんな風に拒絶しなくても……」

　悲しげに眉根を下げる樹を見た途端、何だかすごく申し訳なくなってきた。

「ごめんね、細野君。別に拒絶したわけじゃないよ。ただ、触れるのが恥ずかしかっただけで――」

　まゆりがあたふたしながら弁明すると、樹はなぜか可笑しそうにクスッと笑う。

「恥ずかしかっただけってことは、触るのは嫌じゃないってことでいいのかな？」

「えっと、それは――」

　樹の言う通り、彼の雄茎に触れるのは決して嫌ではなかった。

　だが、それを素直に認めたくなくて、まゆりは返す言葉に困ってしまう。

　その沈黙を肯定と見なした樹は、人の悪い笑みを向けて再び触れさせてくる。

「や……」

　男性器に触れているという状況に、まゆりは羞恥心のあまり目を潤ませる。

　だが、恍惚の笑みを浮かべる樹を見ていると満更でもない気がして、しばしの間掴んだままでいた。

「あの、そろそろ……離してもいい……？」

　まゆりが許可をもらおうとすると、樹はすかさず「だ～め」と意地悪く即答した。

「ちゃんと気持ちよくしてくれるまで逃がさないよ。俺のここ、君にたくさん触れられたいって言ってるんだから」

　優しい口調と表情ではあったが、こちらには一切の拒否権がないのが伝わってくる。

　赤面するまゆりに樹は、誘惑するような微笑みで甘くささやいてきた。

「俺をたっぷりイカせてくれたら、いつもよりもっと感じさせてあげる」

　彼の言葉を聞いたまゆりは、自分が気持ちよく快感に溺れる様を妄想する。

　それだけで下腹部の奥がジンと疼き、胸の高鳴りは一段と増していった。

「本当に……いつもよりも感じさせてくれるの……？」

「もちろんだよ、約束する」

　まゆりの問いかけに樹は鷹揚にうなずく。

　約束するとまで言われたら、まゆりも彼の要求に応じずにはいかなくなる。

「でも、どうやって細野君を気持ちよくしてあげれば――」

「俺の言う通りにすればいいよ。まずは床に座って」

　まゆりは指示された通り、樹と向かい合う形で床に座った。

　ちょうど目の前に男根が突きつけられる形となり、視線はつい局部に吸い寄せられてしまう。

「それじゃあ、優しく撫でてみて」

　まゆりは再び雄茎を掴むと、たどたどしい動きで扱いていった。

　柔らかいような硬いような不思議な感触に、淫欲を掻き立てられて秘部が反応する。

　まるで体が早くも樹の熱を求めているみたいで、まゆりはますます恥ずかしくなってくる。

　それでもしばらく愛撫を続けていると、樹が恍惚の表情を浮かべて股間のものを勃起させた。

「すごく気持ちいいよ……」

　彼の言葉を裏付けるように、雄肉はビクビクと小刻みに震えていた。

（細野君も感じたら、こんな風に色っぽい姿を見せるなんて……）

　羞恥心は未だに残っていたものの、樹が乱れる姿が見たいという衝動に駆られ、まゆりは肉竿を扱き続けていく。

　そのたびに雄茎は手の中で熱く脈打ち、己の存在感を誇張するように質量を増していった。

　また、先端が時折まゆりの柔らかい乳房に触れ、樹はその感触にも満悦している様子だった。

　まゆりの方は恥ずかしいことこの上ないが、彼に悦んでもらえるのであればという思いもあり、手で扱く傍ら膨らみにも擦りつける。

　樹は満足した様子でため息をつくと、人の悪い笑みを浮かべてまゆりを見下ろしてくる。

「次はキスして」

　恥ずかしい要求をさらりと告げられ、まゆりは思わず男根を愛撫する手を止めた。

「キ、キス!?」

　手で触れるだけでも恥ずかしいのに、男性器に口づけなど無理だ。しかし、まゆりの心情などお構いなしに、雄茎はキスを求めるように切っ先をこちらに向けている。

（ああ、もう……これ以上は恥ずかしくて無理……！）

　まゆりがいつまでもためらっていると、樹は悲しげな笑顔で小首を傾げる。

「もしかして、もうやめてしまうの？」

「ううん、やる。すぐにやるから……！」

　そんな顔で見つめられたら、こちらも嫌とは言えなくなる。

　――いつもより気持ちよくしてもらえるなら、男性器にキスするぐらいどうってことない。

　樹の言いなりになるのは悔しいが、まゆりは意を決して亀頭にそっと口づけした。

　唇が触れた瞬間、雄肉は歓喜に震えるように更に勃起した。先端もいやらしくヒクついており、鈴口からも透明な先走りを滲ませている。

「はぁ……」

　まゆりはその淫猥な光景にそそられ、肉棒をじっと眺めて感嘆のため息をつく。

　彼女の熱い吐息が刺激となったらしく、屹立したものは小刻みに震えていた。すると樹も艶っぽい息を吐き、陶酔したような面持ちを浮かべる。

　悦楽に浸る樹の姿を見て、まゆりはもっと彼を感じさせてあげたいと強く思う。

「次は……何をすればいい？」

　よもや、まゆりの方から訊いてくるとは思わなかったのだろう。樹は一瞬、驚いた様子で目を瞠った。しかし、すぐに満面の笑みで言葉を返してくる。

「ここをじっくり舐めて」

　その際、まゆりの恥じらいを少しでも和らげようとしてか、からかいめいた口調で「好きな味の飴を舐める時みたいにね」と付け足した。

「もう、細野君ったら。また変なこと言うんだから……」

　こんなことを言われたら飴を舐めるたびに、雄々しくそそり勃つ肉棒を思い浮かべてしまいそうだ。

　まゆりは赤面しつつも、膨れ上がった雁首にそっと舌を這わせていった。

「あ……ああ……っ」

　樹は煽情的な声音で喘ぎ、下肢を引き攣らせて肉棒を更に勃たせていた。

　また、もっと舐めてほしいと言わんばかりに、鈴口は次々と透明な雫を滴らせる。

　まゆりはその粘液を味わうように、亀頭全体を丹念に舐っていく。

「は、あぁ……」

　樹は感嘆のため息をつきながら、幾度となく下肢全体を震わせる。

　快楽に溺れる彼の姿がこの上なく色気に溢れており、まゆりはますますそそられてしまう。

　樹をもっと乱してみたいという欲望に駆られ、彼女は肉棒全体に舌を絡めていった。

「んッ……あ、あぁ……」

　樹が淫靡に喘ぐと同時に、肉茎も一段と硬くそそり勃った。

　口の中で質量を増す男根の熱を感じて、更に欲情を掻き立てられたまゆりは熱心に舐め続ける。

「は……ぁ……。まゆり……もっと……して……」

　樹は快感に打ち震えながら、甘えるような声でおねだりしてくる。

　奉仕に夢中になっていたまゆりは、名前で呼ばれたことに気付かず舌を這わせていく。

　淫靡な舌遣いによって、いきり勃った雄茎は大きく怒張し、樹の息遣いも荒くなっていった。

　樹が気持ちよく達する瞬間を想像しながら、まゆりは胸を高鳴らせて猛茎を執拗に舐る。

　まゆりの心情が伝わったのか、男根は更に膨張して熱を増していった。

（あぁっ！　おち●ち●がまた大きく……）

　隆起していく肉茎の感覚に、まゆりはすっかり虜になってしまう。

　その効果も相まってか、情欲も一段と増して舌戯もより淫靡なものになる。

「く……っ……！」

　不意に、樹が苦しげに小さく呻いて腰を痙攣させた。

　彼が今にも達しそうな状態になっても、まゆりは剛直をじっくり舐って刺激を与え続けた。

　そうやって舌を這わせるうちに、口腔内で質量を増す肉棒に愛しさが込み上げてくる。

「うっ……！　駄目だ、もう……持たない……ッ！」

　樹が焦ったような声を上げた直後、雄肉は大きく脈動を開始して熱い飛沫を放出した。

「きゃあっ！」

　口腔内に白濁が一気に流れ込んできたものだから、まゆりは驚いて悲鳴を上げると同時に男根を解放する。

　それでも射精の勢いは衰えず、まゆりの肌にも白い滴がかかってしまう。

「ごめん、新堂さん！　君にかけるつもりはなかったんだ！」

　樹はすっかり狼狽した様子で謝罪すると、ティッシュを数枚取り出してまゆりに手渡した。

「私なら大丈夫だから、そんなに謝らないで」

　言うほど平気ではなかったが、かといって不快感や嫌悪感は微塵も湧いてこない。

　まゆりが付着した精液を拭き終えたところで、いつの間にか服を全て脱ぎ捨てていた樹から、「ベッドに行こう」と誘われる。

　その瞬間、普段よりじっくり濃厚に愛撫される場面を想像し、まゆりは早くも頬を薔薇色に染めて表情を蕩けさせた。

　リビング同様、寝室もとても清潔感に溢れており、無駄なものが一切ない。

　ベッドの上もシーツがきちんと整えられていて、今からこの上で淫らな行為に及ぶのに躊躇してしまう。

「どうかしたの？」

「その、ベッドの上……すごく綺麗なのに、汚したり皺をつけたりしたら悪いなって……」

　まゆりが正直に答えると、樹は喉の辺りで小さく笑っていた。

「そんなこと、気にしなくていいよ。むしろ、君の痕跡を残せて嬉しいかな」

「わ、私の痕跡って――」

　それ以上のことを言葉にするのが恥ずかしく、まゆりは瞬く間に顔を赤らめてベッドに腰かける。

　いつものように押し倒されるのかと思いきや、今日は樹の膝の上に乗せられた。

　向かいにはキャスター付きの姿見が置かれており、当然ながら一糸まとわぬ自分達の姿が映し出されている。いつの間に用意していたのか、樹の手にはローションらしきものがあった。

　そこから導き出される答えは一つ。それをまゆりの体に塗りつけていくのだ。

「あ……」

　考えただけで体が熱く火照り、まゆりは瞬く間に赤面する。

　すると樹が背後から抱きしめてきて、鏡越しに微笑みかけてくる。

「まだ始めてもいないのにもう顔が真っ赤だけど、何かいやらしいことでも思い浮かべてたの？」

「べ、別に何でもないから……！」

　これ以上、鏡を直視するのが耐えられず、まゆりは慌てて目を逸らした。

　しかし、樹によってすぐに顎を掴まれ、真正面を向かされてしまう。

「駄目じゃないか、ちゃんと鏡を見てなきゃ」

　樹はやんわりとたしなめたのち、ローションを数滴垂らしてまゆりの乳輪に塗り始めた。

「あ……あぁ、いや……」

　乳嘴をなぞる指先の感触がひどくくすぐったく、まゆりはたまらず樹の手を押さえて制止しようとする。

　だが、まゆりの小さな手では、制止することも敵わなかった。

「約束通り、いつもより気持ちよくしてあげようとしてるのに、どうしてそうやって嫌がるふりをするのかな？」

　樹は優しい笑顔を見せつつも、仕置きとばかりにぬるぬるになった乳首を責め立てた。

「あ、はあ……」

　そのいやらしい手つきに感じてしまい、まゆりはたまらずあえかな嬌声を漏らす。

　鏡に映るふしだらな姿とローションの影響で、体は早くも敏感に反応してジンと疼いている。指先で弄られている乳首は、すっかり硬くしこって尖り始めていた。

「乳首がもうこんなに勃ってる。ローションの感触がとても気持ちいいんだね」

　樹は楽しそうな笑顔で、乳頭をクリクリと捏ね回していった。

「あぁッ……！」

　よく滑るせいで刺激が強く、快感が一気に全身を駆け巡っていく。

　鏡の中のまゆりは、乳房を揺らしながら頬を上気させて喘いでいた。その背後では、樹がこちらを魅了するような微笑を浮かべている。

「今の君、すごく素敵だよ。もっと乱してしまいたくなる……」

　うっとりとした声音でささやいたのち、樹は柔らかい耳朶を甘噛みしてくる。

「ひゃぁん！」

　まゆりはビクンと跳ねて全身を引き攣らせた。

　彼女の反応が気に入ったようで、樹は乳首の愛撫を続けながら耳朶に舌を這わせていく。

「あっ、や……あぁ……んッ！」

　気持ちよさとくすぐったさが、ない交ぜになって押し寄せてくる。まゆりは艶めいた嬌声を上げては、幾度となく体を震わせた。

「新堂さんの感じる姿を余すことなく見られて眼福だよ」

　樹は喜悦の面持ちでため息をつくと、今度は乳房全体にローションを塗っていった。

「あッ、あぁ……ん」

　まゆりは甘く切ない声を漏らして快楽に身悶えてしまう。

　ぬるぬるとした淫猥な感触が、まゆりの劣情を更に掻き立てていく。全身が今までになく熱く火照っており、まだ触れられていない下腹部までもが疼きを帯びている。

　閉ざされた秘花は、すでに淫蜜にまみれているのは明らかだったが、それを直視する勇気はない。

「ん……っ……」

　まゆりの羞恥心とは裏腹に、どうしようもないほど強い淫欲が襲ってくる。

　今すぐにでも、樹の長い指で愛撫されたくてたまらない。

　だが、それを口にしてねだるのは恥ずかしく、かといって鏡に映った状態で自慰行為をするのもためらわれた。

（どうしたらいいの……？）

　こうして迷っている間にも、まゆりの淫欲はどんどん増していく。

　欲望と理性の狭間で葛藤していると、樹が背後から顔を覗き込んでくる。

「もしかして、下も触られたいの？」

　樹の問いかけに、まゆりは頬を赤らめてこくりとうなずく。

「そういう時は黙ってないで、素直におねだりしなよ。遠慮しないでもっと俺に甘えて」

　樹は頬に柔らかくキスすると、にっこりと微笑みかけた。

　優しげなその微笑に、まゆりはまたしても胸を高鳴らせる。

　そんな風に、こちらを魅了するような表情を見せられたら、本当に甘えたくなってしまいそうだ。

　――体だけの関係でありながら、なぜここまで優しくしてくれるのだろうか？

　まゆりの心に生じた疑問に答えることなく、樹はゆっくりと両脚を開かせて淫猥な部分を露わにする。

「すごいね、もうすっかり濡れているよ。自分のいやらしい姿を見て感じたんだ？」

　樹は意地悪くささやきながら、濡れそぼった淫裂に指を這わせていった。

「ああぁっ！」

　全身がざわざわと総毛立ち、まゆりは甲高い艶声を上げて下肢を引き攣らせた。まるで性器全体が、樹に触れられるのを待ち望んでいたように感じる。

「よっぽど俺の愛撫が欲しかったんだね。ほら、ちょっと触れただけでこんなにヒクヒクしてる」

　愛蜜にまみれた花唇をまゆりに見せつけるように、樹は更に脚を大きく開かせてグチュグチュと掻き乱していく。

「あ、あぁ……！　あぁぁ――ッ！」

　まゆりは幾度となく身悶えては、顎を仰け反らせて喜悦の悲鳴を上げた。

　樹の指によってなぶられている蜜口は、嬉しそうにヒクヒクと戦慄いて官能の滴りを溢れさせていた。

「ここまでたくさん濡らしちゃうなんて、鏡プレイがそんなに気に入った？」

　樹はからかうように笑いながら、包皮を剥いて可憐な尖りを露出させる。

　充血して膨れ上がった花芽に、淫靡な視線を注がれて恥ずかしさが増した。

「ふふっ、君の敏感なここもぷっくり膨らんでいるね」

「いやぁ、やめて……。恥ずかしい……」

　まゆりは涙を浮かべて嫌々とかぶりを振るが、樹の淫らな言葉責めは止まらない。

「本当はこうやって、俺に見られて嬉しいくせに」

「あぁんッ！」

　敏感な突起を軽くつつかれ、まゆりは下肢を大きく引き攣らせる。

　それからいつものように、愛蜜を塗るように弄られるのかと思いきや、樹はなぜか続きをしようとしない。

「そういえば、例のおもちゃはまだ使っているの？」

　樹はふと思い出した様子で問いかけてくる。

　その言葉の端々には、バイブを使っているのがバレた時同様、嫉妬心が含まれていた。

「ねえ、どうなの？」

「ひゃ！　ああ……ンッ！」

　樹が返答を急かすように、再び雌核をつついてくる。

「あ、あれから……一度も使って……ない……」

　震える声でどうにか答えたのち、まゆりは恐る恐る樹の表情を窺った。

　すると彼は満足げに微笑んで、「良かった」と安心した様子でつぶやく。

「毎週ずっと、俺に触れられるまで我慢してるんだね。ご褒美に、今日もたくさんかわいがってあげる」

　淫芽に話しかけるように告げると、樹は指の腹で優しく転がし始めた。

「あっ……あぁん……！」

　愛でるように撫で回されたことで、雌核は瞬く間に膨らみを増した。更に花唇全体もヒクヒクと脈打ち、下肢の中心から足の爪先にかけて淫靡な熱が生じる。

「は……あ、あぁ……」

　まゆりが恍惚の面持ちで甘いため息をつくと、淫裂は再び小刻みに震えて新たな蜜を滴らせた。

「俺に触れられて嬉しいって言っているみたい。しかも蜜に濡れてつやつやして、とても綺麗だよ」

　充血して赤みと丸みを帯びた淫芽を目にしたことで、ますます情欲をそそられたのだろう。樹は悦に入った様子で鋭敏な部分をなぶっていった。

「やっ、あぁぁっ！」

　巧妙な指戯で激しく責め立てられ、まゆりの全身が快感からざわめいていく。

　恥裂や肉芽が歓喜に震える様子が、鏡にはっきりと映し出されていた。

　淫猥すぎるその光景に、樹が鏡越しに熱い視線を注いでいるのが、ひしひしと伝わってくる。

　恥ずかしい状況であるにも拘わらず、まゆりは見られていることにも快感を覚えてしまい、一段と劣情を掻き立てられた。

「このままイクまで続けるよ」

　樹は更に指を押し進めて、姫洞を撹拌するように動かしてくる。

「あぁッ、やあんっ！」

　その直後、まゆりの仰け反りや嬌声が大きくなり、すらりとした脚もガクガクと震えた。

　樹は焦らすように指の抽送を繰り返しながら、膨らんだ花芯も執拗に責め立てていく。

「あぁぁッ！　細野君、もう……駄目ッ！」

　まゆりは両脚を引き攣らせては、涙を浮かべて悲鳴に近い声を上げる。

　だが、樹の指戯が止まる気配はなく、激しさを増すばかりである。

　それに伴ってまゆりの全身も一段と疼き、快楽以外は何も感じられなくなっていった。

「快感に悦がる君は、最高に素敵だよ……」

　恍惚の坩堝に溺れるまゆりの姿を見ながら、樹は陶酔した声音でささやきかける。

　彼の官能的な声が耳に心地良く響き、鋭敏になった体はたちまち総毛立つ。露わになった秘花も淫靡にうねり、愛蜜を更に滴らせていった。

　するとまた、樹が愉しげにクスッと笑う。

「俺の声でも感じるなんていやらしいね」

「やっ！　あぁぁ、そんなに……しないで……！」

　過敏になった突起を摘まれ、指先で揉むように擦りつけられて、まゆりは腰を揺らして悩ましげに喘ぐ。

「君の感じる所全部、今までにないぐらい熱く脈打っている。もうイキたくて仕方ないんだね」

　再び陶酔に満ちた声色でささやかれ、まゆりの体に甘い痺れに似た快感が駆け抜ける。それに加えて胸の高鳴りも増し、下腹部の奥も激しい快感を求めるようにますます疼く。

　官能の芽を撫で回しながら、樹は優しく微笑みかけてくる。

「それじゃあ、たっぷりイクところを見せて」

　まゆりの耳朶にそっとキスしたのち、彼は蜜口に挿入した指を動かしてＧスポットを探り当てた。

「ああん！　あっ、あっ、あぁぁ――ッ！」

　まゆりは甘い悲鳴を上げると、大量の蜜を滴らせて激しく身悶えた。

　一度達しても尚、樹は指戯をやめようとせず、彼女の感じる部分をじっくり愛でていく。

「細野君、そんなに……されたら……――あぁあッ！」

　その後も絶え間なく絶頂が訪れて、まゆりは何度も下肢を痙攣させる。

「は……あ……、はぁ……」

　――一体、今ので何回達かされただろうか？

　体の震えが止まり、息も絶え絶えになったところで、樹はようやく指を抜いてくれた。

　しかし、それでも下肢の疼きは治まらず、むしろ淫靡な欲望が増していった。

「ごめんね、少し無理させちゃったかな？」

　樹はいたわるようにささやくと、まゆりの肩や背中にそっと口づけを落とす。

「あ……ん」

　まゆりは小さく身震いしてあえかな声を出した。

　唇が触れただけで敏感に反応してしまう。そんな自分を恥じていると、樹はとても嬉しそうに微笑んだ。

「まだ足りないんだね。俺も同じだからわかるよ」

　それから彼はまゆりの体をそっと離し、避妊具の袋を開けて自身の雄に装着する。

　彼女の奉仕によって達した男根は、完全に硬さを取り戻してそそり勃っていた。

　その獰猛な形を目にした瞬間、早く挿れてほしいとばかりに子宮の奥が熱く疼く。

「新堂さん、四つん這いになって」

「えっと、こう……？」

　まゆりは恥じらいながらも、樹にお尻を向けるようにして四つん這いになる。

　たわわな膨らみが重力で下がり、ゆさゆさといやらしく揺れていた。

（この体勢、すごく恥ずかしい……）

　羞恥心から涙目になるまゆりに対し、樹は艶然と微笑みかけてくる。

　そんな風に艶めいた眼差しを向けられると、快感が込み上げてきてひどく淫らな気分にさせられてしまう。

「その格好、そそられるなぁ」

　樹はまゆりの痴態をうっとりと眺めながら、焦らすようにゆっくりと背後から挿入する。

「あ、あ……」

　肉竿が入ってきた瞬間、膣壁は悦びからわなわなと震え上がる。

　まゆりが雄茎の熱に感じ入っていると、子宮口に硬いものが触れた。それだけで心は甘い陶酔に満たされ、同時に淫靡な期待も込み上げてくる。

「始めるよ」

　樹は静かに告げたのち、緩やかに抽送を開始した。

「あぁぁん！」

　前戯で何度も昇天させられたせいか、軽く突かれただけで高圧電流のように強い快感が奔る。蜜壷も大きく戦慄いては、絡みつくように雄肉を締めつけた。

「あぁ、俺まで君の熱に溺れてしまいそう……」

　己の猛りを刺激された樹は、恍惚の面持ちで腰を揺らしていく。

「はぁ、あぁぁ……！」

　熱い切っ先を何度も擦りつけられ、下肢全体がたまらなく疼いてしまう。

　花唇はビクビクと小刻みに痙攣しながら、結合部から新たな愛蜜を滴らせていた。

「あ、あ、ああ……。もう……すごく……いい……」

　快楽の迸りに翻弄されるまゆりは、頬を上気させて舌足らずな言葉を口にする。

「何がどんな風にいいの？」

　樹は亀頭をグリグリと押し付けて、悪戯っぽく尋ねてくる。

「ひゃぁんッ！」

　最奥を優しく刺激され、まゆりは甲高い嬌声を上げて大きく仰け反った。

「ほ、細野君に……中、ぐちゃぐちゃにされるのが……気持ち……いいの……」

「こんな感じ？」

　その直後、樹は剛直を獰猛に突き動かしてきた。

「あ、ああぁ――ッ！」

　まゆりは返事の代わりに歓喜の悲鳴を上げる。

　全身はガクガクと激しく震えており、手足の力が今にも抜けてうつ伏せに倒れてしまいそうだ。

「まだイッちゃ駄目だよ」

　樹は崩れ落ちそうなまゆりの体を支えると、抽送を再開して何度も子宮口を穿っていく。

「あ、あ、ああぁ……んッ！」

　灼熱の楔で容赦なく突かれ、媚肉が甘く痺れて嬉しそうにヒクつく。

　まゆりはすっかり陶酔したように表情を蕩けさせ、先端を擦りつけられるたびに乳房を揺らして喘いでいた。

（今の私、何ていやらしい姿なの……）

　鏡に映る淫靡な光景に恥じらいつつも、まゆりはただひたすら与えられる快楽を貪った。

「今日はもっと君を堪能したい……」

　樹は律動を繰り返しながら、片方の手でたわわな膨らみを揉んでくる。

「あぁ、そんなに……しないで……」

　まゆりは身を捩って逃れようとするも、余計に乳房が揺れてしまい逆効果だった。

「その動き、俺にもっと乱されたいってことでいいのかな？」

　樹はからかうように笑うと、指先で乳首も弄り始めた。

「ああん、もう……無理……ッ！　イッちゃう！」

　まゆりが甘切ない声で訴えた直後、背中を弓なりに反らせて達してしまう。

　その弾みで淫襞が収縮し、埋め込まれた雄肉も屹立を増した。

「く……っ！」

　樹は小さく呻いた直後、わずかに腰を痙攣させて息を乱していた。

「もう、イッちゃ駄目って言ったのに……」

　困ったようにつぶやいたのち、彼はなぜか雁首まで引き抜いてしまう。

「え？　そんな……」

　――よもや、ここで中断してしまうのだろうか？

　まゆりが鏡越しに表情を窺うと、樹は口の端を吊り上げて微笑んだ。

　その瞳にいつもの優しさはなく、獰猛な欲望の色が濃く浮かび上がっていた。

　まゆりは魅入られたように、息を吞んでじっと樹の目を見つめる。

「俺がイクまで続けるから覚悟しておいて」

　それから樹は間髪を容れずに、肉棒を一気に押し進めて激しく突いてくる。

「あぁぁぁ――ッ！」

　達したばかりで苛烈に擦られ、下肢が痛いぐらいに引き攣る。

　だが、今のまゆりにはその痛みすらも気持ちよく、もっとしてほしいとばかりに腰を振り始めた。

　樹は熱い吐息を漏らすと、己のいきり立ちを猛然と突き上げていく。

　すると雄茎はまた一段と隆起し、媚肉に熱さと硬さを知らしめてきた。

「ああっ、細野君……！　すごく熱い……」

　まゆりは全身を戦慄かせて切なげな声でつぶやく。

「新堂さんが俺に快楽を与えてくれたおかげだよ。だから俺も、君にもっとたくさん快楽を与えてあげる」

　樹は優しくささやいたのち、もう片方の手を下肢に伸ばして肉芽を指で擦り上げた。

「ひっ！　あぁぁ！」

　敏感な突起を再び弄られ、まゆりは頬を紅潮させて艶めいた声で鳴く。

　一度に何ヶ所もなぶられたら、またしても絶頂を迎えてしまいそうである。

　だが、樹は愛でるように花芽を撫で回しては、休むことなく熱い雄肉を穿ち続けてくる。

「や、あぁ……ん……！　細野君、そんなにたくさん、されたら――」

「またイッちゃうって？　それじゃあ、好きなだけイっていいよ」

「ひゃ……あぁん……！」

　樹にグリグリと雌核を強く転がされ、まゆりは甲高い声で鳴いて体を震わせる。可憐な尖りも、再び赤く充血していやらしく脈打っていた。

「あぁ、本当に……たまらないな……」

　樹は愉悦の声音で告げると、抽送の速度を更に上げていった。

　勢いを増した屹立は、淫襞の中で一段と硬くなっていく。

「あぁぁん！」

　淫襞を撹拌されながら、乳首や花芽もたっぷり責め立てられ、まゆりは心身共に絶頂の波に呑み込まれる。

　隘路を蹂躙し続ける雄肉もますます怒張して、射精する瞬間を今か今かと待ち侘びていた。

「あ、あ、ああ……」

　まゆりは鏡に向かって恍惚の表情を浮かべ、樹に縋るようにあえかな声で喘ぐ。

「何ていやらしくてかわいいんだ。このまま俺のものにしてしまいたいぐらいだよ……」

　樹はまゆりの姿を愛しげに眺めるが、恍惚の坩堝に溺れていた彼女には聞こえていなかった。

　彼は少しだけ寂しげな表情を見せるも、白い肩に唇を寄せてそっと口づけする。

「あぁっ！」

　舌先が肌に軽く触れた瞬間、まゆりは再び背中を仰け反らせた。

「キスでも感じてくれて嬉しいよ。今度は二人で一緒に気持ちよく昇天しよう」

　樹はもう一度肩にキスしたのち、剛直を一段と強く打ちつけていく。

「ンッ……！　はぁぁ……ぅ！」

　貫かんばかりの勢いで突かれ、欲望の猛りに支配される快感に、まゆりは歓喜に打ち震える。

　樹も荒い息を繰り返しては、止まることなく腰を動かして肉棒を突き上げる。

　やがてまゆりは下腹部の奥から、熱い塊がせり上がってくるのを感じた。

（あぁ、この感じ……。一際強くイク時の感覚だ……）

　続いて快感が全身に広がり、激しい痙攣が始まった。

　更に熟れた媚肉も蠢動を繰り返し、膨らんだ花芽も小刻みに震えている。

「は……ああぁ……ん……！」

　まゆりが感極まった声を上げたのち、今日の情交で一番強い絶頂感が突き抜けていった。

「うッ！　あぁ……ッ！」

　ほぼ同時に樹も短く喘ぎ、獰猛な屹立を大きく脈動させて達した。

　何度も絶頂を迎えた体はついに力尽き、まゆりは四肢を弛緩させてその場にへたり込む。

　樹は熱の引いた男根を静かに抜くと、背後からそっとまゆりの体を抱きしめてくる。

「……好きだよ、まゆり。このまま離したくない……」

　熱情的な声音でささやかれた刹那、胸の鼓動が急激に早まり全身が再び熱を帯びていく。

（今の言葉、本気なの……？）

　名前で呼ばれたのも驚きだが、それ以上に好きと告げられて目を白黒させた。

　今まで一度も好意を向けられた経験のないまゆりは、突然の告白に動揺し返す言葉がなかなか出てこない。

「……ありがとう」

　しばらくの沈黙ののち、ようやく返せたのはその一言だけ。

　初めて好きになった人から、想いを寄せられていたと知って嬉しい。それに、樹のような魅力的で優しい男性に見てもらえたから、今日みたいに綺麗になろうと思い立つことができた。

　だが、どんなに外見を綺麗に磨いても、中身は相変わらず性欲の強いままである。特に今日は、鏡に映る痴態を余すところなく見られたせいか、いつも以上にもっとしたいという欲求が高まっている。

　こうして気持ちよく抱かれるたびに、樹からの愛撫や熱を際限なく求めてしまう自分が怖い。

（こんなこと……細野君に知られたら、さすがに浅ましくいやらしい女だって……引かれてしまうかもしれない……）

　好きな人に冷たい眼差しを向けられるのが怖くて、まゆりは彼の想いに素直に答えることができなかった。

　――それならば、今の関係を続ける方がずっと気が楽だ。

　まゆりはこれでいいのだと言い聞かせるが、そのそばから悩んでしまう自分がいて、胸の奥に痛みが広がっていく。

　それから恐る恐る樹の様子を窺うと、彼は悲しそうに表情を翳らせていた。

　しかしそれも一瞬のことで、すぐに優しく微笑みかけてくる。

「ところで、今のですごく疲れただろう？　良かったら、夕飯はうちで食べていかない？」

「いいよ。そこまでしてもらうの、何だか悪いし……」

「遠慮なんかしなくていいよ。それに、さっきも言っただろう。もっと俺に甘えてほしいって」

　昼間、突然呼び出して付き合ってもらった上に、夕食をごちそうになるなど申し訳ない。

　だが、彼の厚意を無下にするのも悪い気がして、最終的には言葉に甘えることにした。

　まゆりが応じてくれたのが嬉しかったのか、樹はすっかり張り切った様子で素早く服を着直す。

「じゃあ、新堂さんのために美味しい料理を作ってあげるね。できたら声をかけるから、それまでゆっくり休んでいて」

　今度は名字呼びに戻っていた。一体、なぜ樹は急に下の名前で呼んできたのだろうか。

　たくさん達して疲れ切っていたまゆりは、その疑問を考える暇もなく静かに横たわってうたた寝を始めた。

　

　

　二人分の食器と調理器具を洗い終えたのち、樹はソファにもたれて深いため息をついた。

（俺の気持ちは伝わらなかったのだろうか？）

　激しい情交で果てた後、胸に秘めた想いをまゆりに告白した。

　まだ少し早い気もしたが、髪型を変えて一段と美しくなった彼女を見た途端、自分では抑えられないほどの独占欲が込み上げてきたのだ。

　だが、まゆりは樹の告白に対しただ一言、「ありがとう」と返してきただけだった。

　その言葉を聞いた瞬間、樹は今までにないほど深い悲しみが込み上げて、同時に彼女に対して苛立ちも覚えてしまった。

　まゆりに合わせてセフレ関係を続けているが、それももう限界に近い。

　名字ではなく堂々と名前で呼びたいし、毎晩でも彼女を気持ちよく昇天させてあげたいと思っている。

　週に何回かまゆりの分まで弁当を作って持っていくのも、先程のように夕食を振舞ってあげたのも、全ては彼女の心を射止めるためである。

　そこまでまゆりに恋焦がれる男は、恐らく世界で自分一人だけだろう。

　――それなのに、なぜ彼女は頑なに一線を引こうとするのだろうか？

　体の関係を始めてから数週間、少しずつではあるがまゆりも樹に好意を抱いているように見える。

　そうでなければ、髪を切ったその日にわざわざ呼び出して、真っ先に見てもらおうだなんて考えつかない筈だ。

　それに、樹がうっかり妹の名前を出してしまった際、まゆりは訝しむような表情で誰のことかと尋ねてきた。

　本人は否定していたものの、あの反応は間違いなく嫉妬から来るものである。

　そこまでこちらを想っているのなら、このまま恋人同士になっても何も問題はない。

　――何かのせいで、彼女は恋愛に対して臆病になっているのだろうか？

　真っ先に思い浮かんだのは、まゆりが以前所属していた部署の上司のことだった。

　勤務時間が終わるなり、彼はいきなり企画部を訪ねてきては、まゆりに話があるからと空いていた会議室に招き入れた。

　何か嫌な予感がしてこっそり様子を窺うと、君がいなくなって寂しいなどと言って、密室で彼女を抱き寄せようとしていたのだ。

　樹がすぐに助けに行ったから事なきを得たが、もしかしたらあれ以前にも執拗に迫られていた可能性もある。

　あれこれ考えているうちに、その男に対する怒りが湧いてくる。

　まゆりを助けた際、今後彼女に近づいたら許さないと警告したが、あれだけでは足りなかったかもしれない。いっそのこと内部告発でもしてやろうかと思った。

（いや、待て。まだ奴のせいだと決まったわけじゃないだろう……）

　まゆりのことになると、冷静さを失ってしまう自分に、樹は思わず苦笑する。

　まずはまゆりとしっかり向き合い、彼女が抱える不安やトラウマを一緒に乗り越えてあげるのが先だ。

　そうやって、何があっても自分が力になるという姿勢を見せれば、まゆりも自ずと心を開いてくれるだろう。

　自分達が恋人同士になるには、まだまだ時間がかかりそうである。

　それでも樹は、まゆりが素直になって好きと言ってくれるまで、諦めるつもりなど毛頭なかった。






第三章　〜甘く幸せな聖夜〜








　十二月も下旬にさしかかり、世間は本格的なクリスマスムードで賑わっていた。

　そんな中、まゆりは運悪くインフルエンザにかかってしまい、一週間ほど会社を休む羽目になった。

（細野君は元気にしてるかな……？）

　高熱にうなされて寝込んでいる間、まゆりはずっと樹のことばかり考えていた。

　一人で過ごすのが、こんなにも辛いと感じたことは一度もない。具合が悪いから余計にそう思うのだろうが、それだけが理由でないのは明らかである。

　――一人の時間に耐えられないぐらい、自分は樹に恋焦がれているのだ。

　ちょうどその時、ピピッと高い電子音が鳴った。まゆりはすぐに脇の下に挟んでいた体温計を抜く。

　今日の体温は三十七度ちょうど。病院で処方された薬が効いているのか、少しずつではあるが熱は下がってきている。

　だが、頭が重く体がだるいことに変わりはない。

　まゆりは体温計をケースに戻すと、深いため息をついて静かに目を閉じる。

　次の瞬間、樹の姿が脳裏にはっきりと浮かび上がる。

『まゆり、大丈夫？』

　こうしてベッドの中でじっとしていると、妄想の中の樹が優しく微笑みかけてきて、いたわるように髪を撫でてくれる。

　そのたびにまゆりは胸がときめき、もっと触れてほしいと願わずにいられなかった。

『そんなに俺に触れてほしかったんだね。素直に言えたご褒美に、たくさん気持ちよくしてあげる』

　まゆりの願望に応えるように、妄想の中の樹は次々と口づけの雨を降らせては、胸元にそっと手を這わせてきた。

　――これが現実だったら、どんなに良かったことか……。

　樹の柔和な声や肌のぬくもり、そして優しくも淫靡な手つきが、ものすごく恋しくてたまらない。

（細野君に会いたい……）

　樹への想いが強くなるにつれて、同時に不安に似た感情も込み上げてくる。

　体の関係は相変わらず続いていたが、告白された日以来の彼はなかなか達かせてくれず、焦らすような愛撫や抽送を繰り返すようになった。

　しかも今月に入ってからは、忙しいからと言ってすぐに帰ってしまい、まだ一度も抱いてもらっていない。

　優しくはしてくれるものの、樹の様子は明らかにおかしい。まるでまゆりと距離を置こうとしているように感じられる。

　樹がそんな態度を取るようになった原因は、彼の告白を素直に受け入れなかったせいだろう。

　あの時の樹の悲しげな顔が、今も脳裏にはっきり焼き付いている。

　――初めて本気で好きになった人を傷つけてしまった。

　だが、どんなに頑張って綺麗になっても強すぎる性欲に辟易され、いつか捨てられたらどうしようと思い怖くなったのだ。

（私ったら、何て馬鹿なんだろう。細野君の気持ちよりも、自分のことばっかり考えるなんて……）

　このまま樹との関係が終わってしまったらどうしよう――そう考えた瞬間、堰を切ったように涙が溢れてきた。

　深い後悔が押し寄せてくる。今すぐにでも樹に謝りたい。

　まゆりは頭まで毛布を覆うと、声を押し殺してひたすら泣き続けた。

　

　

　まゆりの体調が完全に回復したのは、日曜日のクリスマス当日の朝だった。

　せっかくの休日ではあるが、病み上がりである上に午後から雨が降ると天気予報で言っていたので、今日も大人しく療養に専念すると決め込む。

　ローストチキンなどの重い料理は無理だが、せめてケーキぐらいは食べたい。

　そろそろ食料も尽きかけている頃なので、雨が降ってくる前にスーパーへ買い出しに行くとしよう。

　寝間着からセーターに着替えたところで、玄関のインターホンが鳴り響いた。

　――こんな日に誰だろうか？

　日曜日なので郵便配達は来ないし、通販サイトでも何も頼んでいない。一人暮らしを始めた頃は、父がお節介で家で育てた野菜を送ってきたが、まゆりがいらないと言ってから一切よこさなくなった。

　だとすると、セールスか宗教の勧誘のどちらかに違いない。

　帰るまで放っておこうと居留守を使うが、相手はしつこくインターホンを鳴らしてくる。

　まゆりは渋々玄関まで向かい、扉の覗き窓から外にいる相手を確認する。

（嘘……!?　これって、夢じゃないよね……？）

　立っていたのはこの数日、ずっと会いたくてたまらなかった人物――樹だった。

　嬉しさと驚きが交互に押し寄せる中、まゆりはすぐにロックを外して扉を開けた。

「やあ、具合はどう？」

「もう大丈夫、熱も完全に下がったよ」

「良かった。新堂さんのこと、ずっと心配でたまらなかったんだ。本当は電話かメールでもしたかったけど、無理させたら悪いなと思って」

「そうだったんだ、ありがとう……」

　こうしてわざわざ家に来て、体調を気遣ってくれるということは、まだ嫌われてはいないと判断していい。まゆりはそのことに安堵し胸を撫で下ろした。

「あの、上がってもいいかな？　これ、けっこう重たくて……」

　よく見ると樹はショルダーバッグの他、左手にはエコバッグを提げていた。更に右手には綺麗にラッピングされた大きな袋を抱えている。確かにこれだけ持っていれば重たい筈だ。

「あまり片付いてないけどいい？」

「そんなの気にしないよ」

　親しい間柄とはいえ、異性に部屋の中を見られるのは少し恥ずかしい。しかし、こうして会いに来てくれたのが嬉しかったので、まゆりは迷わず樹を中へ入れた。

「あまり広くないけど、どうぞ入って」

「ありがとう。それじゃあ、お邪魔します」

　まゆりを気遣ってくれているのか、あるいは本当に気にしていないのか、山積みになったＴＬ作品を目にしても樹は何も言わなかった。

　汚いと揶揄されずに済んで安堵していると、ラッピングされた大きな袋を渡される。

「はい、これ。君にクリスマスプレゼント」

「私に？」

　よもや自分へのプレゼントだとは思わず、まゆりは驚いて目を丸くする。

「他に誰がいるんだよ？」

「うん、そうだね。ありがとう」

　樹からのプレゼントを受け取ると、まゆりはリボンを解いて袋を開けた。

　中から出てきたのは大きなイルカのぬいぐるみ。しかも色は大好きなピンク色である。

「わぁ、かわいい！　本当にもらっちゃっていいの？」

「もちろんだよ。前にイルカが好きだって言っていただろう？」

　樹が好きな動物を覚えていてくれたのが嬉しくて、まゆりは胸の奥がジンと熱くなる。

「ありがとう、細野君。大切にするね」

「気に入ってもらえて良かった」

　まゆりが喜ぶ姿を満面の笑みで見届けた後、樹はエコバッグを持ってキッチンへ向かう。

「キッチン借りるよ」

　それから彼は次々とバッグの中身を取り出していった。

　じゃが芋に人参、玉ねぎに豚肉、牛乳にコーンの缶詰、そしてシチューの素。今から本格的に料理を始める雰囲気である。

「細野君。もしかして、シチュー作るの？」

「そうだよ。寝込んでいた間、大したもの食べられなかっただろう？　だから俺が作ってあげるよ。そのために来たんだから」

「ありがとう。でも、どうして私のためにそこまで？」

　――自分のような人間が、ここまで優しくしてもらうほどの価値があるとは思えない。

　まゆりが動揺と困惑を隠せずにいると、樹は小さくため息をついて食材を置いた。

「細野君？」

　急にどうしたのだろうと首を傾げていると、樹は真摯な面持ちでそばへ歩み寄ってくる。

　情交時のような、艶めいた眼差しを向けられているわけでもないのに、まゆりはひどく落ち着かない気分になり動悸も激しくなる。

　樹はあるかなしかの笑みを浮かべ、おもむろに口を開いた。

「そんなの決まってるだろう。君のことが本気で好きだからだよ、まゆり」

　名字ではなく名前で呼ばれ、まゆりの胸は高鳴りを増していく。

　樹の言葉が本気であることは、彼の口調や表情からはっきりと感じられた。

　今度こそまゆりも彼の想いに応えたい。しかし、以前好きだと言われた時に一線を引いてしまった負い目から、またもや心が大きく揺れてしまう。

「……私なんかでいいの？　細野君と違って何の魅力もないし、ただ性欲が強いだけだよ？」

　自嘲気味に問いかけるまゆりに、樹は優しく抱きしめてくる。

「だから、そうやって自分を過小評価するなよ。俺が今まで見てきた中で、君は一番魅力的な女性だ」

「細野君……」

　まゆりにとって、これほどまでに嬉しい褒め言葉はない。感激のあまり目頭が熱くなる。

　樹は一旦体を離すと、まゆりの両肩にそっと手を置いた。

　たったそれだけで体が早くも熱くなり、もっと触れられたいという願望が湧いてくる。

「まゆり、君の気持ちはどうなの？」

「私は――」

　細野君のことが好き――自分の想いを素直に告げたいが、なかなか声に出すことができない。

　だが、樹は決して返事を急かすようなことはせず、慈しむような眼差しを向けて語りかける。

「前からずっと感じていたんだけど、何か不安みたいなものを抱えているんだよね？　もし嫌でなければ話してくれないかな？　それが原因で苦しんでいるなら、俺と一緒に乗り越えよう。まゆりの力になりたいんだ」

　言い終えると同時に樹は、まゆりの手を優しく包み込む。

　どうやら樹には何もかもお見通しらしい。

　アダルトグッズを目にしても、彼は決して侮蔑の眼差しを向けてこなかった。そればかりか、何も悪いことではないと言ってくれた。

　――そんな樹になら、全て話してもきっと大丈夫だ。

　まゆりは緊張しつつも意を決して口を開く。

「私、他の同級生よりも胸の成長が早かったの。そのせいで男子にからかわれたり、時には触らせてと言われたりすることもあって……。それからすっかり自分の体にコンプレックスを抱いて、性格も内気になって恋愛も怖くなっちゃって……」

　それでいて性欲だけが盛んに増すばかりで、そのことを異性に知られたら軽蔑されるのではないかと恐れ、ますます内向的になっていった。だから樹から好きだと言われても、まゆりは自信が持てず受け入れることができなかった。

　全て打ち明け終えたところで、樹は再び優しく抱きしめてくれる。

「ずっと一人で悩んでいたんだね。だけど、もう大丈夫だよ。どんな君でも絶対に手放したりしないから」

　言い終えると同時に樹はそっとキスしてくる。

　愛が込められた優しい口づけに、まゆりは感極まって涙を流す。

　唇が離れたところで、二人は互いを見つめて微笑み合った。

「好きだよ、まゆり。初めて見た時からずっと、俺は君に恋焦がれていたんだ」

「私も、細野君のことが好き……！」

　まゆりは愛の言葉を告げると同時に、樹の体を愛しげに抱き返した。

　それからまた、どちらからともなく唇を重ねる。

　互いへの愛を確かめるように、二人は何度も舌を絡ませては、甘く濃厚な口づけを交わしていく。

　これまでにも何度か口づけされたが、こんなにも最高のキスは今日が初めてである。その理由は間違いなく、互いの想いが通じ合ったからだと確信した。

　唇が触れ合うたびに胸の高鳴りは増していき、樹に対する愛しさもますます込み上げてくる。

　長い口づけが終わったところで、まゆりは頬を赤く染めて恥ずかしげに微笑んだ。

「寝込んでいる間もずっと、細野君のことばかり考えていたの。細野君の声が聞きたいとか、いっぱい触れられたいとか。あと、エッチなこともされたいって……。恥ずかしい話だけど私、細野君じゃないと感じないの」

　つい赤裸々なことまで告白してしまったが、樹は決して馬鹿にしたりせず「俺もだよ」と、満面の笑みで返してくれた。

「この一週間、俺もずっとまゆりのことばかり考えていたよ。こうして声を聞いたり触れたりしたくてたまらなかった。本当に俺は君なしではいられないって、改めて実感したんだ。だから今日は俺にとって人生最高の日だよ」

　樹はまゆりの顔に次々と口づけの雨を降らせては、もう離さないとばかりに一際強く抱きしめる。

「次は俺の話を聞いてもらっていいかな？」

「うん、もちろん」

　樹に悩みを聞いてもらったので、今度は自分が聞いてあげる番だ。

　まゆりが素直にうなずくと、樹は遠慮がちに話を切り出した。

「君を初めて抱くまで、俺もほとんど毎晩オナニーしてたんだ。その際、必ず君のことを思い浮かべながら……。時には乳房を模したアダルトグッズも使ったよ。それを君の胸だと妄想しながら、揉んだり乳首を吸ったりして……」

　告白するうちにだんだん恥ずかしくなったのか、最後の方は今にも消え入りそうなほど声が小さくなっていた。

　一通り話を聞いたまゆりは、樹が自慰行為に耽っている光景を思い浮かべてみる。

　普段はクールな樹からは、とてもそんなふしだらな姿は想像できないが、かといって嘘を言っているようには見えない。

（でも、元々かっこいい細野君だから、きっとすごくセクシーなんだろうな……）

　考えただけでドキドキすると同時に、下肢の中心が淫靡に疼き始めた。

　まゆりが何も言わないのを見て、樹はますます決まりが悪そうに視線を逸らす。

「やっぱり驚いているよな。こんなこと知られたら、俺の方こそ軽蔑されるんじゃないかと思って、ずっと言えずにいたんだ。それに、君の前では完璧な男でいたかったから……」

「どんな細野君でも私は好きだよ。だって、私のことを初めて受け入れてくれた人だから」

　まゆりが愛を込めて強く抱きしめると、樹は感極まった様子で抱き返してくる。

「ありがとう、まゆり。俺も、どんな君でも好きだよ」

　その後も二人はしばしの間、幾度となく甘い口づけを交わすのだった。

　

　

　樹が作ってくれた具だくさんのシチューは、今まで食べた料理の中で一番美味しかった。

　もちろん樹の料理の腕が上手だからだというのもあるが、やはり何よりも彼の優しさや愛情が込められているからだと、まゆりは食べながら実感する。

　それから食後の片付けをはじめ、掃除や洗濯も全て樹がやってくれた。

「ありがとう、細野君――じゃなくて樹君。何から何まで色々とやってくれて。それにシチューもすごく美味しかったよ。また作ってもらってもいい？」

「まゆりのためなら俺は何でもするよ。もう恋人同士なんだから、これからもどんどん俺に甘えて」

「うん」

　まゆりはほんのり頬を赤らめて、樹の言葉にこくりとうなずく。

　樹と恋人同士になった今、もう何も思い悩む必要などない。これからは彼とたくさん好きなことをして、色々なことを共に楽しんでいきたい。

「他に何かしてほしいことはある？」

　樹には充分すぎるほど色々してもらった。感謝してもしきれない。

「もう充分してもらったから大丈夫だよ。本当にありがとう」

　だが、礼を言ったところである考えが脳裏に浮かび、まゆりはすぐさま今の言葉を撤回する。

「やっぱり、一つだけお願いしていい？　というか、これは樹君にしか頼めないことなんだけど……」

「いいよ、何でも言って」

　まゆりに頼られるのが嬉しいようで、樹は笑顔で快く応じてくれた。

　そんな優しい笑顔を見せられると、本当にこんなことをお願いしてもいいのかと、急にやましい気分になってくる。

　だが、頼んでしまった以上は取り消すわけにいかず、まゆりはためらいながらも言葉を紡いでいく。

「あのね、今から……抱いてほしいの……」

「今日は駄目だよ、君はまだ病み上がりなんだから。また元気になってからね」

　樹は優しく諭すとまゆりの髪をぽんぽんと撫でる。

　そうやって気遣ってくれるのは嬉しい。しかし、今日ばかりはまゆりも引き下がるつもりはなかった。

「私ならもう治ったから大丈夫だよ。熱だって昨日の時点で下がっていたし。それに私、ずっと触れてほしくてたまらなかったんだから。樹君だって、私に触れたかったって言ったじゃない」

「確かにもっとまゆりに触れたいし、たくさん気持ちよくさせてあげたいよ。だけど、君に無理はさせられない。だから今日はこれで我慢して」

　聞き分けのない子供をあやすように、樹は何度も髪を撫でては口づけしてくる。

　これだけでは物足りない。感じるところを淫らに触れられて、気持ちよく達かせてほしかった。

「お願い、樹君。今月に入ってから、まだ一度も抱いてもらってないから、これ以上待つのは限界なの」

　まゆりは樹に強く抱きつくと、縋るような眼差しを彼に向ける。

「……そうだね。確かに今月はまだ一度も抱いてなかったね……」

　これ以上諭しても、まゆりを説得するのは無理だと判断したらしい。樹は諦めたようにため息をつくと、口元にわずかな微笑を浮かべた。

「わかった、まゆりの望みを叶えてあげるよ。だけど、無理はさせたくないから最後まではしないよ」

「ありがとう、樹君」

　まゆりは満面の笑みを見せると、背を伸ばして樹の唇にそっとキスをする。

「全く……」

　言葉では呆れていたものの、まゆりに口づけされて嬉しそうに見えた。

「あっ、それでね。今日はいつもと違うプレイをしてみたいんだけど……」

「いいよ、どんなプレイがしたいの？」

「えっとね……」

　まゆりは恥ずかしさを堪えて樹にそっと耳打ちする。

「まゆりもなかなか良い趣味してるね。いいよ、やろう。今から買ってくるから、部屋の中を充分に暖かくしておいて」

　まゆりの話を聞いた樹は、すっかりやる気になったようで、その眼差しは色気に満ちていた。

　

　

　樹はものすごく上機嫌で、ホイップクリームを作っていた。

　以前読んだＴＬ作品の影響で、まゆりはクリームを使った情交に興味を持ち、やってみたいと思い立ったのだ。

　その旨を告げた時は、さすがの樹も引くのではと覚悟したが、甘いものが好きだからか意外と乗り気な姿勢を見せてくれた。

　――彼のことだから、きっと美味しそうに舐めるに違いない。

　想像しただけで全身が粟立ち、まゆりはうっとりと微笑んだ。

「まゆりったら、まだ始めてもいないのにいやらしい顔して」

　不意に、すぐ近くで声がしたのでまゆりは意識を現実に引き戻し、慌てて顔を上げる。

　クリーム入りの絞り袋を持った樹が、可笑しそうに笑いながらこちらを見下ろしていた。

「そんな君も本当にかわいいよ。それじゃあ服を脱いで。それとも、俺が脱がせてあげようか？」

「じ、自分で脱ぐからいい……！」

　立て続けにからかわれたのが恥ずかしくて、まゆりはごまかすように急いでセーターを脱いだ。

　するとまた、樹がクスクスと笑う気配がして、ますます決まりが悪くなる。

（そんなに笑わなくてもいいのに……）

　だが、こうやって意地悪されるのも満更でもない。

　樹も一糸まとわぬ姿になったところで、艶めいた声音でささやきかけてくる。

「綺麗にデコレーションしてあげるね」

「うん……」

　まゆりが小さくうなずくと、樹はホイップしたクリームを絞り乳房を飾り立てていく。

「ひゃっ……！」

　まゆりはひんやりとした感触に驚き、悲鳴に似た声を上げて体をビクンと震わせた。

　その際、クリームがわずかに飛び散ったものの、事前に床にバスタオルを重ねて敷いていたおかげで汚れずに済む。

「ほら、じっとしてて。上手くデコレーションできないよ」

「ごめん……」

　まゆりが大人しくなったところで、樹はデコレーションを再開する。

「ん……」

　乳房にクリームが乗せられていくのを見ているだけで、ひどくいやらしい気分になり胸の奥が妖しくざわついた。

（あぁ、何だか……いつもよりドキドキする……）

　自分で提案しておきながら、急激に羞恥心に襲われて、まゆりはたちまち頬を紅潮させる。その一方で、樹にじっくり舐られることに対する期待が込み上げてきて、体の芯が淫らに疼いた。

「ホールケーキみたいでとっても美味しそう。乳首なんかは飾りの苺そのものだ」

　樹は舌なめずりすると、クリームの隙間から覗く乳頭にそっと触れた。

「あぁっ」

　まゆりは小さく喘いで体を震わせた。同時に乳房もふるふると揺れて、樹の欲情を一段と煽る形となる。

「さて、クリームが溶ける前に舐めてしまおうか」

　樹はすぐさま乳房に顔を近づけて、クリームを味わうようにじっくり舐り始めた。

「あ……あぁ……」

　濡れた舌が肌に触れた瞬間、まゆりは艶めいた嬌声を上げて身震いする。

「本物のケーキより美味しい。買わなくて良かった」

　樹は喜悦の面持ちで乳房を舐めては、たわわな膨らみに口づけの雨を降らせた。

「あんッ！」

　口づけの痕を刻まれるたびに軽い痛みが走るも、体はその感覚にも快楽を覚えて疼いてしまう。

　その後も赤い印をたくさんつけられ、まるで肌の上に花びらが散りばめられているようになった。

「まゆりの胸、花びらでデコレーションされているみたい」

　樹は彼女の胸元を陶然と眺めると、残りのクリームを舐めとっていく。

「ひ……やぁ……ぅん！」

　こうして舐められているだけで徐々に感度は上がり、まゆりは喜悦の面持ちを浮かべて体を波打たせた。

　今は羞恥心よりも淫欲の方が強く、もっと乱されてしまいたいという願望が湧き起こる。

「樹……君……。もっと……して……」

　まゆりが甘えるような声で懇願すると、樹は心底嬉しそうに微笑んだ。

「君の方からねだってくるなんて、よっぽど俺に飢えていたんだね。いいよ、いっぱいしてあげる」

　彼は胸の頂に軽くキスしたのち、乳輪ごと口に含んで舌先で撫で回した。

「あ……はあぁ……」

　くすぐるように優しく転がされ、まゆりは悩ましげな嬌声を上げて仰け反りを強める。

　チロチロと舐められている乳頭は、瞬く間に赤みを帯びて硬く膨らんでいった。

　樹は屹立した突起に軽く歯を立てて、味わうように強く吸いついた。

「あっ！　やぁぁッ！　駄目ッ、噛まないで……！」

　甘噛みされたことで胸の頂に痛みが走り、まゆりはかぶりを振って悲鳴を上げる。

「ごめんね、痛かった？　まゆりの乳首が甘くて美味しいからつい」

　言葉とは裏腹に樹は悪びれる様子もなく、執拗に乳頭を吸い立ててはいやらしく舐る。

「あ……ん……」

　ちゅぱちゅぱと吸われるたびに、胸の先端に生じた甘い痺れが快感となって、瞬く間に全身に広がっていく。

　それだけに留まらず、下肢の中心が尿意に似た疼きを帯びて、下腹部の奥もじわじわと熱くなる。

「は……あぁぅ……」

　まゆりの口から煽情的な声が漏れると同時に、汗ばんでほんのり紅潮した肢体も甘いフェロモンを漂わせていた。

　それが樹の欲望を更に掻き立てたようで、乳首への愛撫もより淫らで激しいものへと変化する。

「あっ、あぁぁん！」

　まゆりの嬌声も一段と甲高くなり、全身の仰け反りも大きくなっていった。

　樹はますます悦に入ったようで、巧みな舌戯や甘噛みで乳首に刺激を与えては、まゆりを絶え間なく翻弄する。

「ひっ、あぁん……！」

　得も言われぬ快楽が背筋を駆け抜け、下肢全体に更なる淫靡な疼きを与えていった。

　花唇全体が早く触れてほしいとばかりに、ヒクヒクと蠢動している。おまけに粗相でもしてしまったかのように、すでに淫蜜が濡れそぼっているのがわかった。

　この痴態がひどく落ち着かなくて、今すぐにでも指で掻き乱してほしい。

「樹……君……」

　まゆりは淫らな期待を胸に、甘えるような声で呼びかけてみる。

　しかし樹の耳にその声は届かなかったのか、あるいは聞こえないふりをしているのか、相変わらず乳首を吸い続けている。

「ねえ、樹君……。お願い……」

　まゆりは再度呼びかけてみるも、やはり返事はない。どうやらこちらを焦らそうとしているらしい。

　たくさん甘えてほしいと言っておきながら、こちらがそうした途端になぜか意地悪をしてくる――矛盾する樹の言動に、まゆりはすっかり困惑してしまう。

「どうして……意地悪するの……？」

「言わなきゃわからない？」

　樹は舌戯を中断すると、人の悪い笑みを向けてくる。

「わからないよ」

　心当たりのないまゆりはそう返答するしかない。

　樹は小さくため息をついたのち、まゆりの疑問に答えてくれる。

「君のこと好きだって言ったのに、すぐに受け入れてもらえなかったんだ。少しぐらい、仕返ししたっていいだろう？」

「もしかして、先月なかなかイカせてくれなかったのは、それが理由なの？」

　告白された日以来も、樹はまゆりの要求に応じて抱いてくれたものの、どこか投げやりに感じられた。その上、今月に入ってから抱いてもらえなかったので、もう体の関係を続けたくないと暗に告げられているのかと思ってしまった。

　だが、そうやってわざとまゆりを焦らすことで、樹は自身の悲しみを訴えていたに違いない。

「そうだよ。今日までずっと、俺はどれだけやきもきさせられたことか……」

　そう語る樹の目には悲しみの色が宿っていた。それほどまでに彼は、まゆりに一途だったのだと改めて実感する。

（それなのに私は、こんなにも樹君を待たせてしまうなんて……）

　心の底から申し訳なくなり、まゆりは胸の痛みを覚えた。

「樹君、ごめんなさい……。私ったら、自分が傷つくことばかり怖がってて……」

「うん、いいよ。やっと俺の気持ちが伝わったし、まゆりからも好きって言ってもらえて嬉しいから」

　謝るまゆりに樹は優しく微笑むと、愛しげにギュッと抱きしめてキスをする。

「んっ……」

　愛が込められた抱擁と口づけに、まゆりは感極まってたまらず涙をこぼした。

　――彼はこれほどまでに、自分を愛してくれているのだ。だから自分はそれ以上に、彼を全力で愛そう。

　甘い口づけを交わしながら、まゆりは心の中で強く決意する。

「ほら、泣かないで」

　樹はまゆりの髪をそっと撫でて、溢れる涙を拭うように眦にも口づけていく。

　その手つきや唇の感触が心地良く、まゆりは喜びから自然と笑顔を浮かべた。

「さて、君を焦らしてしまった分、下もしっかり愛してあげないとね」

　樹は再度まゆりの唇にキスしたのち、両脚を大きく開かせて割れ目をそっとなぞった。

「あ……あぁ……」

　まゆりは甘切なく鳴いて下肢を引き攣らせる。

　樹の愛撫を待ち望んでいた恥裂は、軽く触れられただけで嬉しそうにヒクつき、はしたなく淫蜜を滴らせていた。

「こんなに俺に触れてほしかったんだ。待たせてしまってごめんね」

　樹は慰めるように雌核を指の腹で撫で回す。

「あぁぁ……んッ！」

　今まで何度も指戯で達かされたせいか、肉芽はほんのわずかな愛撫で敏感になり、まゆりの全身に甘い快感をもたらした。

　しばらく突起を弄り続けたのち、樹はふと動きを止めてじっと花唇全体を見つめる。

「樹君？」

　恥ずかしい部分に熱い視線を注がれ、まゆりは顔を一気に紅潮させる。同時に下腹部の奥も疼き、全身がたちまち熱く火照っていく。

「せっかくだから、ここも味わってみようかな」

　樹は舌なめずりしてみせると、今度は膨らんだ花芽にもクリームを絞り始めた。

「ひゃぁっ！　樹君、そこは……駄目……！」

　まゆりが身を捩って逃れようとするも、樹は意に介さずデコレーションしていく。

「あぁ……いや……」

　愛蜜と混じり合って、淫らな光景になっているに違いない。想像しただけでまゆりの羞恥心は急上昇し、それに比例するように体の疼きも増した。

「ふふっ、とても美味しそうになったよ」

　樹は恍惚の笑みを浮かべてつぶやくと、淫蜜とクリームにまみれた花芯に舌を這わせ始める。

「はぁぁぁん！」

　まゆりは甲高い嬌声を上げて激しく身悶えた。

　指とは違う柔らかい感触に、花唇は歓喜に震えて新たな蜜を溢れさせる。花芽もますます赤く膨らみ、小刻みに痙攣していた。

「こんなにヒクヒクさせてかわいいね。こうやって舐められるのも気に入った？」

　敏感な突起を丹念に舐りながら、樹は意地悪な言葉で責めてくる。

「あぁぅ……」

　まゆりは何度も身震いしては悩ましげに喘いだ。

　恋人同士になった今、淫らな言葉をささやかれることにも快感を覚え、これまで以上に反応してしまう。

　その影響で花唇はいつも以上に戦慄き、全身には絶え間なく甘い官能の疼きが突き抜けていく。

　樹はその様子を愉しむように、夢中になって淫靡な舌戯を続けた。

　可憐な尖りをたっぷり転がされ、下肢全体に快感が生じてじわじわと熱が込み上げてくる。

「まゆりの蜜、すごく甘くて美味しいよ。こんなに甘いとわかっていれば、もっと早く味わいたかったな」

　樹は陶然とつぶやきながら、次々と溢れる淫蜜を美味しそうに口に含む。

「あ、甘いのは……クリームを塗ったから……でしょう……？」

「ううん、この濃厚な甘さは間違いなく、まゆりの蜜の味だよ。これならデコレーションする必要なんてなかったかもね」

　そう言いつつも樹は、甘い味を堪能するように執拗に舐っては、花芽を優しくくすぐっていった。

「あぁぁッ！」

　まゆりは歓喜の嬌声を止められなくなる。

　肉芽は更に膨らみを増して、ドクドクと脈動している。その様子はまるで、早く絶頂を迎えたいというまゆりの欲望を表しているように見えた。

「クリトリスもずいぶん敏感になったね。俺の愛撫でここまで気持ちよくなってくれて、とても嬉しいよ」

　まゆりを淫獄へと突き落とすように、樹は雌核を集中的になぶっていく。

「あぁっ……ああん……！　樹君、もう……しないで……！」

　まゆりはすかさず悲鳴に似た声で懇願するが、樹は一切聞き入れることなく舌を這わせ続けた。

　苛烈な愛撫に全てを奪われてしまいそうで怖い。

　しかし、まゆりの体と心は甘い快感を求めるように、疼きを増すばかりである。

「や……あっ……んッ！　もう駄目、本当に……おかしくなる……ッ！」

「それでも構わないよ。どんな君でも、ずっとずっと愛し続けるから」

　樹は優しく告げたのち、花芽にそっとキスを落とす。

「あぁ……ンッ！」

　過敏になった雌核は、柔らかい口づけだけで感じてしまい、すぐさまビクビクと身震いする。

　悩ましげに喘ぐまゆりの煽情的な姿に、一段とそそられた樹は花唇に口づけの雨を降らせていく。

「あっ、んっ！」

　柔らかい唇が触れるたびに、まゆりは甘い嬌声を上げては体を跳ねさせる。花芯も嬉しそうに更にヒクついては、愛蜜を止め処なく滴らせていった。

「愛しているよ、まゆり。今も今までもこれからもね」

　樹は陶然とささやくと、官能の滴りごと雌核を強く吸い上げた。

「あッ！　ああッ……あぁぁんッ！」

　体の火照りが急上昇すると同時に、まゆりの鼓動も一気に早くなる。

　その直後、快楽の波が一気に押し寄せてきて、彼女は激しく身悶えながら大量の蜜を噴き出した。

「は……あぁ……」

　樹のすぐ目の前で痴態を晒しつつも、そのことに対する羞恥心は微塵も湧いてこない。むしろ心の中は、気持ちよく昇天できた悦びでいっぱいだった。

　まゆりは官能の余韻に浸りながら、感極まった様子でため息をつく。

「どう？　気持ちよくイケた？」

　唇についた淫蜜を舐めとったのち、樹は艶めいた面持ちで問いかけてくる。

　その仕草が煽情的で、まゆりは頬を染めて見惚れてしまう。

「どうしたの？　そんなに真っ赤になって」

　どうやら本気でわかっていないらしく、樹は首を傾げて不思議そうに訊き返す。

「ううん、何でもない。その、樹君に……舐めてもらって、すごく……気持ちよかったよ。ありがとう」

　まゆりが恥じらいながら返答すると、樹は満足げに微笑んだ。

「それは良かった。それじゃあ、次はまゆりが舐める番だね」

　樹は嬉しそうに声を弾ませながら、今度は自身の昂りにクリームを乗せていった。

　まゆりはその淫猥な光景に釘付けになり、つい先程達したばかりだというのにまた疼いてしまう。

「たくさん味わってね」

　樹から艶めいた声音でささやかれ、まゆりは胸を高鳴らせて肉茎を舐り始める。

　クリームの濃厚な甘い味が、瞬く間に口の中に広がっていく。

　――何て美味しいのだろうか。

　雄肉が極上のスイーツのように感じられ、途端に幸せな気分が込み上げてくる。

　まゆりがねっとりと舌を絡めていくと、肉棒は屹立を増して熱く疼いていった。

「あ……ぁ……」

　同時に樹も短く喘いで腰を引き攣らせた。

　愛撫を始めてすぐに、これほど反応を示してくれるので、相当飢えていたのだと推測する。

　樹をもっと感じさせようと、まゆりは亀頭から肉竿にかけて優しく丹念に舐る。

「ふ……ぅ……」

　その刹那、樹は熱っぽい息を吐いて顎を仰け反らせた。

　雄肉はもっと舐めてほしいという風に、先端をヒクつかせて先走りを滴らせていた。

　まゆりはその透明な粘液も一緒に味わうように、鈴口の裏も舐め回しては時折軽く吸い立てる。

　甘い刺激を受けた剛茎は、歓喜に震えて更に屹立し熱を増していった。

「いいよ、まゆり……。すごく……気持ちよくて、最高に滾ってくる……」

　樹の上擦った声を聞いて、まゆりの劣情は一段と掻き立てられていき、舌遣いもより淫靡なものになる。

　すると欲望の猛りは舌戯に応えるように、口腔内でより硬く勃ち上がった。

　硬さと熱さを増した雄茎を感じて、まゆりはますます胸を高鳴らせる。

　以前、あんなにも恥ずかしかった舌での愛撫が、今では自分でも快楽を覚えてしまうほどである。その理由はきっと、樹と恋人同士になり彼を心から愛しているからだ。

　考えただけで胸が感動に満ち溢れ、まゆりは熱心に愛撫を続けていった。

「あぁ、まゆり……。もう……たまらないよ……」

　樹はすっかり快感に酔いしれた様子で、全身を震わせては欲望の猛りを怒張させていく。

　――彼がこんなにも喜んでくれている……。

　口いっぱいに広がる雄肉の熱を感じて、まゆりも恍惚の表情を浮かべてため息をつく。

　すっかり感極まったまゆりは、肉竿の太い血管を舐り上げていった。

「ン……ッ！」

　樹は悩ましげに喘ぎ、腰を大きく痙攣させて雄茎を膨張させる。どうやらここを舐められるのが一番気持ちいいようだ。

　このまま樹を気持ちよく昇天させるべく、まゆりは彼の感じるところを重点的に愛でていく。

　鋭敏な部分を舐られることで、いきり立った肉棒はビクンと大きく跳ねて、先端を嬉しそうに痙攣させる。

　いやらしくも官能的なその感覚に、まゆりも情欲を盛んに掻き立てられて、忙しなく舌を這わせ続ける。

「はぁ……はぁ……」

　気付けば樹は完全に余裕をなくした様子で、荒い呼吸を繰り返していきり勃ったものを奮わせていた。

　彼の熱い奔流を全て受け止めようと、まゆりは肉棒を深く咥え込んで裏筋を舐め続けた。

「う……っ！」

　不意に、樹の口から苦悶に似た声が漏れる。

　それが射精の前触れだと悟った瞬間、まゆりの胸はますます高鳴り劣情も大きく膨れ上がる。

　その後も愛でるように舌を這わせていくと、雄茎は一際大きく脈動を開始した。

「まゆり、もう……イク……ッ！」

　樹が全身を激しく痙攣させたのち、雄の精を勢いよく迸らせる。

（あぁ、樹君の……熱い愛がいっぱい……）

　独特の苦味のする白濁を、穢れたものだとは微塵も感じなかった。

　まゆりは熱い飛沫を受け止め、味わうようにゆっくりと嚥下していく。

「まゆり、もう離していいよ」

　樹から優しく声をかけられるが、まゆりは無視して射精が終わるまで離さなかった。

　絶頂に達して満足したのか、肉茎は口腔内で少しずつ衰えていく。

　その感覚にも愛しさを覚えたまゆりは、離すのが名残惜しくてしばらく口に含んでいた。

「ほら、まゆり。いい子だからもうおしまい」

　再度、促すような口調で樹に声をかけられ、まゆりはようやく雄肉を解放してあげる。

「何も無理に飲み込まなくても良かったのに」

「無理なんかしてないよ。それに、樹君のだから少しも嫌じゃない」

　まばゆいばかりの笑顔を見せて、まゆりは樹に強く抱きついた。

　その際、豊満な膨らみが胸板に押し付けられる形となり、樹はやや困惑気味にうろたえる。

「ちょっと、まゆり。イッたばかりでこんなことされたら――」

「いいじゃない。ずっとこうしたかったんだから」

　素直になろうと決めたまゆりは、欲望を抑えようとする樹に構わず無邪気に甘える。

「全く……」

　樹は苦笑しつつも満更でもないようで、まゆりを突き放すことなく優しく抱き返してきた。

「俺達、すっかり体がベタベタだね。お風呂に入って綺麗にしようか」

「嫌。私、もっと樹君と気持ちいいことしたい」

　まゆりは樹を誘うように更に乳房を押し付けるが、今度ばかりはたしなめられてしまう。

「駄目だよ。今日はまゆりに無理させたくないから、最後までしないって約束しただろう？」

「え～、でも……」

　体は快楽を求めて未だに疼いており、このまま終わらせたくなかった。

　しかし、樹と事前に約束を交わした以上、ここは素直に引き下がるしかない。

　まゆりが肩を落としていると、樹は優しく笑ってあやすように髪を撫でてくれる。

「そんな悲しそうな顔しないで。年末年始は泊まりに来てあげるから。その時にたくさん気持ちいいことしよう」

「本当!?」

　年末年始は樹と二人きりで過ごせる――考えただけで心が浮き立ち、まゆりは表情を輝かせた。

「ああ、もちろんだよ。きっと良い年越しにしてあげるから」

「約束だよ」

　それから二人は誓いを交わすように、抱き合って何度も甘い口づけを繰り返した。

　

　

　樹は湯船にゆったりと浸かりながら、今日一日の出来事を振り返っていた。

　まゆりの家でも風呂を借りたが、夕方から気温が下がった影響で家に着く頃にはすっかり体が冷えたため、もう一度入ることにした。

　それに、もしここで風邪を引いてしまったら、まゆりとの約束を果たせなくなってしまう。そんな事態になるのは避けたかったので、今のうちにしっかり体調を整えておこうと考えたのである。

　――今日は彼女のおかげで最高のクリスマスになった。

　ずっと想い続けてきた女性から、ようやく好きと言ってもらえたのだ。これほど嬉しいことはない。

　イルカのぬいぐるみを渡した際、まゆりは心の底から喜んでくれた。彼女の笑顔はとびきり素敵なもので、帰ってきて時間が経った今もはっきり脳裏に浮かんでくる。

　それだけで、クリスマスにちゃんと渡せて良かったと実感する。

　しかしその一方で、幸せそうにぬいぐるみを抱きしめるまゆりを想像すると、複雑な感情も芽生えてしまう。

（参ったな。自分がプレゼントしたぬいぐるみにも嫉妬するなんて……）

　我ながら情けないと思うが、それほどまでにまゆりを独占したくてたまらないのが本音だった。

　今日は病み上がりのまゆりを気遣い、どうにか己の欲望を抑えられたものの、もし普通に元気だったら何度も達かせていたところである。

　――それにしても、彼女がああいうプレイに興味があったとは……。

　クリームでデコレーションした美しい肢体は、どんなスイーツよりも蕩けるように甘かった。

　チョコレートをはじめ甘いものが好きな樹には、この上なくたまらないプレイだった。それが愛するまゆりとかけ合わさったことで、今日の情交はいつになく最高のものに感じられ、自分でも思いがけず瞬く間に達してしまった。

（今度はお互いの誕生日にするのもいいな……）

　バースデーケーキを食べる代わりに、互いの感じる所をたっぷり舐め合うのだ。

　その場面を思い浮かべた瞬間、股間が熱を帯びて肉棒が硬くなり始める。

　性欲が強いとまゆりは自嘲していたが、それは樹も同じである。

　いや、むしろ自分の方が上かもしれない。何せこうして離れていてもずっと、彼女のことばかり考えているのだから。

　またいつものように、まゆりにされている場面を妄想しながら抜こうと思ったが、今日は彼女に我慢を強いたので耐えることにした。

　それから少しでも気を紛らわせようと、樹は意識を年末年始に向けた。

　まゆりと一緒にお節料理を作ったり、初詣に行ったりするのだ。もちろん、気持ちいいことだってたくさんする予定である。

　考えれば考えるほど、休みに入るのが待ち遠しくてたまらない。

　――きっとまゆりも今頃、自分と同じことを考えているだろう。

　その証拠に樹が帰る間際、まゆりは頬をわずかに赤らめて、「今度はいっぱいしようね」と言ってきた。

　あんな風にかわいく言われただけで、樹の体と心は即座に反応を示してしまいそうになった。そして今もまた、雄茎はじわじわと滾りつつある。

（あぁ、ヤバイな……。思い出しただけでまた――）

　このままでは欲望を抑えられないどころか、ますます盛んになり戒めが徒労に終わりそうだ。

　風呂から上がれば体も冷めて、少しは股間の熱が引くかもしれない。

　樹はすぐさま浴室を出て服を着るが、その後もなかなか治まってくれず苦悶の夜を過ごす羽目になった。










第四章　〜二人だけの秘密のウェディング〜








　甘く濃厚な年末年始を過ごしたことで、まゆりと樹は一段と仲を深めていった。

　年明け早々、自分達が正式に恋人同士になったことが知れ渡り、社内では完全に注目の的になっていた。

　複数の女性社員の口から、ショックだといった声がちらほら聞こえてきたが、がっかりしている男性社員も意外と多いことに驚きを隠せない。

　その日の昼休み、木暮と清水も加えた四人で昼食を取っていた。

「お二人がちゃんと結ばれて、本当に良かったです。私と木暮さん、陰でずっと応援してたんですよ」

「え？　木暮さんまで？」

　まゆりは目を丸くして木暮を見やる。

　自分達の関係に興味津々だった清水はともかく、木暮がそんな素振りを見せたことなど一度もない。だから彼女の話は何とも意外であった。

「そうだよ。樹が新堂さんだけには優しいから、完全にぞっこんなんだなってすぐにわかったよ。だからずっと、二人が結ばれるように見守っていたんだ」

　そう言って鷹揚に笑う木暮のことを、樹は冷ややかな眼差しで見返した。

「あれのどこが見守っていたんですか？　俺はからかわれているようにしか感じませんでしたけど」

　だが、木暮は聞こえないふりをして話を続けていく。

「お前が新堂さんに近づこうとする男達から、陰で懸命に守る姿は実に感動的だったよ。俺も見習わないとな」

「木暮さん、そうやって茶化すのやめて下さいよ」

　いつもはこちらを翻弄してくる樹が、逆にこうして誰かに手玉に取られる姿など珍しい。

　だが、まゆりが一番気になったのは、樹以外にも自分に好意を抱いていた男性がいたことだ。

（樹君以外、私を口説いてきた人なんていなかったのに……）

　ましてや色目を使われたことすらない。何かの間違いなのではと、まゆりは半信半疑に思いつつ改めて木暮と清水に尋ねてみる。

　すると二人は首を揃えてうなずき、特に木暮の方は、樹が例の上司を内部告発しようと考えていたことまで教えてくれた。

　その直後、樹は今まで見たことないぐらい狼狽し、暴露した木暮に対して半分怒っていた。

　どうやら内部告発の話は、まゆりには秘密にしておきたかったらしい。

　しかし、木暮も清水も可笑しそうに笑うばかりである。

「もう勝手にしてくれ……」

　ばつが悪そうにつぶやく樹は、今までにないぐらい顔を赤くしていた。

　まゆりはそんな樹をなぐさめるように、彼の手の上に自身の手をそっと重ねる。

　その様子を見た木暮と清水は、顔を合わせて意味ありげにほくそ笑む。

「さて、清水さん。俺達お邪魔虫はそろそろ退場しようか」

「そうですね。それじゃあ、残りの時間はお二人でごゆっくりどうぞ」

　二人はまゆりと樹をその場に残し、そそくさと立ち去っていった。

　樹は深いため息をついたのち、苦笑とも嘲笑ともつかない表情を浮かべる。

「……木暮さんの話、本当なんだ。まゆりを独占したくて、誰も君に近づかないよう裏であれこれ手を回したりして……。内部告発を考えたのは、君が素直になってくれないのはあの上司にセクハラされているか、ホテル通いを知られてバラすと脅されたんじゃないかと思ったからで……。ちゃんと君に話を聞いてからにしろと、木暮さんにたしなめられて思い留まったけどね」

「そうだったんだ。でも、あの人に抱き寄せられそうになったのは、樹君が助けてくれた時だけだよ。前の部署にいた頃は、部長や課長の目があったおかげか、一度もセクハラされなかったから安心して」

「それなら良かった。俺ってどうもまゆりのことになると、つい冷静さを失ってしまうんだよな……」

　樹は額に手を当てて再びため息をつく。

　普段は余裕たっぷりに満ちている樹だが、今は自分の言動のせいでまゆりに引かれたのではと気にしているように感じた。

　クリスマスの日に、まゆりの前では完璧な男でいたいと言っていたように、本当の樹は誰よりも人目を気にする性格なのかもしれない。

　だが、まゆりはそんな樹のことがますます愛しくなり、彼の様々な姿をもっと見てみたいと思った。

　すると樹は改まった様子で、まゆりに真摯な眼差しを向けてくる。

「こんな俺に幻滅したかもしれないけど、それぐらい本気で君のことが好きなんだよ」

「うん、わかってる。それに、ちっとも幻滅なんかしてないよ。そこまで本気になってくれる樹君のことが好きだから。私をずっと陰で守っていてくれて、本当にありがとう」

　まゆりは満面の笑顔を見せて素直に気持ちを伝えた。

「まゆり……」

　樹は感極まった様子で名前をつぶやくと、まゆりの手を優しく握り返してくる。

「ありがとう。こんなにも俺を愛してくれる君は、やっぱり最高の女性だよ。今すぐ抱きしめたいぐらいだ」

「さすがに今は駄目だよ」

「もちろんしないよ。楽しみは週末まで取っておきたいからね」

「まだ月曜日なのに、もう週末のこと考えるなんて早過ぎじゃない？」

　まゆりは呆れ笑いを浮かべつつも、内心では樹と過ごす甘い時間に想いを馳せていた。

　それから樹はすぐに思い出したように、「ああ、そうだ」と話を切り出す。

「近いうちに俺の実家に行かない？　まゆりのことを話したら、親も妹もぜひ会いたいって言ってたんだ。何だったら、今度の休日でもいいけど」

「本当？　それならさっそく挨拶に伺おうかな」

「父さんは関西の人間だから、お好み焼きを振舞うと言って張り切っていたけど、他に食べたいものがあったら遠慮なく言っていいからね」

「ううん、私もお好み焼きは好きだから大丈夫だよ。楽しみにしてますって伝えておいて」

　会う前から、樹の家族に歓迎されているのが嬉しくて、まゆりは自然と表情を綻ばせた。

「そのうち俺も、君の実家に行ってご両親に挨拶しないとな」

「そのことなんだけど――」

　まゆりは困ったように苦笑して、言いにくそうに言葉を返す。

「どうかしたの？」

「年末年始の休みに入る前、お正月は樹君と過ごす旨を伝えたら、お父さんに『家族より男を優先するのか』って怒られて……。元々けっこう気難しい人だから、娘の私の恋愛にも神経質みたいで……。だから、樹君のこと受け入れてくれるか心配なの。お母さんは喜んでくれたんだけどね」

　呆れた様子のまゆりに対し、樹は可笑しそうに声を立てて笑った。

「それぐらい、君のことを大切に思っているんだよ。妹に彼氏ができた時も、父さん同じような反応してたからね」

　そうしてひとしきり笑ったのち、樹はまゆりに真摯な眼差しを向けてくる。

「でも、心配しないで。どれだけ君を本気で愛しているか、言葉と熱意でちゃんと伝えてみせるさ。たとえ駄目でも認めてもらえるまで、絶対に諦めるつもりはないから」

「樹君……」

　この時の樹はいつも以上に頼もしく感じられ、まゆりは改めて彼に惚れ惚れしてしまうのだった。

　

　

　その後も二人の恋路は順風満帆で、正式に付き合い始めてからあっという間に二ヶ月が経った。

　まゆりは現在、樹のマンションで同棲しており、出退勤はもちろん食事も眠る時も一緒である。

　二月二十七日。その日はまゆりの誕生日を祝うために、例のイタリアンレストランへ食事に来ていた。

　事前に予約をしていたおかげで、カーテン付きの個室で二人きりの時間を気兼ねなく過ごせた。

「私が髪型を変えたあの日に、樹君との距離が一気に縮まったんだよね」

「そうだね。あの時は受け入れてもらえなくて、とても悲しかったけど……」

　樹に悲しげな面持ちを向けられ、まゆりは言葉に詰まってしまう。

　今更蒸し返さなくてもと思ったが、ずっと自分に恋焦がれていた樹にとっては相当ショックだったに違いない。

　彼に辛い思いをさせてしまったのが申し訳なくて、まゆりは心の底から改めて謝罪する。

「本当にごめんなさい……」

「いいんだよ。クリスマスには、ちゃんとお互いの想いが通じたんだから。それに、今はお互いの家族とも円満な関係になれたし」

「うん、そうだね」

　まゆりは表情を綻ばせると、互いの実家を訪れた時のことを思い出す。

　挨拶に伺った時から、樹の両親と妹にたいそう気に入られ、夕食には美味しいお好み焼きが振舞われた。

　それに引き換え、まゆりの実家に行った時は、本当に苦労したものである。

　母親は樹のことを快く受け入れてくれたものの、頑固者の父親は予想通りすぐには許可してくれなかった。

　樹がまゆりを本気で愛していると伝えると、渋々ながらも認めてくれた。

　そして今では、彼と少しでも打ち解け合おうと考えているのか、まゆりが一人暮らしを始めた時と同じように野菜を送ってくる始末だ。

　樹は料理に使える上に、父の厚意を無下にしたくないと言っているが、まゆりにしてみれば余計なお世話でしかない。

　このまま放置しておけば、この先もずっと送り続けてくる気がするので、明日にでもやめるよう連絡するつもりである。

　食事を終えて店を出た後は、商業施設の屋上へ上り夜景を見て楽しんでいた。

「夜の街って、宝石みたいに煌めいていて、とても綺麗だよね」

「そうだね、すごく綺麗だ……」

　目を輝かせて景色を眺めるまゆりを、樹は愛しげにそっと抱き寄せてくる。

　こうして体を密着させてぬくもりを感じていると、胸の高鳴りが増して自然と笑顔になる。

「まゆり、今日は君のために、特別なプレゼントを用意したんだ」

「わぁ、何だろう？」

　よもやここで渡されるとは思わず、まゆりは多大な期待を胸に表情を輝かせた。

　それから樹は、リボンでラッピングした四角い小さな箱を手渡し、「開けてみて」とそっと耳打ちする。

　まゆりはすぐさまリボンを解いて箱を開けた。

　中に入っていたのはピンクゴールドの指輪。中心にあるダイヤモンドはハート型に象られている。

「これって――」

　樹がまゆりの好みを考えて選んでくれたのだとわかる。

　愛が込められた指輪を見た瞬間、まゆりは感極まってそれ以上の言葉が続かなかった。

　クリスマスといい誕生日といい、樹からたくさんの幸せをもらってばかりだ。いくら感謝してもしきれない。

「正式に恋人になってから、まだそんなに経ってないけど、どうしても今伝えたいんだ。まゆり、俺と結婚して下さい」

「はい、もちろん！」

　誕生日にプロポーズされたのが嬉しくて、まゆりは頬を赤く染めて満面の笑みでうなずいた。

　それから樹に指輪を嵌めてもらうと、幸せを噛みしめるようにじっくり眺める。

「俺の見立て通り、よく似合っているよ」

「本当にありがとう、樹君。最高の誕生日プレゼントだよ」

　キラキラと輝くダイヤモンドは、これからの明るい未来を象徴しているように見える。

　まゆりは脳内で、ウェディングドレスに身を包む自分と、純白のタキシード姿の樹を思い浮かべた。

　それだけでますます幸福感に満たされ、これからの生涯を彼と共にできる歓びが込み上げてくる。

　陶然となっているまゆりを見て、樹はクスッと小さく笑う。

「何を考えているの？」

「結婚式での私達の姿よ。タキシードを着た樹君、とってもかっこいいんだろうなって」

「まゆりのドレス姿も、きっとすごく素敵だと思うよ。世界一の花嫁と言っても過言じゃないだろうね」

　そう語る樹の声音や眼差しは艶を帯びていたが、幸福感でいっぱいだったまゆりは微塵も気付かなかった。

　

　

　正式に婚約を交わしてから、式場や日取りを決めたりウェディングドレスの採寸をしたりと、忙しい日々が続いていた。

　しかし、同時にそれは楽しく充実した時間でもあり、まゆりはますます幸せに満ちていった。

　結婚式に向けた準備が順調に進む中、お色直しのドレスだけはなかなか決められずにいた。

　すでにいくつか候補はあるのだが、どれも着てみたくなるような素敵なデザインなので、つい迷ってしまう。

（こっちの花柄のドレスも捨てがたいけど、やっぱり樹君の好きな色にしようかな……）

　パソコンの画面に向かって悩んでいると、樹が背後から声をかけてくる。

「その花柄のドレス、すごく素敵だね。お色直しのドレスはそれにするの？」

「まだ迷っているところ。こっちのドレスも、色がすごく綺麗だし」

「確かにとても良い色だね。だけど俺は、やっぱり花柄のドレスがいいと思う。まゆりが着たら、きっとかわいいと思うよ」

「じゃあ、これにしようかな」

　樹が似合うと言ってくれるのだから、彼のセンスを信じることにする。

「まあでも、ドレスを着るのはまゆりなんだから、君が一番気に入ったのに決めるといいよ」

「ううん、これにする。私もこのデザインに惹かれたから。じゃあ、このまま購入手続きするね」

　そう言ってまゆりが手続きを進めると、樹はうっとりとした眼差しを向けてくる。

「あぁ、まゆりのドレス姿、早く見てみたいな。誰もが憧れるぐらい、ものすごく綺麗なんだろうな……」

　嬉しそうな口調や表情とは裏腹に、彼の声音には刺が含まれていた。

（樹君、何だか様子がおかしい……）

　今日だけではない。結婚式が近づくにつれて、表情が翳ったり声のトーンが沈んだりすることが増えてきた。おまけに情交時も、今までのような積極性があまり感じられない。

　――これからずっと一緒に過ごすのだから、何か悩みがあるのなら力になってあげたい。

　自分では頼りないかもしれないが、まゆりは意を決して樹に問いかけてみた。

「ねえ、樹君。ここ最近、あまり元気がないみたいだけど、何か悩み事でもあるの？」

「大丈夫、ちょっと疲れているだけだよ。しばらく忙しい日が続いているだろう？」

　まゆりに心配をかけたくないと思っているのか、樹は作り笑いを浮かべて答えをはぐらかす。

　だが、そうやってごまかされる方が、余計に心配になってくる。

「本当に大丈夫なの？　もしかして、マリッジブルーとか？」

「そんなわけないだろう。まゆりのことは誰よりも愛しているし、君との結婚が決まって嬉しいよ」

「だったら、何に悩んでいるのかちゃんと話して。クリスマスに私の悩みを聞いてくれた時、一緒に乗り越えていこうって言っていたでしょう。だから今度は私が樹君の力になりたいの」

　まゆりのひたむきな言葉が心に響いたのか、樹はしばしの間無言で彼女を見つめていた。

　それから樹は意を決した様子で静かに語り始める。

「……実は、自分の欲望に嫌気が差していたんだ」

「欲望？」

　まゆりが首を傾げて言葉を繰り返すと、樹は苦笑いして小さくうなずいた。

「まゆりのウェディングドレス姿を想像するたびに、誰にも見せず俺の腕の中に閉じ込めて、そのまま抱いてしまいたいって考えるんだ。結婚式で多くの人に祝福してもらいたいのに、君の美しい姿を独占したくてたまらない。君のお父さんが、ヴァージンロードを歩くのが恥ずかしいと言って断った時、内心ホッとしたんだ。これでまゆりを片時も離さずに済むんだってね。前から思っていたけど、ここまで独占欲が強いのもどうかしてるよな……」

　自嘲気味に話す樹に、まゆりは優しく微笑みかけてそっと抱きしめる。

「そんなことないよ。私もヴァージンロードは、樹君と歩きたいって思っていたから」

「まゆり……」

　樹は感極まったような笑顔を浮かべ、まゆりを愛しげに抱き返した。

「今度こそ軽蔑されるんじゃないかって、ずっと不安でたまらなかったんだ。思い切って話してよかったよ。聞いてくれてありがとう、愛してる」

　それから樹は顔を上げるなり、ついばむような口づけを何度も繰り返す。

　まゆりは恥ずかしそうにしながらも、愛が込められた彼のキスに応える。

　キスの雨が止んだところで、彼女はためらいながらもある提案を口にする。

「一つ提案があるんだけど、今夜二人だけの秘密のウェディングをしない？」

「秘密のウェディング？」

　樹は目を丸くして、まゆりの言葉を繰り返した。

　まゆりは頬を赤らめると、詳しい内容を語り始めた。

「少し前に何気なくネットを見ていたら、ウェディングランジェリーっていうコスプレグッズを見つけてね。結婚式前日にそれを着てエッチするのもいいかなって、思い切って買っちゃったの」

「本当に？　それ早く言ってよ。そんな素敵な姿のまゆりを見たら、悩みなんて一発で忘れられただろうに」

「ごめんね、樹君を驚かせたくて。女の私でもドキドキしたぐらいだから、実際に着ているのを見たらもっとそそられると思うよ」

　まゆりの言葉を聞いて、樹はすっかりやる気になったようで、陶然とした眼差しを向けてくる。恐らく脳内で、色気に溢れたまゆりの姿を想像しているのだろう。

　情熱的な視線に頬を赤らめていると、樹は嬉々とした笑みを浮かべて豊満な胸に顔を埋めた。

「それじゃあ今夜、二人だけの秘密のウェディングをやろう。すごく楽しい夜になりそうだね。あぁ、早く見てみたいなぁ」

　樹はたわわな実りを服の上から揉みしだいては、乳首の辺りを指先でクリクリと押してくる。

「あ……」

　布越しの愛撫でも体の芯は疼き、早くも淫靡な情交に期待を抱いてしまう。

　普段の樹に戻って安堵する一方で、まゆりは込み上げてくる欲情から胸を高鳴らせた。

　

　

　その日の晩、まゆりは風呂から上がるなり、さっそく例のウェディングランジェリーに着替えた。

　ヴェールには花飾りと愛らしい刺繍が施されており、結婚式で花嫁が纏っているものと変わらない。

　ランジェリーの上下とストッキングは、ウェディングドレスをイメージした白一色。シルクとレースで作られているため、乳輪が薄っすらと透けて見えている。豊満な乳房はカップの中でせめぎ合い、谷間が強調されていやらしくなっていた。

　鏡に映るまゆりはまさしく、刺激的かつ煽情的な花嫁そのもの。いつになく淫らな自身の姿に、劣情を掻き立てられて動悸が上がる。

（何だか、すごく緊張してくる……）

　だが、樹をいつまでも待たせるわけにはいかない。

　まゆりは深呼吸して気持ちを落ち着かせ、愛する彼が待つ寝室へと向かう。

　そして扉の前で止まると、やや遠慮がちにノックした。

「樹君、入ってもいい？」

「こっちはいつでもＯＫだよ」

　樹の返事が返ってきたところで、まゆりはゆっくり扉を開けて中へ入る。

　花婿衣装のつもりなのだろう、この時の樹は白のスーツとワイシャツを身に纏っていた。その出で立ちも実にかっこよく、端麗な容姿の彼と相まってとても色っぽい。

　樹はしばしの間、無言でまゆりの全身をじっと眺めていた。

　その視線が妙に恥ずかしく、ひどく落ち着かない気分になる。

「あの、どう……かな……？」

　まゆりが恐る恐る尋ねると、樹は慌てて我に返り何度かまばたきする。

　それからわずかに口元を綻ばせ、感極まった様子で「最高だよ……」と言葉を返した。

「本当？」

「ああ、本当だよ。もっと近くに来て見せて」

　樹に促され、まゆりはゆっくりとそばへ歩み寄る。その際、たわわな膨らみが淫靡に揺れ、彼の欲情を掻き立てる形となった。

「あぁ、何て魅力的なんだ……」

　すっかり興奮した様子の樹は、まゆりを抱き寄せるとそのままベッドへ押し倒す。その弾みでヴェールは呆気なく外れてしまった。

「ちょっと、樹君。誓いの言葉を交わすんじゃなかったの？」

「まゆりがあまりにもセクシー過ぎるから、もうそれどころじゃなくなったよ。それに、誓いの言葉なんて交わさなくても、俺達の愛は永遠だよ」

　樹はまゆりに覆いかぶさり、強引に唇を重ねてくる。

「んッ……！　ふ……ぅ……」

　間髪容れずに舌が侵入し、いつもよりじっくりと口腔内を舐られた。

　理性を奪われるような激しい口づけにも、まゆりはたちまち感じて酔いしれてしまう。

　その後も樹は角度を変えて、何度も情熱的なキスを繰り返してくる。

　舌同士が触れ合うたびに、チュッとついばむような水音が響き渡り、それがまたまゆりの胸をときめかせた。

　淫靡な誓いの口づけを終えたのち、樹は甘えるように豊満な胸の谷間に顔を埋めてくる。

「あぁ、俺のかわいいまゆり……」

　彼は陶然とした声音でつぶやくと、ランジェリーの上から乳首を摘んでくすぐり始めた。

「あ、あんっ」

　布越しに乳頭を弄られるのも気持ちよく、まゆりはすぐさま甘く喘いで体を仰け反らせた。

「乳首が布で擦れて気持ちいいんだね。もう硬くなり始めているよ」

　樹は熱心に先端を撫で回しながら、深い谷間に何度も口づけを落とす。

「あ……」

　普段はクールな樹が、こうして甘えてくる様が何とも愛しい。まゆりは優しく微笑んで抱きしめた。

　そうしているうちに、もっと彼を甘やかしたいという気持ちが湧き上がり、淫らな考えが脳裏に浮かんでくる。

「樹君、今からいいことしてあげる」

「いいこと？」

　樹はすぐさま顔を上げて訊き返してきた。

　まゆりは恥じらいながらうなずくと、すかさず体位を変えて彼の上に覆いかぶさる。

「……っ！」

　重力で下がった豊満な乳房を、樹は口を半開きにして見入っていた。

「今日のまゆり、いつもよりすごく大胆だね」

「こんな私は嫌い？」

「そんなことないよ。むしろ、ますます好きになったぐらいだ」

「良かった」

　まゆりは安堵した様子で微笑むと、焦らすようにワイシャツのボタンを外していった。

　それから彼女は露わになった硬い胸板にそっと触れる。

「あ……あぁ……」

　すでに興奮していたからか、樹はすぐさま煽情的な声で喘いだ。

「今日の樹君、とても感じやすいね」

　まゆりは嬉しそうに笑いながら、淫靡な手つきで胸板を撫でさすっていく。

「まゆりがセクシーな姿で誘ってくるせいだよ。おまけに『いいことしてあげる』なんて言われたんだから。これじゃあ、理性が抑えられなくて当然じゃないか」

　樹はばつが悪そうに目を逸らし、照れた様子で頬を赤らめる。

「ふふっ、恥ずかしがる樹君もかわいい」

　まゆりはからかうように乳首を軽くつつく。

「ん……っ」

　樹の体が小さく跳ねると同時に、形の良い唇から悩ましげな声が漏れる。

　彼の感じる様子がこの上なく愛しくて、まゆりは感嘆のため息をついて男らしい裸体にもたれた。

（あぁ、樹君の体……すごく心地良い……）

　肌のぬくもりや鼓動を感じながら、まゆりは腹筋にも指を這わせていった。

「ふ……う……」

　そのたびに樹は熱っぽい吐息を漏らし、しなやかな体を小刻みに震わせる。

　やがてまゆりの指先は鼠径部を伝い、最後は樹の局部へたどり着いた。

　布越しに股間の熱さを感じた瞬間、彼女の胸は大きく高鳴って劣情が掻き立てられていく。

　まゆりはスラックスの前を寛げると、下着ごと脱がせて欲望を引き摺り出した。

　すでに猛々しく屹立した剛茎を、恍惚の眼差しでじっくり眺めたのち、愛しげに指を這わせていった。

　甘い刺激を受けた雄肉はピクンと震え、同時に樹の息も一段と荒くなる。

「はぁ……」

　まゆりもまた、淫靡な光景にそそられて熱いため息をついた。

　――もっと彼を気持ちよくさせたい。

　それからまゆりはランジェリーをずらして乳房を露出させ、薄桃色の乳輪に膨れ上がった亀頭を擦りつけた。

「まゆり……!?」

　彼女が大胆な行動を取ったことに驚いたようで、樹は面喰った様子で声を上げる。

「いいことしてあげるって言ったでしょう」

　まゆりは屈託のない笑顔を向けると、樹を悦ばせようとそのまま淫戯を続けていく。

　これが恋人同士になる前だったら、恥ずかしさのあまり卒倒しているところだ。しかし今は、樹を甘えさせてあげたいという気持ちが強く、羞恥心など少しも湧いてこない。

　乳房での奉仕は初めてだったが、いつでも樹の欲求に応えられるよう密かに調べていたので、きちんと悦ばせてあげられる自信はある。

　その証拠に雄茎は快感に震え、鈴口から透明な雫が漏れて流れていた。

「あ……んっ……」

　乳首に触れる亀頭の感覚が、何とも気持ちよくてたまらない。奉仕している側であるにも拘わらず、まゆりはつい嬌声を上げて感じ入ってしまう。

「奉仕をしていて感じるなんて、やっぱりまゆりはかわいいな」

　いつものように樹にからかわれ、まゆりは瞬く間に頬を赤く染める。

　恋人同士になってからは、こうして意地悪な言葉を告げられるのにも慣れてきた。これも樹なりの愛情表現なのだと、ちゃんと理解しているからだ。

　まゆりは樹に向かって艶然と微笑むと、豊満な膨らみで猛ったものを包み込んだ。

　胸の谷間で熱く脈打つ雄茎を感じた瞬間、体の芯がジンと疼きますます欲情が掻き立てられる。

（私まで感じてしまうなんて……）

　まゆりはうっとりとため息をついたのち、乳房を押して肉棒を優しく刺激していく。

「っ……ふ……ぅ……」

　樹は喜悦の表情で身悶えながら、己の猛りをますます勃たせていった。

　煽情的な彼の姿を見てまゆりは悦に入り、たわわな実りをパフパフと盛んに擦りつける。

　揉まれるたびに雄肉はそそり勃っていき、谷間の中でより熱く脈動していった。

「まゆりの胸の中、とっても気持ちいいよ……」

　すっかり快感に酔いしれていた樹は、陶然とした声音でつぶやきながら腰を軽く動かす。

「は……あぁ……」

　その動きが抽送とよく似ており、まゆりは熱い屹立を乳房に挟んだ状態で身震いする。

「このまま俺が乱してしまいたいぐらいだよ」

「あっ、あぁん！」

　硬い切っ先を擦りつけられ、まゆりは乳房を揺らして嬌声を上げる。

「私が樹君に……いいことしてあげるって……言ったんだから、最後までさせて……」

「わかった。あとはまゆりに任せるよ」

　樹が腰の動きを止めたところで、まゆりは再び肉棒をやんわりと扱いていく。その際、左右の乳房を交互に上下に動かしてみた。

「ん……っ！　あぁ……」

　樹は悩ましげに喘いでは、欲望の猛りを奮い立たせる。

　熱さと硬さを増す雄茎の感触に、まゆりの心は感動と歓びで満たされていく。

　――ずっとコンプレックスでしかなかった大きな胸が、今はこうして愛する人を気持ちよくさせるために存在する気がする。

　そう考えた瞬間、まゆりはようやく自分自身が好きになった。

　その後も盛んに乳房を擦りつけていくと、いきり勃ったものは嬉々とした様子で震えた。

　胸の谷間から亀頭を覗かせて、先走りをいやらしく垂らす樹の剛直に、まゆりは淫欲をそそられてすかさず唇を寄せる。

　口づけしたまま透明な雫を舐めると、硬起したものはますます硬く漲っていった。

（樹君がこんなにも……私の愛撫で感じてくれている……！）

　すっかり感極まったまゆりは、亀頭のくびれにねっとりと舌を這わせ始めた。

「あぁ、まゆり……もう、たまらないよ……」

　樹はうっとりした表情で、下肢を何度も引き攣らせる。

　二つの膨らみに包まれ、濡れた舌で愛でるように舐め回され、雄肉は次々と先走りを滴らせて身震いした。

　まゆりは流れていく雫を舐め取るように、肉棒全体を咥え込んで舐っていく。

「うぅッ……！」

　その刹那、樹は切羽詰まったような声を上げる。

　同時に彼の息遣いも荒くなっていた。どうやら快感のあまり、完全に余裕をなくしてしまったらしい。

　更に欲情を煽られたまゆりは、太い血管をなぞるように舌を這わせては、先端を柔らかく吸い上げた。

　口の中で大きく張り詰めていく欲望の猛りを感じて、間もなく樹が達しそうであることを悟る。

　まゆりはこのまま彼を絶頂へ導くべく、熱心に舐め続けて淫靡な快楽を与えていった。

「ンンッ……！　まゆり、そんなに……されたら……もう……ッ！」

　樹は熱い吐息を吐きながら、上擦った声音で限界を訴える。

　しかしまゆりはそれに構わず、鈴口の裏から太い血管にかけてなぞりあげていく。

　敏感な部分を優しく刺激され、樹は下肢を大きく痙攣させた。

「く……ッ！　あぁぁッ！」

　次の瞬間、剛直は大きく脈動を開始して、まゆりの口の中に熱い飛沫を放出する。

　雄の匂いと苦味に酔いしれたように、まゆりは恍惚の笑みを浮かべて欲望の証を飲み込んだ。

　射精を終えた肉茎を解放したのち、彼女は樹を見上げて誘うように舌なめずりした。

「俺を煽るの、ずいぶん上手くなったんじゃない？」

　樹は情欲に満ちた眼差しを向けると、素早くまゆりを抱き寄せて再び彼女の上に覆いかぶさる。

　それだけで、今から樹にたっぷり達かされる様が容易に浮かび、淫欲に飢えた体はたちまち熱く疼いてしまう。

「君のその目、俺に抱かれるのを期待しているんだね。たくさんいいことをしてもらったお礼に、たっぷりイカせてあげる」

　艶めいた声音でささやくと、樹はたわわな実りを揉みしだいていった。

「あぁん……」

　乳房を捏ね回される傍ら、小さな乳首も指先で扱かれ、瞬く間に快感が全身に広がっていく。

　こうしてやんわりと撫で回されていると、自分は本当に樹に愛されているのだと改めて実感する。

　次第に興に乗ってきたのか、最初は優しかった手つきはだんだんと、淫らなものに変化していく。また、樹の瞳にも欲望の色が濃く浮かび上がっていた。

「まゆりの胸、何度見ても本当に甘くて美味しそう……。特に乳首はこうして弄るたびに熟れて、苺かさくらんぼだと思ってしまうよ」

　樹は乳房への愛撫を繰り返しながら、うっとりとつぶやいて感嘆のため息をつく。

「樹君って、本当に甘いものが好きなんだね」

　豊満な膨らみや乳頭をスイーツに例える樹に、まゆりは呆れ笑いを浮かべつつも愛しさを感じた。

「うん、好きだよ。でもそれ以上に俺は、まゆりのことが大好き」

　樹は薄桃色の頂に優しく口づけると、乳輪全体をじっくり舐め回していく。

「ひゃぁっ……！」

　濡れた舌先が触れた瞬間、背筋がゾクゾクと震え上がり、まゆりはたまらず喜悦の声を上げる。

　優しく舐られている間、乳首は熟れて濃く色づくと共に、硬くしこっていやらしく尖っていった。

「ふふっ、もうすっかりかわいくていやらしい形になっている。さっそく食べちゃおうかな」

　樹は嬉々とした面持ちで声を弾ませると、乳嘴を口に含んでしゃぶるように吸った。

「あぁ――ッ！　やぁぁんっ！」

　いつもより強めに乳首を吸われ、淫らな快楽がどっと押し寄せて全身が熱く火照る。

　まゆりが甘い悲鳴を上げて身悶えると、樹はますます乳首に吸いついてくる。

「あっ、はぁ……あぁッ！」

　胸の先端がジンと疼いて甘い痺れが生じる。まゆりは悩ましげに腰をくねらせては、頬を上気させて更に嬌声で鳴いた。

　その後もじっくり時間をかけて、樹は執拗に甘噛みや舌戯を繰り返す。

「あぁ……は……」

　硬く柔らかい突起を蹂躙されるたびに、下肢に淫靡な熱が集中してまゆりの劣情がより一層掻き立てられていく。

　また、樹の愛撫によって理性は容易に崩れ、身も心もますます甘い官能に呑み込まれた。

「あぁ、まゆり……。君の全てが愛しくてたまらない……」

　樹は再度、まゆりの胸の谷間に顔を埋めては、自分のものであるという証を次々に刻みつける。

「や……っ！」

　たっぷりと乳首を舐られたせいか、こうして口づけされるだけで感じてしまい、まゆりは幾度となく体を跳ねさせた。

　すると樹はいつもの意地悪な微笑で、過敏になったまゆりを見つめてくる。

　――次は一体、どんないやらしい言葉を投げかけられるのだろうか？

　最近では彼の淫靡な言葉責めにも快感を覚え、期待からたまらず胸をときめかせてしまう。

「おっぱいをたくさん吸われて、すっかり敏感になったみたいだね。秘められた花びらはどうなっているかな？」

　樹は胸元や乳首を愛撫したのち、煽るように白く美しい体をなぞっていく。

「あ……ん……」

　腹部や鼠径部を這う指の感触に総毛立ち、まゆりのあえかな嬌声を上げて身震いする。

　それから下着越しに秘部を撫でられ、頭の天辺から爪先にかけて微弱電流のような快楽が突き抜ける。

「ンッ！　あぁぁッ！」

　ビクビクと戦慄くまゆりを弄うように、樹は指先で割れ目をまさぐり続けた。

「こんなにたっぷり濡らして、いやらしい花嫁さんだね」

「や……駄目……ッ……！」

　まゆりは頬を赤らめてかぶりを振るも、次から次へと愛蜜が溢れてきてしまい、何の説得力もない。

「こんなに感じているのに駄目だなんて、まゆりは本当に嘘が下手だね。この邪魔な下着を脱がせてしまえば、素直になってくれるかな」

　言うが早いか樹は、ストッキングを留めていたガーターベルトを緩め、秘花を隠すショーツを素早く脱がせた。

　トップスとストッキングだけというあられもない姿に、まゆりはこの上ない羞恥心を覚えて頬を紅潮させる。

「見られたいのに恥ずかしがるところも、好きでたまらないよ」

　樹は悪戯っぽく笑うと、両脚を開いて花唇を露わにする。

　濡れた花びらに熱い視線を注がれ、たちまち全身が熱く火照り子宮の奥が甘く疼いた。

　淫猥な光景を前に、樹は感動のため息をついたのち、蜜にまみれて艶を帯びた陰核に指を這わせた。

「あぁぁん！」

　敏感な突起を一撫でされただけで、下肢全体に強い快感が奔る。

　まゆりが腰を痙攣させて惚けていると、樹の指先が容赦なく花芽をなぶってくる。

「や……あぁ……ッ！」

　クリクリと焦らすように転がされ、突き抜けるような快楽に絶え間なく襲われる。

　まゆりは全身を大きく仰け反らせては、一際甲高い嬌声を上げた。

「こっちも嬉しそうにヒクヒクさせて、よっぽど俺に弄ってほしかったんだね」

　膨らんだ淫芽を弄り続けながら、樹は蜜口にも指を挿入してクチュクチュと撹拌していく。

「あぁッ！　あっ、あっ、ああぁ――ッ！」

　まゆりが喜悦の声を上げると同時に、姫洞は一際大きく戦慄いて新たな蜜を滴らせた。

　樹は満面に笑みを浮かべると、悦に入った様子で苛烈な指戯を繰り返した。

　激しい愛撫に花唇全体が熱く熟れて、わなわなと歓喜に打ち震える。

「あぁぁッ！　もう……駄目ッ……！　そんなにされたら……変に……なっちゃう……！」

　まゆりが憚りのないことを口走ると、樹はすっと目を細めて妖艶な笑みを浮かべた。

「だったらなってしまいなよ。淫欲に溺れたまゆりのことも、俺は大好きだから」

　蠱惑的な声でささやかれ、全身が粟立って胸の高鳴りも増していく。まるで樹の甘美な声音に酔わされたみたいになる。

（何だかまるで媚薬みたい……）

　今のまゆりにとって樹の愛撫と声音は、体と心に甘美な陶酔をもたらす媚薬そのものだった。

　樹もまた、完全に酔いしれた様子で息を弾ませながら、まゆりの感じる部分をじっくりなぶり続けた。

　それに伴って愛撫もますます激しくなり、蜜壷に挿入された指は深い部分へと侵入してくる。

「あァァ……ンッ！」

　指の腹でＧスポットを撫でられた瞬間、まゆりは全身の仰け反りを強めて大量の蜜を迸らせた。

　絶頂に達しても尚、熟れた花芽は淫らに脈打っていた。恥裂も官能の滴りを溢れさせながら、物欲しげにビクビクと戦慄いている。

　樹は艶めいた秘花をうっとり眺めたのち、顔を近づけて愛しげに口づけしていく。

「あ……ん……」

　まゆりの体がピクンと跳ねると同時に、口から切ない喘ぎ声が漏れる。

　たっぷりと淫靡な愉悦を覚え込まされた花唇は、柔らかい唇が触れただけで鋭敏に反応しあえかに震える。

「この様子だと、もっと触れてほしいみたいだね」

　言い終えると同時に樹は、舌で淫蜜をすくうように淫処を舐り始めた。

「あぁぁ――ッ！」

　絶頂を迎えたばかりで再び快感を与えられ、体の芯は瞬く間に熱く疼き始める。

　赤く充血した淫芽も、更に膨らんで嬉しそうに戦慄いていた。

　樹は時折、可憐な尖りに優しくキスしながら、丹念に舌を這わせていく。

「あっ、は……あぁ……ん……」

　ついばむような口づけと舌戯を繰り返され、まゆりは悩ましげに喘ぎながら何度も身悶える。

　快楽に溺れるまゆりにますます昂ったようで、樹は屹立した雌核を熱心に転がし続ける。

「はぁぁぁんッ！」

　まゆりは下肢を大きく引き攣らせて、恍惚の面持ちで甲高い嬌声を上げた。

　過敏になった秘芽を執拗に舐られ、下肢の疼きがより一層増していった。

　全身がたまらなく熱い。淫蜜と唾液にまみれた花唇は、嬉々とした様子で痙攣を繰り返している。

「ん……ふぅ……」

　樹は溢れる官能の雫をすすっては、まゆりを再び絶頂へ誘うべく淫靡な舌戯で責め立てていく。

「あ、は……ぁぁ……っ！」

　雌核をじっくり愛でられるのが気持ちよくて、まゆりは甘い声音で鳴いては両膝をガクガクと震わせた。

「ンッ、あぁ……ッ！　樹君……もうっ、たまんない……っ！」

　まゆりが再び甲高い嬌声を弾けさせると、樹はそれに応えるように花芽に強く吸いついてくる。

　その刹那、鮮烈な快感が下肢の中心から背筋を駆け抜け、彼女の体は弓なりに反り返った。

　しかし樹はまだ終わらせないとばかりに、小刻みに震える雌核を巧みな舌遣いで徹底的に責め苛んでいく。

「あぁぁッ！　いやぁ～！」

　まゆりは激しく身悶えてまた絶頂に達する。

　それでも樹の舌戯は止まず、充血した突起に甘い刺激を与え続けた。

　尿意に似た疼きが下腹部に集中し、まゆりは気持ちよさから腰を痙攣させる。

「あぁンッ！　樹君、お願い……！」

　こんなに立て続けに達かされたら、本当に身が持たなくなってしまいそうだ。

　強すぎる快楽に襲われる中、まゆりは喘ぎ混じりの声で許しを乞う。

「もう少し味わっていたかったんだけど、まゆりがそう言うなら仕方ないかな」

　最後に優しく口づけしたのち、樹はようやく口淫をやめてくれた。

　何度も達したせいで下肢の痙攣が止まらない。全身の淫靡な熱も冷める気配はなかった。

　まゆりが荒い息を繰り返していると、不意に熱く硬いものが下肢の中心に宛がわれる。

　恐る恐るそちらに視線を向けると、再び隆起した雄肉が見えた。

　先程射精したとは思えないほど、男の象徴は完全にそそり勃っていた。その雄々しい姿形にまゆりは目を奪われてしまう。

「そういう色っぽい目で見つめられると、いやらしいことしたくなるじゃない。もしかして、それを期待してる？」

　樹は人の悪い笑みを浮かべると、硬い切っ先を肉芽に擦りつけ始めた。

「はぁ……あぁッ……！」

　たったそれだけで感じてしまい、まゆりは下肢を震わせて甘い悲鳴を上げる。

「へぇ、これだけで感じちゃうんだ」

　そんなまゆりを焦らすように、樹は己の昂りで花唇をなぶっていく。

「あ……ン……！　あっ、あぁぁ……ッ！」

　指や舌でたっぷりと弄られたせいか、硬い切っ先の感触や熱も気持ちよくて、まゆりはいやらしい声を上げるのを止められなくなる。

　花芽は瞬く間に膨らみを増していき、恥裂は淫らにヒクつきながら蜜を滴らせた。

「こんなに喜んでもらえるなら、もっといっぱい擦り付けちゃおうかな」

　樹は愉しげに淫猥な言葉を告げると、クチュクチュとわざと水音を聞かせるように責めていった。

「いや……ンッ……！　苛めないで……！」

　熱い屹立で懇ろに雌核を弄ばれ、まゆりは目に涙を浮かべて喘ぐ。

　すると樹は嗜虐的な笑みでささやきかける。

「まゆり、俺が欲しい？」

　意地悪く問いかけながら、彼は更にグリグリと亀頭を押し付けてくる。

「やぁぁぁ――ッ！」

　過敏になった花芽を容赦なく刺激され、鮮烈な快感が込み上げてきて達してしまう。

　どうやらまゆりがちゃんと答えるまで、樹は淫らな責め苦を与え続けるつもりらしい。

（こんな時まで意地悪しなくてもいいのに……）

　だが、そんな樹のことも好きでたまらず、不満を言う気持ちなど微塵も湧いてこない。

　まゆりは喘ぎ混じりの声で、たどたどしく言葉を紡いでいく。

「欲しい……。樹君が……欲しくてたまらない……」

「いいよ、たっぷりあげる」

　ちゃんと言えた褒美という風に、まゆりに口づけの雨を降らせたのち、樹は一気に剛直を押し進めた。

「あぁぁッ！」

　隘路に侵入した熱い猛茎を感じた刹那、まゆりは感極まってたまらず身震いする。

　そのまま突かれるのかと思いきや、樹はすぐに動かず愛しげに抱きしめてくる。

「あぁ、かわいくていやらしい……俺のまゆり……。結婚した後もたくさん愛し合おうね」

　樹は情熱的にささやいたのち、まゆりの唇を甘噛みしてそのまま深く口づけする。

「ん……っ……」

　尊く優しい口づけだったが、樹の熱愛が込められていた。

　角度を変えて何度も口腔を舐られ、身も心も甘美な陶酔に満たされていく。

　下肢の中心に帯びた淫靡な熱は上昇し、雄茎を埋め込んだ媚肉もうねっていた。

　唇をそっと離したところで、樹はやんわりと微笑みかけてくる。

「動くね」

　優しい声音で一言そう告げると、すぐさま律動を開始した。

「あぁぁぁンッ！」

　まゆりは喜悦の面持ちで、全身をわなわなと震わせる。

　今夜は直につながっているせいか、いつもよりはっきりと樹の熱を感じられて気持ちいい。そのことを裏付けるように、恥裂はいやらしくヒクついて蜜を滴らせ、獰猛な屹立を濡らしていく。

「あぁ、こんなに収縮を繰り返されたら、ますます持たなくなっちゃうじゃないか……」

　樹は腰をわずかに痙攣させると、いつも以上に濡れた淫襞を猛然と擦り上げた。

「ひっ、あぁぁ――！」

　硬い切っ先が最奥を突くたびに、痺れるような絶頂感がまゆりの全身を駆け抜ける。

　熱く獰猛な雄肉を擦りつけられ、媚芯は歓喜に打ち震えてうねりを増した。

　その瞬間、埋め込まれた硬い漲りも更に隆起していく。

「全く、言ったそばから……俺を煽るんだから……」

　樹は掠れた声でつぶやくと、激しい抽送で膣内を責め立てていった。

「は……あぁん……！」

　まゆりの仰け反りが大きくなり、淫らな嬌声も一段と甲高くなる。

　何度も獰猛に突き上げられ、子宮口のみならず体中に甘い快感が駆け巡っていく。

　理性もすっかり官能の愉悦に満たされ、樹に全て支配されたいという欲望が込み上げてくる。

「あぁ……いい……。もっと……樹君の熱……感じさせて……」

　まゆりは蕩けるような眼差しを向けながら、樹を求めるように淫らに脚を絡ませた。

「ん……ッ！」

　まゆりの甘い誘惑に絆され、彼は息を吞むと同時に股間の印を昂らせる。

「こんなに何度も俺を煽るなんて、まゆりはいけない子だね。今夜は限界までイカせるから覚悟しときなよ」

　樹は悪巧みするような笑みを見せたのち、いきり勃った肉棒を容赦なく穿っていった。

「あぁン！　あっ、あ、あ、あぁぁ――ッ！」

　熱く硬い楔で中を気持ちよく蹂躙され、甘い快楽が絶え間なく押し寄せてくる。

　まゆりが全身を戦慄かせて淫らに喘いでいると、樹は追い打ちをかけるように乳房を揉みしだいた。

　指先で乳首をキュッと摘まれ、翻弄するように何度も擦りつけられる。

「は……ぁ……あぁ……！」

　胸の先端や下肢全体が疼きを増し、瞬く間に絶頂感がせり上がってまゆりは激しく悶えた。その際、中がギュッと締まって雄茎に刺激を与える。

「ンッ……く……っ……！」

　樹は全身を大きく震わせて、悩ましげな喘ぎ声を漏らす。

　欲望の猛りは先程にも増して怒張し、今にも射精しそうな様子で熱く脈打っていた。

「まゆりの中……すごく熱くて……気持ちいいよ……。もう、ずっとこうしていたい……」

　荒い呼吸を繰り返しながら、樹はぐいぐいと腰を押し付けてくる。

「はぁぁ……ん……！」

　より硬くなった雄肉で最奥を穿たれ、淫襞がヒクヒクと嬉しそうに痙攣していた。

　まゆりが背中を反らせて達しても、樹は獰猛な抽送と愛撫で責め続けていく。

「ひっ、あああぁ……！　駄目、激しすぎる……！」

　感じるところ全てを刺激され、まゆりは狂ったように喜悦の悲鳴を上げた。たわわな実りは大きく揺れて、媚肉もわなわなと身震いする。

　樹は溢れる劣情を隠すことなく、蜜腔を抉るような勢いで律動を速めていった。

　猛った肉棒は限界まで漲り、意思を持っているかのように脈打っている。

（あぁ、何て熱いの……）

　怒張しきった雄茎の熱を感じて、まゆりはうっとりした面持ちでため息をつく。

　すると樹は優しい笑顔でまゆりを見つめてくる。

「まゆり、病める時も健やかなる時も、ずっと君だけを愛し続けるよ……」

　誓いの言葉を紡ぐ樹の甘い声に脳が痺れ、快感が堰を切ったように全身に溢れ出した。更に心も感動に打ち震え、多大な幸福感に満たされていく。

「私もだよ、樹君。病める時も健やかなる時も、ずっと樹君だけを愛し続けるから……」

　まゆりが表情を綻ばせて言葉を返すと、樹も嬉しそうに微笑んでついばむような軽いキスを繰り返した。

　顔に触れる柔らかい唇が気持ちよく、それだけでも快楽が増して全身が総毛立つ。

　その感覚が樹にも伝わったのか、獰猛な屹立を一段と滾らせて息を弾ませていた。

「あぁ、駄目だ……。今のまゆりがあまりにもかわいすぎて、もう……これ以上は持たない……ッ！」

　快感に酔いしれたようにつぶやいたのち、樹は小さく喘いで下肢を一際大きく震わせる。

　次の瞬間、熱く漲った雄茎は脈動を開始して、まゆりの最奥に己の欲望を吐き出した。

「あっ、あっ、あぁぁぁッ――！」

　樹の熱い飛沫をたくさん注がれ、子宮全体が歓喜を訴えるように戦慄く。

　まゆりはガクガクと激しく痙攣して絶頂に達した。

　今まで以上に強いエクスタシーから、頭の中が一瞬だけ真っ白になる。

　やがて体の震えが止まり、官能の余韻が静かに引いていく。

　きつく瞑っていた目をそっと開けると、恍惚の面持ちの樹とばっちり目が合った。

　淫靡な熱を孕んだ瞳で見つめられ、官能の疼きが再び呼び覚まされようとしていた。

「ここをヒクヒクさせるほど、気持ちよくイケたみたいで嬉しいよ」

　樹はからかうように脈打つ花芽を弄る。

「あぁぁッ！」

　何の前触れもなく敏感な雌核を撫でられ、下肢がビクンと痙攣して甘い快感が生じる。

　達したばかりで刺激されたせいか、淫芽は小刻みに震えて丸く膨らんでいた。

「もう、樹君ったら……。急にこんなことされたら……またイっちゃうじゃない……」

「仕方ないだろう。こんなに乱したくなるほど、まゆりのことが好き過ぎてたまらないんだから」

　樹は悪びれもせずに開き直り、まゆりの豊満な乳房に顔を埋めて抱きついてくる。

「あぁ……」

　舌先で柔肌をくすぐられ、またしても体が疼いてしまう。

（もう、溺れてしまいそう……）

　だが、愛する男に翻弄されるのなら、このまま乱されても構わないと思っていた。

　やがて樹は顔を上げると、甘えるような笑みをこちらに向けてくる。

「ねえ、まゆり。まだ……続けてもいい？　もっともっと、君を感じていたいんだ……」

　劣情に満ちた彼の言葉を聞いて、まゆりは歓びに満たされ自然と笑顔が浮かぶ。

「うん、いいよ。私も、もっと樹君を感じていたい……」

　頬を上気させて同意すると、樹は感極まった様子で目を輝かせた。

「あぁ、まゆりも俺と同じ気持ちでいてくれて、本当に幸せだよ……。愛しているよ、俺だけの花嫁……」

　それから樹はまゆりを愛しげに抱きしめ、腰をゆるゆると動かして抽送を再開する。

「は……あ……あぁ……」

　徐々に硬さを取り戻しつつある猛茎を感じて、淫靡な熱を帯びたままの媚肉はざわざわと粟立つ。

　心身共にたっぷり貪られる悦びから、まゆりはその後も幾度となく絶頂に達した。







終章　〜永久に続く甘い時間〜








　結婚式では両家の親族をはじめ、木暮や清水、そして部署の人達からもたくさん祝福された。

　二人きりになった時は、樹から世界一綺麗な花嫁をもらえて嬉しいと求められ、濃厚で甘い時間をたっぷり過ごした。

　幸せに満ちた結婚式を挙げたのち、二人はプライベートプール付きのホテルで蜜月を楽しんでいた。

　当初は海辺のリゾート地も候補に考えていた。しかし、まゆりの水着姿を他の男の目に触れさせたくないという樹の意見で、最終的にこのホテルに決めたのである。

（ここにして正解だったかも……）

　何せこの蜜月のために買った水着は、露出度の高いマイクロビキニ。さすがのまゆりも人前でこれを着るのは憚られた。

　それからまゆりは改めて、鏡の前に立って自分の姿を見てみる。

　シャンパンゴールドの水着は生地が小さく、少しでも動いたら乳輪が見えてしまいそうだ。おまけにショーツの丈は浅く、お尻が半分も見える作りになっている。

　ウェディングランジェリー同様、樹を喜ばせたくて買ってみたのだが、露出度が極めて高く羞恥心が増してくる。

　小柄で顔つきも幼い自分には、あまり似合っていないかもしれない。通販サイトの写真のモデルが、煽情的な美女だったので余計にそう感じてしまう。

（でも、樹君はどんな私でも好きと言ってくれたんだから、こんなことで弱気になったら駄目よ）

　まゆりは自分を鼓舞するように強く言い聞かせた。

　以前の自分であれば、ここまで前向きな姿勢にはなれなかった。こんな風に思考を変えられたのも、全て樹のおかげである。

　まゆりは自信をつけるように微笑むと、踵を返してプールへ続く扉へと向かった。

　樹はすでにプールサイドチェアに座って待っていた。

　上半身裸の彼を目にするなり、まゆりは思わず立ち止まって見惚れてしまう。

　均整の取れた肢体や男らしい胸板は、何度見ても美しい。ついふしだらな目を向けてしまいそうになる。

　だが、いつまでもうっとり眺めていてはキリがない。まゆりはそばまで行って樹に声をかける。

「お待たせ、樹君」

　すると樹は顔を上げて、こちらをじっと見つめてきた。

　その眼差しがとても色っぽく、甘く淫らな期待に胸が高鳴っていく。

　まゆりの全身を隈なく眺めたのち、彼は恍惚の笑みを浮かべた。

「まゆり、すごく色っぽくて魅力的だよ。あぁ、ヤバイ。最高に滾ってきた……」

　どうやら相当お気に召したようだ。まゆりは嬉しくなってたまらず樹に抱きつく。

「良かった。最初は大胆過ぎたかなって思ったけど、樹君に気に入ってもらえて嬉しい」

　それからまゆりは樹の顔に、口づけの雨を降らせていった。

　最後に唇に長くキスすると、彼女はにっこりと微笑みかける。

「それじゃあ、のんびり泳ごうか」

「それもいいけど――」

　樹はまゆりの背中に手を回すと、紐をほどいて水着を剥ぎ取ってしまう。

「えっ？　ちょっと、樹君!?」

「言っただろう、最高に滾ってきたって」

　いきなり裸にされてうろたえるまゆりに、樹は艶然とした微笑を向けてくる。

　彼の瞳には欲望の色が濃く浮かんでおり、まゆりは魅入られたように動けなくなった。

（この眼差し、結婚式の日と同じだ……！）

　あの日も劣情を露わにした樹から、式の直前と披露宴の後に散々抱かれて達かされたのだ。

　その時のことを思い出した瞬間、まゆりの体は快感が欲しいとばかりに疼き始めた。

　そんなまゆりを煽るように、樹は耳元で甘くささやきかける。

「まゆり、今すぐ気持ちいいことしよう」

　彼は誘うような口調で告げたのち、水着を脱いで一糸まとわぬ姿となる。

　その刹那、半勃ちになった雄茎が勢いよく飛び出した。どうやら今ので完全に発情してしまったらしい。

　いやらしくも獰猛な形に見惚れていると、更にショーツまで脱がされてしまう。

「まさか、ここでするの？」

「もちろん。あと、プールの中でもたくさん抱くつもりだよ」

　欲情を露わにする樹の言葉に、まゆりはたまらず絶句した。

　いくら二人きりとはいえ、ここは一応屋外である。誰かに淫らな嬌声を聞かれる可能性は極めて高い。

　まゆりがその場面を想像して赤面していると、樹は悪戯っぽく笑った。

「もしかして、周りに聞かれるんじゃないかって、気にしてる？」

「当たり前でしょう」

「別にいいじゃない。こうして愛を深めるのは、何も悪いことじゃないんだから」

　樹はまゆりを快楽に堕とすように、深く唇を重ねては豊満な膨らみを揉みしだいていく。

「あ……っ……んッ……。待って、樹君……」

　甘い愉悦に呑み込まれそうになりながらも、わずかに残った理性でどうにか思い留まらせようとする。

「無理、もう待てないよ。ほら、まゆりもいつものように俺のここ触って」

　樹はまゆりの制止を全く聞き入れず、自身の昂りに触れさせて口づけと愛撫を激しくしていく。

「は……ぅん……」

　貪欲なまでに口づけられ、淫靡な手つきで愛でられるうちに理性は完全に失われて、心も体も樹を求めずにはいられなくなる。今のまゆりは完全に、樹が仕掛けた甘い罠にかかってしまっていた。

　――この先もずっと、彼の甘美な誘惑には抗えないだろう。

　気付けばまゆりも夢中になって口づけを交わし、樹の猛った欲望を愛でるように扱いていた。

　プールサイドではもちろん水の中でも、二人は互いを貪り続けては淫靡な愛を深めていった。
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　初めましての方も、これまでの作品を読んで下さった方も、改めましてこんにちは。さくら茉ま帆ほです。

　濃蜜ラブルージュ様より、こうして三作目も出させていただくことになり、心から光栄に思います。

　今作『愛執独占～秘密を知られたら淫らな一夜が始まりました～』は、見た目は清楚だけど実は性欲盛んなヒロイン・まゆりと、そんな彼女にぞっこんなヒーロー・樹のオフィスラブとなっております。

　今回のヒーロー属性は、おじ様キャラと同じぐらい大好きな腹黒イケメンにしました。普段は優しくてまゆりをたっぷり甘やかしてくるのに、Ｈの時は意地悪な一面を見せるところがたまりません。大人の色気に溢れるおじ様とは、また違った魅力を堪能していただけると嬉しいです。

　まゆりも樹もとにかく性欲が強いので、Ｈシーンは今まで以上に濃厚かつボリュームたっぷりにして、プレイの内容も私のフェチや性癖をたくさん詰め込んでおります。特にデコレーションプレイとウェディングプレイは、ずっと前から書きたかったものなので、執筆時は他のシーンよりも気合と情熱を注ぎました。ただ、台詞や用語は少し変態っぽくなってしまい、何ヶ所か変更した部分もありますが、また別の機会で使いたいです。

　今回の表紙イラストを担当して下さったユカ先生、愛らしくセクシーな雰囲気たっぷりに描いていただきありがとうございます。まゆりの恥じらう表情や豊満なバスト、樹の美麗な顔やしなやかな肢体、そして左手の位置を見るたびに、これからどんなプレイを繰り広げるのかと考えてはドキドキが止まりません。また、開いたジーンズから見える局部にも目が行ってしまいます！

　皆さんもユカ先生の素敵なイラストと共に、まゆりと樹の濃厚甘々なＨを楽しんで読んでいただけると幸いです。

　今回もまた、プロット作成の段階から親身になってアドバイスを下さった編集様、本当にありがとうございます。

　最後に、いつも応援して下さる読者の皆さんにも、心から感謝します。

　これからも多くの方にときめいていただけるような、甘く濃厚な作品を書き続けていきたいと思います。





さくら茉帆









【著者紹介】

２０１３年からＷＥＢで小説を投稿し始め、２０２０年に本レーベルにて悲願の出版デビューを果たしました。

小鳥とおじ様をこよなく愛しております。ＴＬ小説は読むのも書くのも好きです。






濃蜜ラブルージュ

愛あい執しゅう独どく占せん

〜秘ひ密みつを知しられたら淫みだらな

一いち夜やが始はじまりました〜



2021年3月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　さくら茉帆

■イラスト　ユカ

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　BELL'S GRAPHICS



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Maho Sakura ©yuka








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。









[image: ]













[image: ]








item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		第一章　〜秘密の戯れは恋の予兆？〜



		第二章　〜切ない恋心〜



		第三章　〜甘く幸せな聖夜〜



		第四章　〜二人だけの秘密のウェディング〜



		終章　〜永久に続く甘い時間〜













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg
O 15N ot — WAREYELA
~~~~~~ a7






item/image/p1-cg.jpg
B G

~WERHONTSBEOE—EPBEVE L~

S<HKIM






item/image/ad01.jpg





item/image/ad02.jpg
N AT

Vil

N BN

Y <~
J

L P55
i : 7 h—F7%

\ i
721l 630 [+ ¢ /
3

e R LIV
i ;g
&l 630 F






